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あとがき







＃01【王都が盛せい況きようすぎてヤバイ】







　Ｆｅｍａｌｅ女性

　Ｅｎｄｕｒａｎｃｅ耐性

　Ｄｅｆｉｃｉｅｎｃｙ不全

　Ｓｙｎｄｒｏｍｅ症候群




　通つう称しよう、ＦＥＤＳ。

　それが俺おれ、鷺さぎ宮みや慧けい太たに課せられた厄やつ介かいな体質だ。

　女性に触ふれられたり、視覚的なものから興奮を覚えると、吐はき気け、眩暈めまい、激痛、果ては失神などの症しよう状じように見み舞まわれる。これは高い興奮状態から起こる様々な障害から身体を守る為ため、脳が現実との遮しや断だんを行う防ぼう御ぎよ反応だとされている。

　とは言っても、こんな体質を持ち合わせているのは今のところこの世界にはただ一人。

　俺しかいない――――らしい。

　俺が最初の症しよう例れいで、それ以降そんな人間が現れたなんて話はまだ無いから。

　そんなわけだから、この病名だって暫ざん定てい的てきなものであるし、医者には現時点で治ち療りよう法ほうは無いと言われた。挙げ句、

「エロいこと考えすぎたんじゃないの？　ぷふっ」

　と、真に取り合ってはくれない始末。

　くそう、人の気も知らないで……。

　結構大変なんだぞ？

　でも、そんな女性耐性不全症候群ＦＥＤＳが、こんな事に利用されていたなんて思いも寄らなかった。




×　×　×




　◆　オンライン　◆

「あのー……大だい丈じよう夫ぶ？」

　それは沈ちん鬱うつな表情で立たち尽つくす【メルルーナ】ちゃんに対して、【リエル】である俺がかけた言葉だった。

　頭の左上でちょこんと縛しばった緑みどり髪がみ、その下にあるあどけない面おも立だち。死霊使いネクロマンサーの装備であるパープルピンクのドレスに身を包つつんだ彼かの女じよは、この【ゼクスヴェルトオンライン】においてアイドルプレイヤーとして慕したわれている人物だ。

　だがそのアイドルも今は虚こ空くうを見み詰つめたまま意い気き消しよう沈ちんとしていて、何も言葉を発する様子は無い。

　聞こえてくる音といえば、風に揺ゆれた木の葉が擦こすれ合あい、優やさしい音色を奏かなでているだけ。

　周囲には木々が疎まばらに生え、淡あわい緑色の木こ漏もれ日びが降り注いでいる。そこには俺おれ達たち以外のプレイヤーやモンスターの姿は無く、穏おだやかな静けさがあった。

　さて、俺達が居るこの場所が一体どこなのかというと、大陸北部の高原地帯にある小さな村。そこからものの数分の距きよ離りにある林の中だった。

　こんな場所で二人して、ぼけーっとしているのには理由がある。

　それは数分前にさかのぼる。

　俺はここに来るちょっと前まで、近くにある迷めい宮きゆう遺い跡せきでギルドメンバーと一いつ緒しよに狩かりをしていた。それはレア食材をドロップするというモンスターが狙ねらいだったんだけど、途と中ちゆうで手持ちのアイテムが尽きてしまい俺だけ村へと補給に走ったのだ。

　村の道具屋で準備を整え、再度ギルメン達が待つ迷宮遺跡へ戻もどろうとしていた道すがら、突とつ然ぜん、メルルーナちゃんが目の前に現れた。

　彼女だけでなく、傍そばにはＧＭ装備を身に付けた【ノイエヴェルト】とかいうプレイヤーまで一緒にいて、二人して俺に【暁天の鍵デイブレイク・キー】と【逢魔時の錠前ピリオド・ロツク】を合わせる時がきた！　とか言ってきたのだ。

　俺は関かかわりたく無かったんだけど、彼かれらによって無む理り矢や理り、鍵を合わせられてしまいフィードバックプログラムなるものが発動。

　その影えい響きようでゼクスにアクセスしている全プレイヤーがこのヴァーチャル世界を現実リアルだと思い込んでしまうというとんでもない状じよう況きようが作り上げられてしまった。

　しかもそのプレイヤー達を強ごう引いんにログアウトさせようものなら現実が二重にあると混乱し精神に異常をきたすかもしれないという。

　そんな中、予かねてからこの世界を望んでいたノイエは、更さらなる野望世界構築の為に行方ゆくえをくらまし、この場に残されたのは俺とメルルーナちゃんだけになっていた。

　それが今のこの状態。

　え？　同じ野望を抱いだいて彼と行動を共にしていたメルルーナちゃんが、なぜいまだここにとどまり、しかも落ち込み気味なのかって？

　それは俺にも分からない。

　だからこうしてさっきから、彼女の様子をうかがっているのだけど……。

「なんで、こんな事になってんのかしら……。この私が、あんな奴やつに騙だまされたって言うの……？」

　やっと何かしゃべったと思ったら、なんだか口調がいつもと違ちがっていて……俺はちょっと戸と惑まどった。

「えっと……メルルーナちゃん……？」

「え？　なに？」

　顔を上げた彼女は、物もの凄すごくうざったそうに言った。

「え、いや……なんだかいつものメルルーナちゃんと雰ふん囲い気きが違うなあー……と思って」

「違う？　私が？　あ……」

　何かに気付いた彼女は口元に手をやり、コホンと一つ咳せき払ばらいをする。そして、

「えへっ☆　なんの事ですかっ？」

「全然、誤ご魔ま化かせてないよ!?」

　指し摘てきされて急に外面を取とり繕つくろった彼女。その反応一つを取ってもそうだけど、ここ最近の彼女を見ていると初めて会った頃ころの印象とはだいぶ懸かけ離はなれ始めていた。

　それに俺は彼女を信用したわけじゃない。ノイエと共きよう謀ぼうして俺を騙し、おかしなプログラムを発動させられたのだから。

「あはっ☆　これはですね、あまりのショックに思わず素が……じゃなくて、気が動転して自分でも良く分からない事を口走ってしまっただけなんですよ」

「今、素が――って言いかけたでしょ」

「そんな事はありませんよ。ほら、今も私の心は、どんよりとした雨雲のようにものすごーく落ち込んでいるのですから」

　彼女は肩かたを落として、がっくりと頭こうべを垂れてみせる。

　それはあからさまに態わざとらしい動作だったが、先さき程ほどまで見せていた沈鬱な表情は嘘うそではないように思えた。なんというか心此こ処こにあらずといった魂たましいの抜ぬけ殻がらのようになっていたから。それにノイエとの間で何か意志の食くい違いがあったみたいだし……。

　と、そこで、項うな垂だれていたメルルーナちゃんが、地面に視線を落としたままボソリと呟つぶやく。

「だって約束が違うんですよ」

「違うって、何が？」

「私が望んでいたヴァチャ充じゆうはこんなんじゃないんです。フィードバックプログラムは私とノイエさんだけに影響を与あたえるものだと聞かされていましたから」

「それってどういう……」

　ふと彼女は視線を上げる。

「私はプログラムの力を借りて現実リアルを忘れ、この世界に没ぼつ入にゆうしたかっただけなんです。なのに皆みなさんの方がヴァーチャル世界に行ってしまわれた。私だけで良かったのに……。他ほかのプレイヤーさんに迷めい惑わくをかけるつもりは無かったんです……。ノイエさんに騙された私が愚おろかだったんですけど……」

　彼女は思い出したように掌てのひらの上で拳こぶしを叩たたいた。

「あ、でもリエルさんには最初から迷惑をかけると決まってましたが♪」

「おいっ！」

「だって丁度良かったんですよ。プログラムを安定して発動させる為にはリアルを嫌きらう強い精神波が必要でしたし、その為にリエルさんの持つ女性耐性不全症候群ＦＥＤＳは打って付けでしたから」

「だからって……こっちは大変だったんだからね？」

　騎き士し様をギルメンに渡わたして状況を引ひっ掻かき回まわしたり、火に油を注ぐような事をしたのは、彼女やノイエの仕し業わざだ。そりゃあメンバーそれぞれの意志もあるけれど……それにしたって大だい迷めい惑わくだ。

　彼女がそんな事をしてまで欲ほしかったもの。

　それは自分がヴァーチャル世界に没入することだと今話してくれた。

　それって……リアルの事は何もかも忘れてゼクスの住人になりたかったって事だろ？　何でそんな事をしようと思ったんだろうか？　というか住人になってどうする気なんだ??

　気になった俺はその疑問を彼女にぶつけてみた。

「そもそもメルルーナちゃんはどうしてそんな事しようと思ったの？　何かリアルから逃とう避ひしたい理由があるとか？」

「えーとそれはですね、私は……って、しゃべりませんよ！　こ、こちらにも色々と事情があるのです。詮せん索さくしないで下さい」

　メルルーナちゃんは突然そんなふうに憤ふん慨がいし始めた。ちょっと頬ほおも赤い。

　いつも落ち着いた雰囲気の彼女にしては珍めずらしい反応だ。

「それはそうと、リエルさんだって私以上にヴァーチャル世界の住人になりたいと思ってるんじゃないんですか？　生なま半はん可かなリアル嫌ぎらいではあのフィードバックプログラムは起動しませんから」

「え？　そうなの？」

「そうですよ。私が以前、自分で起動しようとした時には条件に満たず、保護機能が働いて、危あやうくプログラムごと消し飛んでしまうところでしたから」

　俺ってそこまでリアル嫌いだったんだなーと、自分でも感心してしまう。

「うーん……確かに例の体質のせいでリアルなんか最悪だと思った事は結構あるし、ゼクスの中だけで生きて行きたいと思った事もあるけれど……でも今のこの状況はなんか違うと思う」

「そうですか、それがリエルさんの意志ですか」

　彼女はそう言ったまま、下を向いて黙だまり込んでしまった。

　人工ＡＩで動き回るリスなどの小動物の気配や鳥のさえずりだけが、耳に入ってくる。

　流れる静せい寂じやく。

「……」

「……えっと？」

「……」

「メルルーナちゃん??」

　耐たえかねた俺は我が慢まんできずに尋たずねてしまった。

　すると彼女は顔を上げる。

「決めました」

　澄すんだ声が木々の間を通とおり抜けた。

「へ？」

「ふふっ☆」

　見れば先程まで鬱うつ屈くつとしていたメルルーナちゃんの顔から淡い笑えみがこぼれていた。

「今のこのゼクスは私が望んだ状況では無いし、リエルさんも望んではいない。となれば話は決まりましたね」

「どういう事？」

「私達、手を組みませんか？」

「はい??」

　手を組む？　俺が？　メルルーナちゃんと？

　想像もしてなかった誘さそいにこちらが言いい淀よどんでいると、彼女は企たくらみに満ちた表情で低い声を出だす。

「ぬっふっふっ……大人を小こ馬ば鹿かにしたことを後こう悔かいさせてあげるわよ」

「あのー……大人って??」

「あっ!?　えっと……いやーちょっと落ち着いてきたら急に腹が立ってきちゃいまして。ここはノイエさんに報復しないと気が済まないなーなんて思っちゃったんですよっ。うふふふっ☆」

　急にダークなオーラを背せ負おったと思ったら、すぐにあどけない少女の顔に戻る。

　一体、なんなんだ??

　それに今、口では笑っているけど、顔が真顔なのがかなり恐こわい。

「リエルさんも【雫しずく】さんの事が心配でしょう？」

「それは……なんとかしなきゃと思ってるけど」

　メルルーナちゃんの言う通り、俺は雫の事が心配だった。

　彼女は今、この世界を安定させる為の核コアとなって何処どこかに閉じ込められている。本来ならばその核コアにされるのは俺の予定だった。

　フィードバックプログラムの発動直後、彼女が飛び込んできて俺の身み替がわりになってしまったのだ。

「でも、よくよく考えたら、朝になればソフトウェア会社とかサーバー管理会社にこの異常な状態が伝わるんじゃないかな？　そうすれば外部からなんとかしてくれそうだし」

「そんなふうに簡単には行きませんよ。外部から無理にサーバーを落とそうものなら例の最悪の状況が一度に起こるだけです」

「そうかー……」

　やっぱり、そんなに甘あまくはないか。

「だからここは二人で協力するしかないと思いますよ。だってプログラムの影響を受けていないのは私達しかいないんですから。いわばゼクスを元の状態に戻せるのは私達だけって事です」

　彼女の提案を拒きよ否ひする理由はいくらでもあるけれど、ここでそいつを拒否したところで俺にとってもプラスには働かないだろう。

　たとえ彼女がゼクス世界を改変しようと企み、それを実行した人間でも、今は同じ思いを持って行動しようとしているのだから。それが嘘だとは到とう底てい思えないし。

　俺は一呼吸置いて答える。

「分かった。一緒にやろう」

　メルルーナちゃんの返事は笑え顔がおだった。

「でも内部からどうやって？　何か方法でも知ってるの？」

「方法というか、この世界を安定させているのは他ならぬ核コアである雫さんなんです。ということはその核コアを取り除けば元に戻るはずです。多分」

「多分!?」

　不安だなあ、もう。
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　俺の心配をよそにメルルーナちゃんは自信ありげに言う。

「論理は間ま違ちがってないですよ？」

「いやまあ、そうなんだけど……」

「雫さんを救出して、ゼクスも元に戻る。一石二鳥じゃないですか」

「で、仮にそうだとして、雫が捕とらわれている場所は見当付いてるの？」

「うふふ、それは任せて下さいっ☆」

　彼女は何か思い当たる所があるのか、にんまりと笑ってみせる。

「では早さつ速そく向かいましょう」

「えっ、もう!?　あ、ちょっと待ってよー」

　そのまま林の外に向かって歩き出したメルルーナちゃん。俺ももちろん彼女の後に続こうと足を踏ふみ出したのだが、それと同時に肩に僅わずかな重みがのしかかってきた。

　なんだ？　と思ってその方に目をやると、俺の肩に白いふわふわのボールみたいなものが乗っかっていた。

　そいつは雫が残していった彼女の使し役えきモンスター【すあま】だった。

「……お前も一緒に行く気なの？」

　使役者がいなくなってフリーになったこいつに俺の言葉が通じるのかどうか分からなかったが、一応聞いてみると、

「ふきゅっ♪」

　と肯こう定ていとも取れる可愛かわいらしい鳴き声を上げた。

　結構、ラブリー。

　そんなわけで、俺はすあまを肩に乗せたままメルルーナちゃんの後を追った。




×　×　×




「えーとこれは……もしかして【フィルムス】なのかな？」

　俺は王都に着いた早々、そう呟いた。

　フィルムスはこの大陸の南部を治める【フローレ王国】の王都。

　そして俺達のギルドが根城にしている都市だ。

　ここは毎日のように目にしてきた街並みであり、目隠かくししてても歩けるくらい熟知している場所でもある。

　でも、何かがおかしい。

　到とう着ちやくするなり俺が確信無さげに呟いた理由がそこにあった。

　王都の南門をくぐった所に広がっていた景色は、俺がいつもプレイしていた街並みとは大きく違っていた。

　それは建物の配置とかマップが変わっていたとかじゃなくて、街全体の雰囲気が異なっていたのだ。

　ゼクスといえばパステルで明るめな色調と世界観が特とく徴ちようのゲームだ。

　俺はこのほんわかしたアニメっぽい感じの世界が好みだった。

　でも今、目の前にあるゼクス世界は全体に灰色のフィルターを掛かけたような、なんとも寂さびしい色合い。しかも建物とかもまるで本物みたいなリアルな質感と風合いになっていた。

　たとえるならメルヘンな物語を読んでいたら、突とつ然ぜん途と中ちゆうから劇画になっていたみたいな違い和わ感かん。

　多分、ゲーム内のテクスチャーが丸々違うものに差さし換かえられているんだと思われる。

　そんな変化が見られたのは建物だけじゃなかった。

　通りを行き交うプレイヤー達の姿も大きく改変されていたのだ。

　まず最初に目に付いたのは装備品。

　鎧よろいもローブもゼクスには可愛らしいものがたくさんあって、街を歩くだけでコスプレ会場状態！　それが楽しくもあったのに、今では汚よごれや傷がリアルに刻み込まれた渋しぶめのアーマーを身に付けているプレイヤーとかしかいなくて、どこもかしこも落ち着いた形と色合いの服装しかなかった。

　まさに正統派ファンタジーの世界に突とつ然ぜん放ほうり込まれてしまったって感じ。

　加えて、どのプレイヤーも表情が殺さつ伐ばつとしていた。

　以前までに見られた道みち端ばたに響ひびく談だん笑しようとか、活気のある声とか、そういったものが皆かい無むだったのだ。

　代わりに聞こえてきたのは、どこそこの村が魔ま物ものに襲おそわれて大変だったらしいとかの噂うわさ話ばなしや、魔ま王おう討とう伐ばつの為の有志を募つのる演説の声。

　その他にもモンスターとの戦せん闘とうで傷付き、運ばれてくる者。

　仲間の死に涙なみだし、嗚お咽えつと共に頽くずおれる者。

　そういった光景が目に入ってくる。

　これが、この世界の日常なのか？

　ヴァーチャルがリアルになるとは、こういう事なのか？

　この街にやってくるまでの道程は森や草原しかなくて、いまいち世界の変化に実感が湧わかなかったが、ここにきてようやくそのフィードバックプログラムのヤバさに触れる。

　だが、こんな世界でも、みんな頭上にアバター名やＨＰゲージとか今まで通りあるし、棺かん桶おけに入っていた人間は普ふ通つうに生き返るしで、やっぱりここはゲームなのだと理解できる。

　そういうゲーム的なところとか、みんな全然疑う様子が無く、普通に受け入れていた。それが逆に違和感ありありだった。

「みなさん、本当にプログラムの影響を受けてしまっているみたいですね」

　この状況を仕し掛かけた本人であるメルルーナちゃんも初めて見る町の姿に呆ぼう然ぜんとしていた。

　俺も似たような感じでしばらく放心気味だった。

「それはそうと、真っ先にここへやってきたって事は、雫は王都にいるってこと？」

「ええ、核コアの格納場所はノイエさんから知らされていましたから間違いないです」

「そのノイエがメルルーナちゃんに嘘を教えてたって事はないかな？」

「それは無いと思いますよ。私とノイエさんは事前にその格納場所をこの目で確かく認にんしてますから」

「ふむふむ、で、その場所っていうのは？」

「あれです」

　メルルーナちゃんは町の屋根が傾けい斜しやにそって連なる先、少し小高くなった場所にそそり立つ城じよう壁へきの向こう側を指差した。

　そこにあったのは王城だった。

「城の中？」

「はい、正確には城の地下にマップには描えがかれていない空間がありまして、そこの最深部に核コアの格納場所があるのです」

　地下なんていう未知の領域とはいえ、こんな目と鼻の先に雫が捕らわれているなんて思ってもみなかった。

　城の内部には何度も出入りしてたし、構造も良く分かってる。見た目が変わってもマップまで改変されてなければ良いのだが……。

「では早速、向かいましょう」

　メルルーナちゃんは早速、城に向かって走りかけていた。

　そんな彼女を呼び止める。

「ちょっと待って」

「どうしました？」

「いやあね、城に向かうのはいいんだけど、あのノイエがそうすんなりと自分達の侵しん入にゆうを許すかなあと思って。何か罠わなを張って待ってそうなんだよねー」

　俺がそういうと、彼女はさも当然といった顔で答える。

「それはそうでしょうねっ☆」

「そんなにこやかに言われても……。で、実際どうすんの??」

「どうと言われても、私達にできる事はアイテムを整えておくくらいしかありませんよ。まあそれも気休めですが。今さらレベル上げとかして鍛きたえている暇ひまも無いですし、それをした所でどれだけ彼に対たい抗こうできるのかも分かりませんし。なにしろノイエさんはＧＭ権限を持ってますからね。それはもう無敵です」

「ダメじゃん！」

　正面切って相対したら絶望的に無理じゃないか。これはもうノイエに見つからないように侵入して雫を救出するしかないじゃんよ。

　奴だって俺達がやってくることなんてお見通しだろうし、そんな事できるのか？

　メルルーナちゃんは顎あごに手を当て黙もつ考こうしていた。そして、

「そうですねー……ここは向こうの出方を見る意味でも、ちょっと街の様子を探さぐってみる必要があるかもしれませんね」

「うん、それがいいかもしれないね。とりあえず、準備も兼かねてさ」

「ええ」

　それで互たがいに納なつ得とくした俺達は、商店が建ち並ぶ街の大通りへと向かう。

　人々が行き交う石いし畳だたみの路みち。そこを進みながら、足は自然と道具屋へ向けられていた。まずはアイテムだけでも揃そろえておこうと思ったからだ。

　その道具屋は以前と変わらぬ場所に建っていたが、随ずい分ぶんと年季が入った感じの見た目になっていた。

　ひび割れた石壁。

　朽くちかけた木製扉とびら。

　その上には店の名前が刻まれたブラケット看板が揺れている。

　こんなんでも売ってるものは、まともなんだろうな？　と不安を抱きつつ近付く。

　するとその店先で戦士ウオーリアと思おぼしきプレイヤーが二人、深刻な面おも持もちで会話をしているのが目に入ってきた。

　簡素な鎧を身にまとったその男キャラ達の会話がここまで漏もれ聞こえてくる。

「そうさ、この世界を魔物の恐きよう怖ふから救って下さるのは勇者様しかいない」

「ああ、勇者様がいなければこの都もあっという間に陥かん落らくしていただろう。我々が束になっても敵かなわなかった坑こう道どうにたむろしていたモンスターの群れをたった一人で殲せん滅めつしたのだからな」

　勇者様？　何の話だろう？

　彼らの会話は続く。

「うむ、あれは凄すさまじかったな。だが如い何かに神かみ懸がかり的な強さとはいえ、これから先の戦いに勇者様一人だけというのも苦しいのではないか？」

「お前、分かってないなー。その為の姫ひめ様さまだろうが」

「どういう事だ？　姫様って……あの、もう一人の勇者という〝勇者姫リエル〟様のことか？」

「ぶっ!?」

　突然、自分の名前が見ず知らずの人間から出てきたもんだから、俺は思わず吹ふいてしまった。

　そのせいで会話をしていた戦士ウオーリアの二人が、俺の方へと視線を向けてきた。

　最初は「なんだこいつは？」みたいな目でこちらを見ていたが、そのうちに彼らの瞳ひとみが次し第だいに見開かれてゆくのが分かった。

　そして――

「も、もしや……そこにおられるのは……」

「ひ……姫様!?」

　驚きよう愕がくの表情をした彼らに俺は指を差されていた。

「ええっ!?」

　な、何??　おっ、俺!?

　勇者姫ってどういう事!?

　別人じゃないのかと仄ほのかな期待を抱いて自分の背後を見み渡わたしてみたが、誰だれもおらず……。

　やっぱり俺のことだった!!

　こちらが困こん惑わくしている間、彼らは歓かん喜きの声を上げる。

「やはりそうだ！　勇者姫のリエル様だ！」

「こんな所でお会いできるとは、なんという幸運！」

　男二人、手と手を取り合ってその場をくるくると回る小こ躍おどりが始まっていた。

「ちょっ、えっ!?　なっ、何？　なんなのこれ??」

　俺は傍にいたメルルーナちゃんに事情を尋ねるが、

「私にも、ちょっと分かりかねます……」

　彼女もこの状況は把は握あくしていないようで首を傾かしげていた。

　そんな中、戦士ウオーリア二人が俺の前まで進み出てきて、いきなり跪ひざまずく。

「ささ、姫様、我々と共に参りましょう。〝勇者王〟様が捜さがしておられましたよ」

　勇者王？　なんだそりゃ？　ただの勇者じゃないのか？

　全く心当たりがない俺は、当然断りを入れる。

「えっと……人ひと違ちがいだと思うよ？　自分、姫様とかじゃないし」

　俺が苦笑いをしながらそう言うと、彼らは疑う様子も無く食い下がってくる。

「またまたー、何を仰おつしやってるんですかー。そんな事言ってもバレバレですよー？」

「いや……バレバレも何も……」

「お気持ちは分かります。でも、決める時は決めて頂かないと」

「決めるって何を!?」

「そんなふうに戯おどけてみせても駄だ目めですからね？」

「至って真ま面じ目めに言ってるんですが！」

「もう、ほんと聞き分けが無いですねえ。いいから、さっさと行くぞゴルァッ！」

「急に態度変わったし!?」

　もうすでに姫様とかに対する言こと葉ば遣づかいじゃ無くなってた！

　ってか、なんなんだこの状況は!?

　今まで敬服した態度を取っていたかと思われた彼らは、突然立ち上がって俺の腕うでを掴つかもうと手を伸ばしてくる。

「さあ、こっちにこい」

　不ふ穏おんな空気を悟さとった俺は、反射的に身を退く。するともう一人が周囲に向かって大きな声を張り上げた。

「おい、みんな！　ここにリエル様がおられるぞ!!」

　通りに反はん響きようした声。

　その声に周辺を歩いていた全すべての人達が反応を示した。

「何、リエル様だと!?」

「なんだってっ!?」

「みんな、あそこ見てみろよ！　勇者姫様だ!!」

「うわっ、ほんとだ、リエル様だ！」

「なんてこった！　こうしちゃおれん！」

　そんな感じで辺りにいる人達にどんどん伝でん播ぱしてゆく。

　そして彼らが皆、最終的に口を揃えて言った言葉があった。

　それは――

「捕つかまえなきゃ」

「はいぃっ!?」

　俺は叫さけびながら逃にげ出していた。

　だって数十人単位の人ひと集だかりが俺に向かって襲いかかってきたから。

　落ち着いて話し合うとかそういうレベルじゃなかった。捕まったら何をされるか分かったもんじゃないし。

　俺は大通りを全速力で駆かける。

「逃げたぞー！　右から回り込めー！」

　そんな声が背後から聞こえてくる。

「な、なんでこんな事になってるの!?」

　横で一緒に逃とう走そうしてるメルルーナちゃんにすがるように問う。

「プログラムの影響としか考えられませんね！」

「思考まで左右できるの!?」

　どんだけ！　驚愕の域を通り越こして、感心する。

　感心しつつも、走る。

　そして走りながら、恐おそる恐る背後を見やると黒山の集団が物凄い勢いで追いかけてきているのが目に入った。

「ぬぅわあぁっ!?　さ、さっきより増えてるぅっ！」

「うわっ!?　本当ですね」

　いつも冷静なメルルーナちゃんも今回ばかりは焦あせり気味だ。

「はぁはぁはぁ……このままじゃ捕まっちゃうよ！」

　ヴァーチャルだから息が上がるなんてことは無いんだけど、気持ち的に呼吸が荒あらくなっていた。

「ちょっと待って下さい、今、準備しますから」

「じゅ、準備??」

　彼女は装備品のステッキを後方に向かって構えると、何かもにゅもにゅと口の中で唱え始める。

　と、僅か数秒で何もない空間から紫むらさき色いろの炎ほのおを纏った無数の髑髏されこうべが火の玉のようになって放たれた。

　髑髏は顎をケタケタさせながら追ってくる人達の合間を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る。

「うわぁぁっ!?　なんだこれ!?」

「きっ、気をつけろ！　死霊使いネクロマンサーの女が逃走を手引きしてるぞ！」

　後方で混乱が広がっていた。

「これで多少は足止めになるかと」

　走りながらメルルーナちゃんがそう言った。

「ナイスだよ！　メルルーナちゃん」

「えへっ☆」

　彼女は長い睫毛まつげをぱちくりさせた後、微ほほ笑えんだ。

　おかげで追っ手は大分数を減らしていたが、それでも尚なお、数人が後ろに付いてきていた。

　そこで俺おれ達は視線で示し合わせて、咄とつ嗟さに脇わき道みちの路地に入り込み、すぐそこにあった物もの陰かげに身を潜ひそめる。

　それでようやく残りの奴らもやり過ごすことができた。

「ふぅ……なんとかなったみたいだね」

　俺は安あん堵どの息を吐ついた。

「一時はどうなるかと……ねえ、メルルーっ!?」

　隣となりにいた彼女にそう言いかけたところで息を呑のんだ。

　なぜかというと、彼女の顔が物凄く近くにあったから。

　ただ追っ手を撒まくという一心で狭せまい物陰に隠れたもんだから、こんな状態になるだなんて考えてもいなかったのだ。

　俺達は肩同士を密着させて、屈かがむような格好で顔を突つき合わせていた。

　加えてこれが俺好みの美少女な上に、憧あこがれていたゼクスのカリスマアイドルな訳だから、平静を保っていられる筈はずもない。

　しかしながら当の彼かの女じよは特に慌あわてる様子も無く、いつもの調子で聞いてくる。

「どうかしましたか？　リエルさん？」

「へっ!?　い、いや、あ、あのー……あ、そうそう、助かったー！　こうして無事に逃げ延のびられたのもメルルーナちゃんのおかげだよ」

「いえいえ、出来得る限りの事をしただけですよっ☆」

　間近にある笑顔が眩まぶしい。

　心しん拍ぱく数すうもヤバイ。

　あれ？　おかしいな……なんかこれは、ちょっと離れないとまずい気がしてきたぞ？

　俺の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳはゼクスの中では多少マイルドな反応に抑おさえられている。だからこそのパラダイスだった。特にメルルーナちゃんにおいては、彼女の純じゆん朴ぼくさが影響していたのか何なのか、反応が表に出た事は無かったんだけど……なぜか今はちょっぴり目の前がクラクラとしてきてる。

　危険を感じた俺は、少し彼女から離れようとその場から立ち上がった。

　その刹せつ那な。

「待って下さい」

　メルルーナちゃんが俺の手を強く引っ張ったのだ。

　それはもう、結構強く。

　そのせいで俺はしゃがんでいる彼女の膝ひざと胸の間に顔を埋うずめることに。

「ふぁっ!?　ちょっ、メルルーナちゃん!?」

　突とつ然ぜん何を!?　と気が動転していると、彼女は口元に指先を持ってきて俺に小声で言う。

「しっ……ちょっと静かにして下さい」

「……え??」

　彼女に倣ならって物陰から背後の気配に集中する。

　どうやら誰かが近付いてきてるらしい。

　先程、俺達を追い回していた連中だろうか？

　足音は左右から近付いてきて、俺達の真後ろで止まる。

「どうだ、見つかったか？」

「いや、まだみたいだ。それより城内広場に行った方がいい。今から勇者王様からの訓令があるらしいぞ。すでに王国騎き士し団だんの面々が広場に出てきてる」

「本当か！　なら一いつ旦たん切り上げだな」

「ああ、そうした方がいい」

　背後でそんな会話が交かわされた後、足音は遠とお退のいていった。

　またあの〝勇者王〟とかいう奴やつか。

　しかしこの国の王は【キール十一世】とかいうＮＰノンプレイヤーＣキヤラクターだったはずだが……？　どうなってんだ？

　まあ王の事はひとまず置いといて……。

「ふぅ……」

　追っ手については、もう大だい丈じよう夫ぶだろう。

　緊きん張ちようが弛ゆるんだところで、俺はメルルーナちゃんの体に頭を預けていた事を思い出し、慌てて身を起こす。

「あっ、ご、ごめん！」

　反射的に謝あやまると彼女はまるで聖母のように穢けがれの無い笑みを返してきた。

　だがその笑みとは裏腹にとんでもない事を言い出す。

「何か動きがあるみたいですね。リエルさん、私達も城内広場に行ってみませんか？」

「はい!?　何を言い出すの？　そんな人がたくさん集まりそうな所に行ったらまずいよ。さっきの連中だっているはずだし」

「でも、この世界の現状を把握する良い機会だと思うんですよ。情報が無いとこちらもどう動いたらいいか分からないですし」

「それはそうだけども……面が割れちゃってるみたいだしさ。実際、難しそうじゃない？」

「それに関してはいいものがありますよ」

「いいもの？」

「はいっ☆　私、趣しゆ味みで色々な装備を収しゆう拾しゆうしてましたから、その中で変装に使えそうなのがいくつかあるんですよ」

「なるほど変装かー」

　仮面とか兜かぶととか顔が隠れそうな装備もあったと思う。それならバレずに済みそうだ。

「決まりですねっ☆」

　久しぶりに彼女の背後にモーションエフェクトの星が飛び散る。

「じゃあリエルさんに合いそうなのを適当にこちらで見みつ繕くろいますね」

「え、ああ、うん。そうしてくれると助かる」

　俺がそう言うと、メルルーナちゃんは早速自分のステータス画面をいじり始めた。

　その時のウインドウを見る彼女の表情が、活いき活きとしていて妙みように楽しそうだったのが、ちょっとだけ俺の心に引っ掛かったのだった。




×　×　×




　城内広場は多くの人でごった返していた。

　ここは定期的に開かれる【幸福市】っていう大規模イベント時に良く使われる場所でもある。

　この城内もまた、リアルな雰ふん囲い気きにテクスチャーが張はり替かえられていたが、広さ的には変わってない感じだった。

　ここってキャパが結構あるのに、すごい混こむんだよね。

　何度か市には来たことがあるからその混雑っぷりはすでに体験済み。

　でも今日はその幸福市とは比べものにならないくらいの人出で混み合あっていた。

　人と人とが数センチと離はなれずに、ひしめき合いながら広場を埋め尽つくしていたのだ。

　そこには市で見られるような和なごやかさや活気などは無い。会話は小声程度でみんな静かに何かを待っている状態。

　周囲には揃いの鎧を身につけた騎き士し達たちが監かん視しするように綺き麗れいに整列して立っていた。恐らくあれが、先さき程ほど耳にした王国騎士団というやつだろう。

　そいつらがやたらと物々しくて、騒さわいじゃいけないような空気を作っていた。

　それにしてもこの人、人、人。

　こんな混雑、基本インドアな俺に取って同人誌即そく売ばい会かいくらいでしか体験した事がないな。

　あれ？　一応ここはヴァーチャル世界だからインドアの部類に入るのか？

　今はそんな事はどうでもいいか。

　それでこの群衆なんだけど、みんな同じ方向に体を向けて立っていた。

　彼かれらの視線の先にあるのは広場の最さい奥おうに建つ高さ十メートルほどの建物。その中腹から迫せり出したバルコニーのような場所だった。

　多分あそこから勇者王とかいう胡う散さん臭くさい奴が現れて、なんか言うのだろう。

　それをさっきからみんな待っている。

　そんな中、俺とメルルーナちゃんは、目立たないように群衆の一番後ろから、そぉーっとその様子をうかがっていた。

　でも――

「ねえ……ちょっと聞いていいかな？」

「はい、なんです？」

　俺はすぐ隣にいるメルルーナちゃんに尋ねた。

「……もっとマシな装備は無かったの？」

「何かまずかったですか？」

　彼女はまったく悪びれる様子も無い。といっても、こちらからでは表情が分からないのでそうとは言い切れないけど……。

　顔がうかがえない事情は、彼女が装備している面にあった。

　メルルーナちゃんの顔は、尖とがった目と大きく笑った口が特徴のオレンジ色をしたカボチャだったのだ。

　いわゆるこれは、ジャックランタンというやつである。ハロウィンなんかで見かけるアレね。

　メルルーナちゃんが被かぶっているのは、そのジャックランタンの形をした被り物ものだった。しかもご丁てい寧ねいにカボチャの頭上には先の尖ったウイッチハットまで載のっている。

　ちなみに俺も今、同じ物を装着中。

「これ、逆に目立ちすぎだと思うんだけど！」

「でも、これが丁度顔が隠れていいかなーと思って」

「確かに顔は隠れはするけれど、存在自体を隠す気は全然無いよね？」

「ちなみにこの装備はハロウィンイベントの時に配布された限定アイテムですよっ☆」

「聞いてないし！」

　これがまだハロウィンの時期だったらいいのだけど、今夏だしな。

　それにこれ、首から下は普ふ段だんの装備だし、違和感がありすぎる。

「いやーこれ、ハロウィンイベントの時に一いつ緒しよにやってくれる人がいなくて寂しかったんですよー。一度リエルさんとやってみたかったんですよねー」

「よりにもよって、今やらなくてもいいでしょが！」

　互いにくぐもった声で会話する。

「でも、みんな前を向いてますし、誰も気付いてなさそうですよ？」

「それは運がいいだけだと思うんだけど……」

　そんなやり取りをしている最中、不意に周囲の空気がピリリとしたものに切きり替わるのを感じた。

　俺は視線を前に向ける。

　そう、バルコニーに勇者王が現れたのだ。

　深しん紅くの幕が掛かけられたその奥おくから、銀色の鎧をまとった恰かつ幅ぷくの良い人物が進み出てくる。

　その姿に俺は絶句した。

「メルルーナちゃん、あ……あれって、もしかして……」

「もしかしてというか……思いっ切りノイエさんですね」

　彼女の言う通り、そこに現れたのはあのノイエだった。

　兜の上にそれっぽく王おう冠かんとか載ってたり、マントとか細かい所は王様仕様になっていたが、基本は相変わらずＧＭ専用アーマーのままだ。

　だが、その中でも一番目を惹ひいたのは、甲かつ冑ちゆうの胴どう体たいにでかでかと〝王様〟という文字が書かれていた事だった。

　あれでもしかして……王様のつもりとか!?

　絶対おかしいでしょ？　みんな突っ込もうよ！

　しかし広場にいる人々は、ノイエのそのお馬ば鹿かな格好を全く疑いもせず「勇者王様～」とか叫んでるし、期待しても駄目そうだった。

　とりあえず、この世界ではノイエが王という設定になっているらしい。それは分かった。

　これもフィードバックプログラムの影えい響きようか。

「皆みなのもの、良く集まってくれた」

　広場に通る低い声。

　彼は民衆に向かって語り始めていた。

「我わが国くにが置かれている状じよう況きようは皆も良く知っていることだろう。一時、中央界メデイトウリウムとの境界線上まで退いたかに見えた魔物共は、再び勢いを取とり戻もどし、今その勢せい力りよく圏けんはこの王都の膝ひざ下もとまで迫せまろうとしている。我々は国の平へい穏おんを乱す奴らをこのまま野放しにしておくわけにはいかない。その為ためにも〝新たな力〟を早さつ急きゆうに手に入れなければならないのだ。今日皆に集まってもらったのは他ほかでもない。魔物を掃そう討とうし平和を取り戻す秘策をここに公表する目的があったからだ。それにはまず〝我が妃きさき、リエル〟を連つれ戻さねばならない」

　……ええっ!?

　俺は自分の耳を疑った。今、もしかして……〝我が妃、リエル〟って言った??

　そんなもんになった覚えはねえええええっ!!

　公衆の面前で何言い出だすんだあいつは！

　しかしここで文句を言って騒いだら見つかってしまう。なので俺はぐっと堪こらえて仕方無く彼の演説に耳を傾かたむける。

「以前より、我が皆に向けてリエルの捜そう索さくを頼たのんでいたのは周知の事と思う。それは彼女が我との結けつ婚こんの儀ぎを《もうっ、そんなこと急に言われても……リエル恥はずかしいでしゅぅぅ……。で、でもノイエさんとなら私……い、いや、今のは無し、無しですっ！（ポッ）》ってな具合で恥ずかしがって、照てれ隠しの為に身を隠したと伝えたが――」

　俺どんなキャラになってんの!?

「あれは事実だ」

　照れてねえよ、バカ！

「しかし、ただ照れ屋の彼女との婚儀を急ぐ為だけに捜索を頼んだわけではない。我とリエル、互いの思いは本物だが、この婚こん姻いんにはもう一つ大きな意義があるのだ」

　ここぞとばかりに力強く言い放ったノイエ。

　だがそれから先、ノイエの口調が急に砕くだけたものになってゆく。

「僕ぼくは勇者でありますがー、いくら勇者でも魔物全部はやっつけられませんです、はい。それでもう一人の勇者であるリエルたんと結婚して二人なら倒たおせるんじゃね？　と思ったのですが、二人になったところで多勢に無勢。やはりこれも無理っぽい。そこで僕は凄すごいアイデアを思い立ったのです……。リエルたんに僕の子を産んでもらって三人になれば魔物なんてイチコロじゃーありませんか！　しかも勇者同士の子ですから、超ちよう勇ゆう者しやであります。最強です。これは勝ったも同然!!　なので皆さんリエルたんを見つけたら速そつ攻こうで僕の所に連れてきて下さい」

　無む茶ちや苦く茶ちやな論理をノリノリで語る彼。突っ込み所、満まん載さいである。

　これに対する人々の反応はというと……。

「なんという秘策！　さすがは勇者王様だ」

「そこまで考えておられるとは！　これで世界は救われる！」

「勇者王様、バンザーイ！」

「こーづくりっ！　ハイッ、こーづくりっ！　ハイッ、こーづくりっ！　ハイッ」

　てな具合で、どっかネジが外れてる。

　あまりの事に俺の意識は蝶ちよう々ちようのように、ヒラヒラとしばらく宙を飛んでいた。

　そしてふと我に返った時には、思わず叫んでしまっていた。

「ねえええよ!!」

　途と端たん、その場にいた民衆の視線を一手に受けてしまう結果に……。

「あ……」

　やべえ、目立っちまった。

　でもカボチャ頭をかぶってるから、まだバレてないはず。

　詮せん索さくされないうちにここは素す早ばやく退散しよう。

　そう思って、隣にいるメルルーナちゃんにもこちらの意志を伝えようとしたのだが、その前に目の前にいた民衆の一人が俺を指差し叫んだ。

「あ、リエル様だ！　ここにリエル様がおられるぞ！」

「なっ、なんでえええ!?」

　俺はカボチャ頭を手で支えながら思わず仰のけ反ぞった。

　どうしてバレてんだ!?

　尚も周囲は、

「なんだって？　あ、本当だ！　リエル様だ！」

　とかいう反応で、一人だけじゃなく他のみんなにもバレていた。

「メ、メルルーナちゃん、これどういう事!?」

　訳が分からず、彼女に尋たずねる。

　すると彼女は苦笑いしながらこう答えた。

「あはは……私とした事が忘れてました。最初から顔なんか隠かくしても意味無かったんですよぉ。だって頭上のネーム表示は消せませんし……」

「ぬ……」

　なんてこった、アホすぎる！

　これじゃあ気づかれるリスクをアップさせてただけだった！

　だが時ときすでに遅おそし。

　俺達の事は人々の間に瞬またたく間まに伝わり、数秒後にはこの広場にいる全員の注目を浴びることになっていた。

　どうする!?　逃げるか？　それとも……。

　僅わずかな間に思考を巡めぐらせていると、遥はるか先のバルコニーから声が飛んでくる。

　ノイエだ。

「おぉ、そんな所におられましたかー。そろそろやって来るんじゃないかと思って待ってましたよ」

　こうなってしまったらもう意味が無いと思い、俺とメルルーナちゃんはカボチャ頭の装備を外した。

　するとノイエは両手を大きく横に広げて、感かん嘆たんの声を上げる。

「うーん、やはりいつ見てもリエルたんは可愛かわいらしい。さあ、我のものとなれ、勇者よ！」

「断る！」

　はっきり言ってやったが、それで彼の態度が変わるはずもなく……。

「しょうがないですねー。国民のみなさーん、リエルたんを捕まえちゃって下さーい」

　ノイエがそう発すると、周囲から「オオォーッ」と地じ響ひびきのような掛かけ声ごえが上がる。

「ちなみに死霊使いネクロマンサーの方の扱あつかいは、皆さんでお好きにどうぞー」

　民衆の表情がニヤニヤしたものに変わる。

「ちょっ!?　何考えてるのっ!?」

　これにはメルルーナちゃんも慌てふためいた。また例のらしからぬ口調になってたし。

「最初に捕まえた人には褒ほう賞しようを出しますよー。では、レディ、ゴーであります！」

　そんな彼の号令によって、黒い人の塊かたまりが一気に動き出す。

　迫ってくる人達はみんな何かに取り憑つかれたような表情をしていた。

　こんな状況、どうすればいいかなんて考える必要も無い。

　逃げるしかないだろ！

「メルルーナちゃん！」

「ええ！」

　どちらからという訳でもなく互いに手を取り合い、俺達は全速力で駆け出していた。







＃02【ギルメン達が別の意味でヤバイ】







　◆　オンライン　◆

「どうやら撒いたみたいだね……」

　周囲に意識を向けながら、俺はメルルーナちゃんにそう言った。

「はぁはぁ……助かったわあ。私、あんなたくさんの人達に辱はずかしめを受けるなんて無理、無理、絶対無理！」

「あ、あのー……メルルーナちゃん??」

「コホン……えっと、なんとか逃のがれる事ができましたが、この狭い王都の中では見つかるのも時間の問題かと思いますよ、リエルさん！　キリッ」

　彼女は急に深刻な表情になって訴うつたえてきた。

「あー……うん、そうだね……」

　さて、俺達が小休止しているこの場所。ここは王都の外れに建ち並ぶ住宅街の中だった。

　住宅街には各ギルドが所有するギルドハウスが建ち並んでいる。

　追っ手から逃れてきた俺達は今、このハウスの合間を縫ぬう細い路地に身を潜めていた。しかし、ここでこうしていられるのもそう長くはないだろう。

　誰でも通れる場所であるし、大した遮しや蔽へい物も無いから。

　さっさと次の対策を練らなくてはならないのだけど、メルルーナちゃんはちょっと疲つかれた様子で近くの壁に背中を当てて寄より掛かっていた。

「それにしても、ノイエさんがあそこまでリエル信者だと思いませんでした」

「あれにはちょっと怖おぞ気けが走ったよ。でもゼクスをこんな世界に変えてまで彼は何がしたいんだろう？」

「あれ？　分かってなかったんですか？　前にもノイエさん本人が言ってたじゃないですか、《愛しているよ、リエル！》って。彼はヴァーチャル世界のリエルさんを自分のものにしたいだけなんですよ」

「それって本気の話だったんだ……」

　再びぶるぶるしてきちゃったところで、ふと思った。

「雫しずくさんが身み替がわりになってくれていなければ、今いま頃ごろリエルさんは身動きできない状態でペロペロされてましたねーきっと」

「ぼえぇぇ……」

　想像しただけで気分悪くなってきちゃった。

「それと勇者姫のことですが、雫さんの起こした予定外の行動によって多分ノイエさんは設定を変えてきてるんだと思いますよ。人々を扇せん動どうして王と妃という方向に公然と持っていけば多くの目で監視できますし、ひいては核コアに捕ほ縛ばくしたのと変わらない状況に追い込む事ができますからね。プログラムをどうやって弄いじっているのかは私にも分かりませんが……」

「ろくでもない事考えるなあ……」

　まあ俺のことはさておき、なんとなく状況が把握できたところで、これからどうするかだが……。

　ここは敢あえて捕まって、城の内部に侵しん入にゆうするっていう方法はどうだろう？

　でも、捕まったままでそこから抜ぬけ出せなくなるって可能性もあるので、このアイデアは駄目だな。

　どうにかして他のプレイヤーとノイエの目をかいくぐり、城の地下にあるという核コアの場所まで辿たどり着つかなければならないのだが、どうにも良い方法が思い付かない。

　むしろ、先程演説を聴ききに城内広場に入ったのが最大のチャンスだったというオチか!?

　そんな事を考えていると、俺達を捜していると思われるプレイヤーが数人、表の通りを嗅かぎ回りながら通り過ぎて行くのが目に入った。
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　くそう、ゆっくりと作戦を練る事もできないのか。

　こんな時、誰も侵入できないエリアとかがあればなあ……。

　そんな都合の良い場所なんて無いか。

　ん？

　あれ？　あるぞ。

　俺は思い当たって周囲に建ち並んでいる家々を見回した。

　そうだ、ギルドハウスだ。

　ギルドハウスならメンバーかギルドリーダーが許可したプレイヤーしか入室できない。

　世界はこんなだけど、ゲームのシステムはそのままみたいだし、大丈夫なはず。

　幸い、うちのギルドハウスはここから目と鼻の先だ。そこでなら追っ手を気にする事無く作戦を練れる。

　そう思ったのだが……。

　良く考えたら俺は入室できるけど、メルルーナちゃんはギルメンじゃないので無理な事に気づいた。

　彼女だけを置いていくわけにもいかないし……彼女がどこか別のギルドに入っていれば一時そっちに身を隠してもらうって事もできるけど……。

「メルルーナちゃんってどこかのギルドに入ってたっけ？」

「いいえ、入ってませんよ？」

　駄目だった！

　まあ、あれだ。ギルドメンバーのみんなもプログラムの影響で俺を「捕まえる！」とか言い出すやもしれんし、いずれにせよ絶対に安心できる場所では無いか……。

　これだけ考えてまだ何も決まって無い。どうしようか……。

「ギルドの事で何か？」

「いやね、ギルドハウスだったら落ち着いて対策を考えられるかなーって思ったんだけどさ――」

　そんなふうにメルルーナちゃんに説明しかけた時だった。

「あら？　リエルじゃない、あんたこんな所で何してんのよ」

　そんな声が背後から投なげ掛けられたのだ。

　振ふり向むくとそこには、見み目め麗うるわしい金きん髪ぱつエルフの少女がジト目をこちらに向けて立っていた。それはギルドメンバーの一人。

「ひっ、【姫ひめ】!?」

　驚おどろきつつも、俺はまず彼女が身に付けている装備に目が行った。

　世界の改変に伴ともない、これまで目にしてきたプレイヤー達はみんな渋しぶめの装備に見た目が差さし替えられていた。なのに、彼女の装備はいつもの通りだったのだ。

　盗賊シーフらしからぬ、白くて、ふんわりとしていて、高貴なそれである。

　どうして元のままなんだろう？　とも思ったが、まあでも可愛いからいいか！

　なんて事を考えつつも……俺の内心は非常に取り乱していた。

　だって例のプログラム影響下の彼女が、どんな反応をしてくるのか気き掛がかりだったから。

「な……なんでここに??」

「なんでって、みんなで迷めい宮きゆう遺い跡せきの魔ま物ものを討とう伐ばつしてたのに、あんたがアイテム補給しに村に行ったまま戻ってこないからでしょ！」

「あ……」

　そういえばそうだった。村から迷宮に戻る途と中ちゆうでノイエ達に遭そう遇ぐうしてしまい、そこでフィードバックプログラムが発動しちゃったから、そのままになっていたのだ。

「大事な任務ミツシヨンだってのに何やってたのよ、あんたはー」

　そんな事を言う姫は、やはりプログラムの影響を受けているようだが、雰囲気までは以前とそう変わってないように見える。

　彼女も勇者姫だのなんだのと言い出さないだろうか？

「何、ビクビクしてんのよ？」

「えっ、いや、その……姫は、ゆっ……ゆうしゃひめ……とか言わないのかなーなんて」

「はあ??」

　姫は眉まゆを吊つり上あげる。思い切って聞いてみたけど失敗したか!?

「そりゃあ世間ではあんたの事そう呼んでるみたいだけどさー。あたしは好きじゃないのよね、その呼び方。リエルはリエルじゃない」

「えっと……それって味方って事？」

「は？　さっきから何言ってるの？」

「ほら、そのリエルを捕つかまえてノイエに引ひき渡わたしたりとかしないのかなーって……」

　俺がそう言うと彼女は不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮うかべる。

「そんな事するわけないじゃない。させもしないわよ。世間がなんと言おうと、あの男とリエルの結婚だなんて絶対に認めないんだから！」

　そして最終的にはなぜだか頬ほおを赤らめる。

「だってあたし達……その……とっ、とと、友達でしょ？」

　ちょっと噛かみ気味だった。

　良く分からない反応だが、取り敢えず言える事は、彼女はプログラムの影響を受けつつも、俺に協力的だってことだ。

「それはそうと、こんな暗くてじめじめした所で何やってるの？　ギルドハウスに来ればいいじゃない」

　姫は不思議そうに俺達のことを見てくる。

　そこで自分だけじゃなく、メルルーナちゃんも追われてるんだっていう事情を話した。

　すると彼女は、

「なーんだ、そんな事？」

　と軽い調子でステータス画面を呼び出し、ギルドハウスへの招待許可を行う……のかと思っていたら、そのままメルルーナちゃんをギルドメンバーに加えてしまった！

「出たり入ったりが面めん倒どうだからメンバーに入れとくわね」

「そんなあっさり!?」

　俺はびっくり。メルルーナちゃんも驚いていた。

　っていうか……

「ちょ、えっ!?　なんで姫がギルド入隊権限持ってるの？」

「雫があたしにギルドリーダーの権利を委い譲じようしたみたいね」

「委譲？　なんで？」

「知らないわよ、見たらそうなってたんだから」

　どういうことだろう？　雫は最初から俺の身替わりになるつもりで、前もって権利を姫に譲ゆずっておいたのだろうか？

　そこで姫はホッとしたような表情を見せた。

「まあ重罪人がいつまでもあたしたちのギルドリーダーとして名前を残していても悪い噂うわさしか立たないと思うし、これで良かったんじゃないかしら」

「えっ、重罪人？　雫が??」

「あんた、さっきからいちいち驚くわね。何を惚とぼけているのかしら？　雫は国家転てん覆ぷくを謀はかった重罪人として城の地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされてるでしょ？　そんな事くらい知ってるわよね？　御お陰かげであたし達まで犯罪組織の一員だと疑われたりして大変だったのを忘れたわけじゃないでしょ？」

　なんだそりゃ!?

　雫の周辺はそんな設定になってんのか??

　俺が困こん惑わくしていると、

「ああっ！　もしかしてそれ、いつも雫が連れてたやつじゃない？」

　姫ひめは俺おれの足あし下もとを指差して、突然大きな声を上げた。

　そこには白いふわふわの毛玉モンスターすあまが、ぽけーっとした顔でたたずんでいた。

「そうだけど……？」

「なんでここにいるのよ。そんなの野生に返しちゃいなさいよ」

「だ、だめだよ！　そんなの」

　こいつは雫が核コアに取り込まれようとした時に、彼女から「頼む」と言われて預かったものだ。それをいとも簡単に手放したりはできない。

　それにあの状況で真っ先にすあまを気にしたってことは、よっぽど大切なものなんだろうし。

　姫は怪け訝げんな顔をしていたが、すぐに態度を戻す。

「まあいいわ。そんな事より追われてるんでしょ？　早くギルドハウスに入ったほうがいいんじゃない？」

　そう促うながされて、俺とメルルーナちゃんはその言葉に甘あまえることにした。




×　×　×




　ギルドハウスに向かう道すがら、姫からなんとなく俺についての設定を聞き出すことができた。

　どうやらこの世界での〝リエル〟は聖なる力で魔物を浄じよう化かし、遠方の国を救った勇者なのだとか。姫達ギルドメンバーは勇者である俺と共に戦った仲間という事になっているらしい。

　そんな中、もう一人の勇者で国を治める王でもあるノイエが求きゆう婚こんを申し込んできた。

（↑今ココ）

　それで雫だけ裏切り者の重罪人だなんて……もう無茶苦茶だな。

　そうこうしている内に俺達はギルドハウスに到とう着ちやくする。

　目の前にはフィードバックプログラム発動前から変わらない見慣れた木製扉とびらがあり、それを見ているだけでなんだか安心した気分になる。

　姫が先に入り、俺とメルルーナちゃんが後に続く。

　あれだけ街並みが改変されているというのに、ここの内部はいつもと変わりはなく、大きなテーブルが部屋の真ん中に置かれているだけの毎度の光景が広がっていた。

　が、しかし、いつもと一緒なのは内装だけだった。

「っつ!?」

　俺は息が詰つまりそうになった。

　ギルドハウスの中にはすでにメンバーである【ましゅー】、【リコッタ】、そしてなぜか【まり緒お】がいたのだが、彼かの女じよら全員が――――

　下着姿だったのだ!!

　白くて、のっぺりとしたシンプルなブラとパンツ。

　装備を全すべて外した、いわゆるベースアバターの状態だ。

　そんな格好の彼女達だが、俺達の姿に気づいても悲鳴を上げる訳でも、恥ずかしがる訳でもなく、ただきょとんとこちらを見ていた。

　仕方が無いので俺の方が後ろを向く。

「なっ、ななななにしてんの!?」

「あ、リエルにゃん！」

　俺の質問にまるで答える気のない声を上げたのはリコッタ。

「あら？　リエルちゃんとはなんだかお久しぶりな気がしますねー」

　と呑のん気きに言うのはましゅーだ。

　唯ゆい一いつまともに答えてくれたのはまり緒だけだった。

「何って、着き替がえだよ？」

「そんな必要無いでしょ！　いつもの装備でいいじゃない」

「リエルはおかしな事言うんだねー。ハウスの中くらい部屋着に着替えてくつろぎたいじゃない？　それが普ふ通つうだと思うんだけど」

「いやいや、これってゲームなんだから、変なところリアルでなくても……」

　言いかけところで俺はハッとなった。

　そうか、彼女らはこの世界が現実リアルだと思っているのだから、そういう行動も出てきておかしくないって事か。

「まり緒の言う通りにゃりよ。室内でゴテゴテとした装備を付けてたら肩かたが凝るにゃん」

「ちょっと息苦しくもありますしねー」

　リコッタとましゅーの声が背中越ごしに聞こえてくる。

　そんな事はいいから早く着てくれ！

　そう言いたかったのだが、その前に眼前にいた姫が、

「じゃあ、あたしも着替えようかしら」

　とか言ってステータス画面を弄り始めていた。

「いいから！　着替えなくていいから！」

　必死に彼女を止める俺。しかしその横でメルルーナちゃんまでもが、なんか言い出した。

「それなら……私も着替えますかねっ☆」

「なんでぇぇー!?」

　プログラムの影響を受けて無いメルルーナちゃんは素でしょうが！　と突っ込もうとしたが、すでに装備の一部が外れていて、白くて細い肩が露あらわになっていた。

「ちょいぃぃぃ!!」

　俺は慌あわててステータス画面の上にある彼女の手を取り、それ以上はやめてー！　という顔をしながら頭をぶるぶると横に振る。

　すると、それを見ていた姫が訝いぶかしげに言う。

「なんでそこまで嫌いやがるのよ？」

「なんでって、恥ずかしいからに決まってるでしょ」

　それは俺の体質が――と言いかけたが今の彼女達には通じない気がして、そう言いい換かえた。だが――

「恥ずかしい？　あたし達、女の子同士なんだから恥ずかしいなんて事あるわけないじゃない」

「へ？」

　姫が言ったその言葉に俺はぼんやりとしてしまった。

　そこへリコッタの声が聞こえてくる。

「そうにゃりよ。なんにも恥ずかしい事は無いにゃり。仮にリエルと一緒にお風ふ呂ろに入って、互たがいに体を隅すみ々ずみまでチェックし合っても全然平気にゃりよ」

　いやそれ、女同士だったとしても、ちょっと恥ずかしいから！

　しかし、ここにきてやっと、この感覚を理解できた。

　彼女らにとって今の〝リエル〟は完全に女の子なのだ。

　全てのプレイヤーにとって現実となったこのファンタジー世界では、中の人など存在しないのだから。

　なので女の子同士で着替えを見られてもさほど恥ずかしくないってのは分かる。分かるけど……

　やっぱ、まずい！

「とっ、とにかく！　お願いだから〝いつもの装備〟でいてよ」

　切実な感じが伝わったのか、それで彼女達は装備を身に付けてくれた。

　渋しぶ々しぶだったけど……。

　それで、彼女達の装備はというと、姫と同様いつもの装備だった。

　なんでだか良く分からないけど、見慣れた衣装にちょっと心が和やわらぐ。

　そんな彼女達は適当にテーブルに着くと、すぐに和わ気き藹あい々あいと会話を始める。それぞれにクッキーとかチョコとかの食品アイテムを取り出して、みんなでそいつを摘つまみながらおしゃべりを楽しんでいた。

「それにしても毎日、魔物との戦いで疲れちゃったわ」

　姫はそう言うと、頬ほお杖づえを突つきながらクッキーを囓かじる。

　その横でティーポットを持ったましゅーが紅茶をカップに注ぎながら答える。

「だからこそ、たまにこうしてみんなでお茶をするのがちょっとした楽しみでもありますよねー」

「ホッとするにゃりー」

　両手に持ったチョコを口に放ほうり込んだリコッタが耳をぴこぴこと揺ゆらした。

　なんだか和なごやかな女子会的ムードが漂ただよう室内。

　この感じは女友達みたいな感覚で彼女らと付き合うっていう、予かねてから望んでいた理想の状況に近い。

　皮肉ながらもフィードバックプログラムがそれを実現させてくれているのだ。

　でも、だからといってこのままでいいわけが無い。表面上は和やかでも、現実リアルはかなり逼ひつ迫ぱくした状況にあるのだから。

　みんなが歓かん談だんする中、入り口付近で棒立ちのままだった俺達。

　それに気づいたピンクのお団子頭がくるりとこちらに振り向いた。

「何してんの？　そんな所で。こっちに来て座すわれば？」

　まり緒だった。

　彼女は朗ほがらかにそう言った後、微ほほ笑えみかけてくる。

　小さな唇くちびるの端はしが僅わずかに持ち上がった優美な笑みだった。

　それを見ていると、先日リアルで彼女とキスをしてしまった事をふと思い出してしまって、ちょっと頭の中が熱を持ち始めた。

　しかし、それも次のまり緒の一言で萎しぼむように消え去った。

「あれ？　そういえば彼女は？」

　まり緒が視線で示したのはメルルーナちゃんだった。

　そこで彼女の前の席に座っていた姫が口を開く。

「ああ彼女？　リエルの事を手助けしてくれていた子で、困っていたみたいだから、あたしがギルド入りを許可したのよ」

「へーそうなんだ。よろしくー」

　まり緒はなんの疑いも無しにメルルーナちゃんに向かって挨あい拶さつする。

　なんだ？　この軽い感じは。

　しかもまり緒だけでなく、それに続いてリコッタとましゅーまで、

「よろしくにゃん♪」

「よろしくお願いしますー」

　とか言い出す始末。

　逆にメルルーナちゃんの方はちょっと戸と惑まどい気味だ。

　にしても、彼女達はメルルーナちゃんの事を知ってるはずだし、嫌きらっていたような印象があったんだけど……その辺の記き憶おくとかプログラムで改変されちゃってるのか？

　なんて思っていたら、ふんわり髪がみのましゅーが恐きよう縮しゆくそうに尋ねてきた。

「あのー……もしかしてメルルーナちゃんは、あのメルルーナちゃんですよね？」

「え？　は、はい？」

　メルルーナちゃんは頭の上に〝？〟をたくさん並べながらも受け答える。すると、ましゅーの表情が雲間から現れた太陽のようにパァァッと明るくなる。

「わーやっぱりそうですー、大陸一のカリスマお笑い芸人、メルルーナちゃんですー」

「おわっ、おわらい……??　私は別にそんな……」

　お笑い芸人とか言われて目が点になるメルルーナちゃん。でも、ましゅーは落ち着かない様子で彼女に詰め寄って行く。

「今さら隠さなくてもいいですよー。そのパープルピンクの道どう化け師し衣装とかー、死霊に突っ込みを入れるそのステッキとかー、そんな死霊使いネクロマンサーは他にいませんもの、間ま違ちがい無ないです」

「どっ……道化師？　突っ込み??」

　メルルーナちゃんは自分の装備を唖あ然ぜんとした表情で見直していた。

　どうやらこの世界でのメルルーナちゃんは、カリスマはカリスマでもそういう設定らしい。

　これに、まり緒、リコッタ、姫の三人も同じ様な反応を見せる。

「ああっホントだ！　本物のメルルーナちゃんだ！」

「うにゃ、全然気づかなかったにゃり！　でも、ギルドに入ってもらう時に姫は気づかなかったのにゃ？」

「あたしも今、気づいたわ！」

　そして最終的にギルメン達は、メルルーナちゃんに向かって声を揃えこう言った。

「「「「なんかギャグやってー！」」」」

　と……。

「……え」

　当然、メルルーナちゃんは「そんな事言われても……」という感じで困惑中。

　しかし、しばらくして彼女は覚かく悟ごを決めたような表情を見せた。

　メルルーナちゃん、まさか……やる気なのか!?

　顔を上げた彼女は自信たっぷりに言い放つ。




「信号待ちをしていたマイケルジャクソンが言いました。

　アァオッ!!」




「……」

　ギルドハウス内が静せい寂じやくに包まれる。

　かつてこのハウスがこれほど静かだった事があっただろうか？　と思うくらい。

　そして少しの間の後、姫達がボソリと呟つぶやく。

「あんまり面おも白しろくないわね」

「いまいちにゃん」

「ねね、マイケルって誰だれ？」

　この反応にメルルーナちゃんは、顔を赤くして小さくなってしまった。

　なんだろう……この居た堪たまれない空気は……。

　そこへましゅーが追おい討うちの言葉をかける。

「きっと本調子じゃないんですよー」

　やめてあげてー！　メルルーナちゃんのライフは０ゼロよ！

　俺は助け船を出だすつもりで、話題を別の方へ持って行こうと口を挟はさむ。

「それはそうと……まり緒がなぜここに？」

　いつの間にかハウス内に入り込んでいる彼女。考えられるのはこの世界の改変後、姫が招待許可を出したってのが一番妥だ当とうだが……。

「ん？　ギルドに入れてもらったんだよ」

「え……」

　俺は説明を求めて視線を姫に送った。

「彼女はこの前攻こう略りやくした迷宮遺跡で、迷って脅おびえていたところをあたし達が連れてきたのよ。でもおかしいのよねー。まり緒とは、だいぶ前から一いつ緒しよにいたような気がするんだけど、なんなの？　この変な感覚……。どうして今までギルメンじゃなかったのかしら？」

　姫は顎あごに手を当てて、腑ふに落ちないといった表情。

「ほらー、それは多分前世でお友達だったんだよ。もうそれでいいじゃない」

　まり緒が超ちよう適てき当とうな感じで言ってくる。

　それに対しリコッタが眉を顰しかめる。

「出会ってからそう経たってにゃいはずなのに、なんでこんなに馴なれ馴れしいにゃり？　それが不思議でたまらないにゃりよー」

「そうですね、あのお団子頭を見ているとなんでだか良く分からないのですが、苛いら々いらするんですよねー♪」

　と、リコッタとましゅーも違い和わ感かんを感じているようだった。

　これはどうやら……彼女達の中で微び妙みようにプログラム発動前の記憶が混在しているっぽい。

　そこで俺はふと考えた。

　僅かでも彼女達の記憶の中に世界改変前の事こと柄がらが残っているのなら、雫を救出する為ために力を貸してくれるかもしれない。そう思ったのだ。

　戦力も頭脳もたくさんあった方が突とつ破ぱ口こうも開き易やすいはずだし。

　そこで俺は、彼女達に雫の救出を手伝って欲ほしいとお願いする。

　その反応はというと――

「はあ？　なんであたし達があの裏切り者を助けなきゃいけないのよ。そんな事したらあたし達まで同罪になっちゃうじゃない」

　ですよねー。

　姫がいきり立つのも分かる。この世界で雫は国家転覆を狙ねらった重罪人なのだから。

　もちろんギルメンも姫に同調していた。

　でも俺だってストレートに伝えたところで最初からＯＫをもらえるとは思っちゃいない。だから俺は彼女達に現状を包つつみ隠かくさず伝えた。

　この世界はゼクスヴェルトオンラインっていう仮想世界で現実では無い事。

　フィードバックプログラムと呼ばれるものでヴァーチャル世界が現実であると錯さつ覚かくするように改変されてしまっているという事。

　その世界を安定させる為の核コアとして雫が捕とらえられている事。

　などなど、知っていること全てを話した。すると姫に、

「何、寝ね惚ぼけたこと言ってんのよ。そんなのあるわけ無いでしょ」

　と一いつ蹴しゆうされた。

　そこで俺はステータス画面を目の前に広げる。

「ほら、現実ではこんなの出ないでしょ？　それにこの頭の上のＨＰバーとか名前とかさ」

「当たり前でしょ。それがこの世界の魔ま法ほうなんだから」

　分かっちゃいたけど、全く通用しないとは……。

　なんでも魔法のせいにする都合の良さに俺は頭を抱かかえる。

　ぬぅおおおおっ、どうすればいいんだー！

　やっぱりメルルーナちゃんと二人だけで侵入を試みるしかないのか？

　しかし町中のプレイヤー全てから監かん視しされ、追われている状態で、そんな事が本当に可能だろうか？　しかも侵入する先は敵の懐ふところの中でもあるのだからリスクはかなり大きい。

　どうしたものかと悩なやんでいると、姫が火ほ照てった顔で何か言い出した。

「そりゃあね、あたし達はリエルをかくまうって事にだけは協力するわよ。だって、あたし達の大事なリエルをあいつになんか渡したくないもん」

「「「うんうん」」」

　それには他ほかの三人も同調して頭を縦に振っていた。

　そして姫は据すわった瞳ひとみで言う。

「でも雫はダメ」

「そこをなんとか」

「仮にこの世界がリエルの言っているような事になっているとしても、やっぱりダメ」

「なんでー!?」

「なっ、なんか……ムカツクからよ」

「「「うんうん」」」

　やはりまた姫に同調するギルメン達。

「ええっ、何それ!?」

「あんたこそ雫、雫うるさいわよ。なんでそんなに彼女を助けたいわけ？」

「なんで？　それは決まってるじゃない」

　全ゼクスプレイヤーがリアルで危機なんだ。彼女を取とり戻もどさなければ世界は戻らない。

　それに、雫は俺にとって大切な――

「〝仲間〟だから」

　それが俺から出た素す直なおな言葉だった。

「なっ、なに言ってるのかしら？　意味分かんないわ」

　姫は文句を言いながらも明らかに動どう揺ようしていた。これも同じギルドメンバーだった世界改変前の記憶があるから？

「それと一つ言っていい？」

「なによ」

「さっき、かくまう事には協力してくれるって言ったよね？　それって、ノイエに盾たて突つく事になるんじゃない？　ってことは結局、〝仲間〟っていうふうに見なされるんじゃないかな？」

「……う」

　姫はぐうの音も出ないといった感じでいたが、すぐに顔を上げる。

「そ、それなら……ちゃんとあたし達を全員説得できたら、考えてあげなくもないわよ」

「え？」

「納なつ得とくさせることができたら雫の救出を手伝ってあげるって言ってんの！」

　何を今さら説得するのだろう？　とも思ったが……まあいいだろう。やってやろうじゃないか。

　という訳で、なぜかこれからギルメンと話し合う事になった。

　無論、その説得にはメルルーナちゃんも同席するものだと思っていたのだが……。

「結構イケてると思ってたんだけど……おかしいわね……ちょっとネタが古かったかしら……」

　彼女は部屋の隅すみっこの方で、またもや素と思われる口調で独り言を呟いていた。

　もしかして……さっきのあれ、渾こん身しんのネタだったとか!?

　かなり落ち込んでいるっぽいメルルーナちゃん。

　なんだかとっても声を掛かけられるような雰ふん囲い気きじゃ無かったので彼女はそのままに、説得は俺一人でやる事にした。
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　階段を上ってギルドハウスの二階へやってきた俺と姫。

　ここで一人ずつギルメンと話し合うのだという。なんで一人ずつなのかと彼女に尋たずねたのだが、はっきりとした答えは返ってこなかった。それはそうと、

「あれ？　このハウスって二階なんてあったっけ？」

「増築したのよ」

　二階にある部屋の扉を開けながら姫がそう言った。

「増築!?　いつの間に!?」

「この前の遠えん征せいで稼かせいだお金とギルドの貯ちよ蓄ちくを注ぎ込んだのよ。ずっと狭せまい狭いと思ってたから、これでようやくプライベートを確保――っとそうじゃなくて、中に入ったらそこちゃんと閉めてよね」

　指し摘てきされて俺は素直に扉を閉めた。

　リーダーが変わるとお金を掛ける場所も変わってくるもんなんだなあ。雫だと絶対ハウスには使わないもん。なんて感かん慨がいに耽ふける。

　で、その室内だけど、中は小こ綺ぎ麗れいな感じだった。

　というか家具がなんにも無い部屋で、散らかりようも無いさっぱりさ。しかもこれ一階とほぼ同じ広さらしく、その中央にポツンとソファーがあるだけなのであまりにも殺風景。

　しかし、そのソファーがちょっと変わった形をしていた。

　背もたれがハート形なのだ。

　幅はばも二人掛けサイズで明らかにカップル仕様。

「えっと……ソファーしか無いんだね……この部屋」

「増築でほとんど資金を使い切ってしまったからインテリアまでお金が回らなかったのよ。そ……そんなことより、はっ、はやく、ここしゅわれば？」

　話し合いに来ただけなのに、何な故ぜか緊きん張ちよう気味の姫。言こと葉ば尻じりも噛んでるしね。

　彼女はすでにソファーに腰こし掛かけており、俺がその隣となりに座るのを待っている。

　しかも鮮あざやかな金髪から飛び出したエルフ耳の先と頬は、ほのかに赤く染まっていた。

「いやー……なんか、ここってこれから話し合いをするような雰囲気の場所じゃないなあー……と思って」

「いいから座るのっ！」

「は、はいっ！」

　強く言われて思わず隣に座ってしまった。

　その後ちょっとした沈ちん黙もくがあり――

「ね、どう？」

「どうって、何が？」

「何にも変化ない？」

「いや、特には……」

「そう……」

　なぜだか姫はちょっとショボーンとした後、言いにくそうにしゃべり始めた。

「あ、あのね……こんなのって本当はイケナイ事だと思うの。でもね、どうしても……この気持ちは抑おさえられなくて……だ、だから、女の子同士でも…………いいよね？」

「……えっ??」

　隣を見れば、さっきまでのツンツンした態度はどこへやら、とろけるような瞳をこちらに向けている彼女がいた。

　そして、両手を大きく広げて飛び付いてきた。

「リエルぅぅぅぅっ」

「ちょぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　条件反射的に俺は床ゆかに向かって横っ飛び。

　そのままゴロゴロ転がって、一番近くの壁に張り付く。

「突とつ然ぜん何してんの!?」

「何って……これから二人で快楽に満ちた目め眩くるめく世界へ行こうと」

「どこの世界!?　っていうか、記憶が確かならこれから姫を説得するところだったはずだよね？」

「説得なんてどうでもいいの」

「なんと!?」

「あたしはね、あのノイエとかいうアホ勇者がリエルを狙っていると分かった時から、居ても立ってもいられなかったのよ。だからあいつにリエルを取られる前に、あたしがリエルの全てを奪うばうの」

「奪うって……ええっ!?」
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　なんだこの百合ゆり展開!?

　もしかして……女の子同士になっても、あんま状じよう況きよう変わってない!?

　てことは、他のメンバーもそういった可能性があるよな……。

　と思っていた矢先だった。

　バタンッ

　大きな音がして豪ごう快かいに部屋の扉が開かれた。

「遅おそいにゃりよー、次はリコッタの番にゃん」

　リコッタが色白の頬を膨ふくらませながら、室内に乱入してきたのだ。そのまま彼女は俺の前までやってきて、八や重え歯ばがのぞくニッコリ笑え顔がおを見せる。

「ささリエル、リコッタをその気にさせちゃってにゃーん♪」

　うん、彼女からもヤバイ雰囲気しか感じない！

「勝手に入ってこないでよ！　今はあたしとリエルの時間なんだから！」

　ソファーから立ち上がった姫ひめはプリプリしながらリコッタに詰め寄よった。

「一人三分って約束にゃん。それ以上は一秒だって待てないにゃん……って、増築の事はまだしも、そのソファーは何なのにゃ!?　いつの間に買ったにゃりか！」

「いっ、いいでしょ別に……今はあたしがリーダーなんだから」

「だからって、メンバーに相談も無しにギルドのお金を使わにゃいでくれるかにゃ」

「これはあたしの個人的なお金で買ったのよ」

「そんなわけ無いにゃん。姫がそんなお金持ってるわけにゃいもの。しかもそのソファーって……座った者同士が結ばれると噂の【ラブラブ縁えん結むすびソファー】じゃにゃい!?」

「そ、そんな事無いわよ！　ただのソファーよ！」

　ええっ!?　これ、そんな曰いわく付つきソファーだったの!?

「それより今は大事な話し合いの時でしょ！」

「白々しすぎるにゃん」

「とっ、とにかく出て行ってくれるかしら？」

　姫が動物でも追い払はらうように手でシッシッとやる。

　するとリコッタは眉まゆを吊つり上あげ、両耳をぴっと立てる。

「なんでにゃん、次はリコッタの番にゃりよ」

「まだあたしの番が終わってないの！」

「もう十分すぎるくらい時間が経ってるにゃん」

「そんな訳無いでしょ！　まだ十秒くらいしか経ってないわよ！　いいから出てって！」

　姫がリコッタのことを部屋の外に押おし返かえそうとした時だった。

「やーだにゃん！」

　そう言いながらリコッタが、俺の首に細い腕うでを回してきたのだ。

「ふぼっ!?」

　しかも頬ほお同士を擦こすり付けてこようとするから堪ったもんじゃない。

　でも、完全に密着する前に姫が割り込んできて、リコッタを俺から引ひき剥はがそうとする。

「ちょっと！　離はなれなさいよ！」

「いーやーだー」

「いいから離れるの！」

「いーやー」

「もうっ、なんでこんな馬ば鹿か力ぢからなのよ！」

　剥がされまいと抵てい抗こうするリコッタの腕が俺の首を絞しめる。

「ぐ、ぐるじい……」

「ほら、リエルが苦しがってるでしょ！」

「えっ、ホントにゃりか!?」

「きゃっ!?」

　そこで急にリコッタが腕の力を弛ゆるめたもんだから、彼女を渾身の力で引っ張っていた姫はリコッタ諸もろ共とも後方の床に尻しり餅もちを突いて転がってしまった。

「……いったーい」

「うう、痛いにゃん……」

　二人共、腰こしを辺りをさすりながら少し涙なみだ目めだ。

　さぞ痛かったことだろう。しかしこの俺おれも今、眩暈めまいと鈍どん痛つうに襲おそわれていた。

　それはなぜかというと、目の前で転んでいる彼女達が、短いスカートであるにもかかわらず、大だい胆たんに両足を広げていたからだった。

　それはもう、言い逃のがれができないくらいパ……パンツが丸見えだった！

　俺は慌てて目を背そむける。

　そこへ階下から階段を勢い良く上ってくる音がした。

　部屋の入り口に現れたのは心配そうな顔をしたましゅーだった。

「大きな音がしましたが、大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「何、バタバタしてんの？　うるさいよー」

　彼女の背後にはまり緒もいた。

　二人はそう言った後、室内の状況を見て沈黙。

　数秒後――

「ああーっ、これはあの伝説の〝ラブラブ縁結びソファー〟じゃないですかー!?」

「ホントにっ!?　って、うわっ本物だ……」

　ましゅーとまり緒の表情は揃そろって驚きよう愕がくの色に染まった。

　スカートの裾すそを直して立ち上がった姫は、

「ちっ、ちちち違ちがうわよ！　こ、これは似てるけど違うんだから！」

　と慌てた様子。

　俺はそこで疑問に思った。だってあからさまに姫が動揺してるから。

「なんでそんなにソファーのこと隠そうとしてるの？」

「べ、べべべべつに隠してないわよ！　なっ、何言ってるの？」

　その反応は明らかにそれが〝ラブラブ縁結びソファー〟だって言ってるようなものだった。

　そいつは曰く付きのソファーかもしれないが、他のメンバーはそのソファーにまつわる噂うわさよりもアイテムの名めい称しようにこだわっているように俺の目には映った。

　気になっていると、その答えをまり緒が教えてくれた。

「このソファーって、物もの凄すごく高価なんだよ？　なのにみんなに内ない緒しよでギルドのお金を使い込んじゃったんでしょ？」

「え、そんなに高いものなんだ……。ちなみにおいくら？」

　俺の質問にまり緒は、指を一本立てて見せた。

「まさか……ひゃ……ひゃくまん？」

「一千万Ｇグランだよ」

「ぶふぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!?」

　一千万って言ったら、今の俺のフル装備をあと数十回は買い直せる値段だ。

　どんだけ!?

「ってか、このギルドにそんなに貯蓄があった事が驚おどろきだよ！」

「雫がみんなに内緒でせこせこ貯ためてたらしいよ」

　なるほど、ギルドのお金を自由に扱あつかえるようになった途と端たん、欲が出たというわけか。

　姫は口を尖とがらせ拗すねた態度を見せる。

「だってー……縁えん起ぎ物ものだしー」

　縁起物に金掛けすぎだろ！

　みんなも挙こぞって姫に文句を言い出した。

　そんな中、リコッタだけが姫の背中を押し始める。

「ちょっと、何!?」

「それはひとまず置いといて、次はリコッタが説得される番にゃりから、みんな出て行ってにゃん」

　そのまま他のみんなも巻き込むように部屋の外へ押し出そうとしている。

　てか、すでに説得される気満々なのはいかがなものか……。

「順番は順番だからちゃんと守るにゃり！」

「「「ぶーぶー」」」

　そんなブーイングを受けながらも、リコッタは全員を部屋の外へ追いやってしまった。

　彼かの女じよ達たちもそれ以上文句を言ってこないって事は順番をちゃんと守る気になったんだろうか。

　念入りにドアの向こうの気配を探さぐっていたリコッタは、気が済んだのか、くるりと身を反転させてこちらを向く。そして、

「にへら」

　と笑った。

「さて、邪じや魔ま者ものもいなくなったところで説得タイムにゃりよー」

「にゃりよーって、なんでそんなウキウキなの……」

「そんな事無いにゃりよ？　普ふ通つうにゃん」

「そ……そう？」

　目め茶ちや苦く茶ちや嬉うれしそうに見えるのは俺の目が悪いのか？

「とりあえずそこに座ろうにゃん」

　そう言ってリコッタが先さき程ほどのソファーを指差すもんだから仕方無く、そこに一緒に座った。だってこの部屋には他に座るとこ無いし、床ってのもね？

「それで、リコッタは雫救出を手伝ってくれるって事でいいの？」

「うーん」

　彼かの女じよは顎に指先を当て何か考えていた。と、すぐに答えが出たようだ。

「リコッタに勝ったら手伝ってもいいにゃりよ」

「勝つ？　何で？」

「にらめっこ」

「へ？」

　思わず、ぽかーんとしてしまった。

「なんで……にらめっこ？」

「嫌いやかにゃ？」

「別に、嫌じゃないけど……」

　そんな事で彼女を説得できるなら、これは願ってもないことだ。当然、受けて立ったほうがいい。

「じゃあ決まりにゃりね」

「うん」

「先に笑ったほうが負けね」

「うん」

　にらめっこなんだから、そりゃそうだろ。とも思ったが口にはしない。

「それじゃ、いくにゃん」

　さて俺はどんな変顔をしようか？

　そんな事を考えているうちにリコッタは歌い出していた。

「にらめっこしーましょ♪　笑うと負けよっ♪」

　ま、いいや適当に成り行きで……。

「あっぷっぷにゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっん♪」

「あぷふぇっ!?」

　変な感かん触しよくに俺は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　だって、突然リコッタが俺の胸に抱だきついてきたからだ。

　おかしい！　これ、にらめっこだよね？　絶対おかしい！

「ちょっ、何してんの！」

「すりすり、リエル気持ちいいにゃん」

　顔を埋うずめた上に擦り付けてくる。しかも猫ねこ耳みみが鼻を撫なでてかなりくすぐったい。

「やめれぇぇ！」

　俺は慌あわてて彼女を引き剥がした。

「にらめっこはどこ行ったーっ!?」

「いやー負けちゃったにゃん。リエル強いにゃり」

「なんでーっ!?　どこが勝負所だったか全然分からないんだけど！」

「リエルが気持ちよすぎて、思わず笑顔になってしまったにゃりから、リコッタの負けにゃん」

「確かに笑ってたのかもしれないけど！　そういうもんじゃないでしょ、にらめっこって」

　意味が分からん勝負に勝ってしまった、俺。

　そこで彼女は自分の両頬を叩たたいて気合いを入れ始めていた。

「さて、ここからはエキシビションマッチにゃりよー」

「いらないでしょ、それは！」

　全力で突っ込むと、突とつ然ぜん離はなれた所で声がした。

「いりませんねー」

「「おわっ!?」」

　俺とリコッタはハモってしまった。

　見れば入り口の扉とびらの隙すき間まから、こっそりましゅーがのぞいていたからだった。

　彼女はそのまま室内に入ってくる。

「もう終わりましたよねー？　じゃあ次はわたしの番ですー。順番はちゃんと守らないといけませんからねー。はいはいー、分かったら出て行って下さいー」

「にゅぬぬぬ……」

　リコッタは納得いかないながらも渋しぶ々しぶ部屋を出て行く。

　そして今度はましゅーと二人きりに。

　落ち着く場所といったら、やっぱりまたあのソファー。そこに二人して座ると、さっそくましゅーが、

「リエルちゃんはモンスターってどう思いますかー？」

　と、唐とう突とつに尋ねてきた。

「えっ、モ、モンスター？　その質問はどういう意図が含ふくまれているわけ？」
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「そのまんまの意味ですよー」

　まんまと言われても……ゲーム上においてアイテムや経験値を稼ぐ為のもの、というくらいしか……。

　いや、まてよ……？　今の彼女にとってはこの世界はゲームじゃないわけで、ってことはモンスターは人々を脅おびやかす憎にくき存在って事になるのかな？

　そうなると、もっとシビアで深刻な話としての意味を求めているんだろうか？

　迷った挙げ句に出た言葉は、

「倒たおすべき敵……かな？」

　そんな無難な答えだった。

　すると彼女は、俺の予想の斜ななめ上うえを行く返答をしてきた。

「そうですかー。わたしが最近いいなーと思っているのはゴーレムさんなんですよー」

「は？　ゴーレム??　一体、なんの話？」

「ですからー、ゴーレムさんってみんな体ががっしりとしててたくましいじゃないですかー。なので男の方しかいないのかなーって思いまして」

「いやあの……ゴーレムって誰かに操あやつられているただの泥どろ人形だからね？　男とか女とか無いからね？」

「あの渇かわいた土の質感が堪らなくそそるじゃないですかー」

「質感て……それで共感を求められても……ね？」

「そうですかー？　おかしいですねー……。ああ、たとえばこういうのだったらリエルちゃんもお分かりになるんじゃないですかー？　ゴーレムさん同士がその巨きよ体たいを重ね合わせてですね――」




　ゴーレムＡ《ここがいいのか？　ゴーレムＢ》

　ゴーレムＢ《ああっ、ダメだよゴーレムＡ……。そ、そこは花か崗こう岩がんが混ざってるから感じちゃうんだ……》

　ゴーレムＡ《そうか、ならば俺の掘くつ削さく機きにも等しい玄げん武ぶ岩がんを打ち込んでやろう》

　ゴーレムＢ《なっ!?　それもダメだって!!　ちょっ、やめてっ！　あっ、砂が!?　砂が全身から溢あふれ出でてくるよおぉぉぉぉぉぉぉほぉぉっ!!》




「ていう具合で、かなり萌もえるでしょう？」

「……」

　ファンタジー世界でも、たくましきＢＬ思考。それに感服する。

　思わずここは説得の場だということを忘れかけてしまった。

「それで……ましゅーは雫の救出に協力してくれるの？」

「いいですよー」

「え……」

「協力しますー」

　なんともあっさりとした了りよう承しように拍ひよう子し抜ぬけ。

「その代わり、これからわたしと一緒にゴーレムさんごっこをしませんかー？」

「断る!!　そもそも、そんなごっこ遊び聞いたこと無いし！」

「じゃあこれ見て下さい。この辺とかゴーレムさんみたいに逞たくましいでしょう？」

　そう言って彼女は自分の胸の辺りとか太ももの辺りとかを強調してくる。

　別の意味で逞しかった！

　てか、もうゴーレム関係無いよね？

「終しゆう了りよう！」

　俺が自分から、はっきりとギブアップ宣言。

　すると部屋の扉が勢い良く開け放たれた。

「しゅーりょー」

　俺の言った言葉を復唱しながら室内に入ってきたのは、まり緒だった。

「はい、終わったら出て出て」

　彼女は手を叩きながら、ましゅーを部屋の外へ追い立てる。

「はわわわ……」

　ましゅーは勢いに押されて室外に出てしまった。

　閉じられた扉。

　今度はまり緒と二人きり。そしてまたソファーに座すわる。

　何度目だろうな……このパターン。

　少しげんなり気味の俺と違って、まり緒はお団子頭を揺ゆらして実に嬉うれしそうだった。

　またなんか横道にそれた余計な話が始まるんだろうから、ここは早いとこ本題に入っておこう。

「えっと雫の――」

「おっけー」

「早っ!?　超ちよう早っ！」

「だって困ってるんでしょ？　だったら手伝うの当たり前じゃない」

「は、はあ……それはどうも」

　それは、こちらにとってもありがたい事なんだけども……。

　そこでまり緒はニコニコしながら上体を俺の方に向けてくる。

「それより、聞いて聞いて」

「何？」

「まり緒、ついに職業ジヨブに就つくことにしたのー」

「へ、へー……」

「なんだか分かる？」

「さ、さあ……？」

　全然興味無いんだが、どうしたものか。

　俺の思いとは裏腹に、彼女は言いにくそうにモジモジとし始める。

「あのね……まり緒の職業ジヨブは……〝リエルのお嫁よめさん〟でーす！」

「……」

「あ、あれ？　驚かないの？　嬉しくないの？」

「いや……まあ……うん」

「な、なに……？　その可か哀わい想そうな子を見るような目は!?　や、やめてぇーっ」

　彼女は急に恥はずかしくなったのか、体を小さく丸めて視線を避さけようとしていた。

「ほら、二人とも女の子同士だし、そんなこと、あり得ないでしょ？」

「そんな常識的なこと言われても困るんだもん……よよよよよ」

　まり緒はソファーから滑すべり落おちて、床にへたり込んでしまった。

　なんかいつもと違う感覚で戸と惑まどうが、とりあえずこれでいいのか？

　と、思っていたら……

「って、そんなの関係無いもんねー。リエルぅぅぅぅぅっ」

　急に起き上がって、飛び付いてきた。

「のわっ!?」

「ぐへっ」

　反射的に避よけようと思ったのだが、その前にまり緒のほうが動きを止めた。

　というよりも止められたと言ったほうが正しい。

　彼女の襟えり首くびを後ろから引っ張る者がいたのだ。

「さあ、そろそろあたしの順番よ」

　それは不ふ機き嫌げんな顔をした姫だった。いつの間にか部屋に入ってきていたらしい。

　それはいいんだけど……。

「順番って……これ何回サイクルする気!?」

　このまま永遠に本来の目的から脱だつ線せんした意味不明な説得タイムが続くのか!?

　すごく不安になってきたところに、

「次はリコッタにゃりよ」

「なんでそうなるんですかー、今度はわたしが先ですよー」

　リコッタとましゅーも参戦してきて収しゆう拾しゆうがつかない状態に。

「なにこれ？　まり緒だけ超ちよう短みじかいんですけど！」

　当然、まり緒もぷりぷりと怒おこっていた。

　なんだこれ……。

　毎度見慣れた罵ののしり合いがこの後、勃ぼつ発ぱつ。

　しばらく続きそうだったんで、俺は隙すきを見て彼女達に気づかれないように階下に降りることにした。

　一階は二階と違って酷ひどく静かだった。

　見ればメルルーナちゃんだけがポツンと一人、椅い子すに座っていて、その寂さびしげな視線をテーブルに落としていた。

　何かブツブツと独り言のようなものをしゃべっているのが聞こえてくる。

「これならいけるかも……コホン、あーあー」

　咳せき払ばらいをする彼女。何か言うつもりだ。

　一拍ぱく溜ためた後、メルルーナちゃんは顔を上げる。




「ぶどうを食べたらあんまり美味おいしくて叫さけんじゃいましたっ☆

　きょほーっ！」




「……」

　甲かん高だかい声が室内に虚むなしく響ひびく。

　俺は階段を降りた所の柱の陰かげにいたのだが、その際、彼女と目が合ってしまった。

「あ……」

「……はっ!?」

　俺の姿に気づいた彼女は、頬をイチゴのように赤らめて下を向いてしまった。

　気まずい空気が流れる。

　てか、みんなでゴタゴタやってる間に新ネタ考えてたとか……さっき外したのがよっぽどだったんだなー……。

「えっと……ぶどうの巨きよ峰ほうだから、きょほーっと掛けたんだよね……きっと」

　俺はフォローのつもりでそう言ったのだが、説明すればするほど彼女の居た堪たまれない気分が増してゆくだけだった。







＃03【進化した王城がヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　一ひと悶もん着ちやくの後、メンバー達たちの間で説得とかいう話はどこかに吹ふき飛とんで行ってしまっていた。

　結局のところ彼女達は〝リエルがどうしてもそれを望むなら〟雫しずく救出を手伝ってもいいという結論に落ち着いたらしい。

「リエルの為ためなんだから」

　向かいの席で姫がことある毎ごとにそう口にしていた。

　さて、ここはギルドハウス一階。

　先程、雫救出の為の作戦会議を開き、今は隠おん密みつ行動に長たけている暗殺者アサシンのましゅーに城への侵しん入にゆう経路や警備の手て薄うすな箇か所しよなどの情報収集をお願いしている最中だった。

　その彼女が意外なほど早くにギルドハウスに戻もどってきた。

　みんなが着いているテーブルの周りの椅子に彼女も座ると、俺は早さつ速そく尋たずねる。

「で、どうだった？」

「無理ですー」

　ましゅーは力無く項うな垂だれた。

「へっ、無理って……？」

「ちょっとお城の周辺を回って見てきましたが、どこも監かん視しがきつく、蟻あり一匹ぴき侵入できる場所なんてありませんでした。なので無理ですー」

「諦あきらめるの早っ！」

「そうは言ってもですね、無理なものは無理なんですよー。お城だけでなく一いつ般ぱん住人の目もかい潜くぐらなくちゃいけないんですから、実際にはもっと厳しいですよー」

　少なくともこの街にいる全プレイヤーに目をつけられている俺。だからちょっとハウスの外に出ようものなら、すぐに発見されて取り囲まれてしまうだろう。そしてそのままノイエの所に連れて行かれるのだ。

　ネームが頭上にある以上、さっきみたいな変装は効果が無いし、城に辿たどり着つくことすら至し難なんの業わざ。その上、城自体の防ぼう御ぎよもかなりのものときてる。

　やはり、ましゅーの言う通り、無理なのか？

　にっちもさっちも行かなくなって悩なやんでいると、そこへ元気な声が上がった。

「はいはい、まり緒おにいいアイデアがあるよー」

　お団子頭の彼女が閃ひらめいたとばかりに瞳ひとみをキラキラさせながら手を上げていた。

「何？　そのいいアイデアって？」

「えっとね、まり緒がまず先にお城の中に入って、内側からリエル達が侵入し易やすいようなルートを確保するの」

「城に入るって……どうやって？」

「ほら、みんなもそうだけど、まり緒はべつに追われているわけでもないからー正面から堂々と行けるでしょ？　それに、この料理上手を生かして、大陸一の料理人とかうそぶいて宮きゆう廷てい料理人として雇やとってもらうんだよ。そうすれば簡単に中に入れるし。後は内部から警備が手薄な箇所をギルドピアスでみんなに伝えるってわけ」

「なるほど、それはいい手ですね」

　俺よりも先にメルルーナちゃんがそれに答えた。

　ちなみにさっきのギャグが滑った事からはもう回復してるっぽい。

「でしょ？　それに広く国民にも王宮の料理を食べてもらって心豊かになって欲ほしいとかなんとか適当なことを王様に進言して、城内広場で大試食会とか開いたりしたらみんなの注目もそっちに向いて動き易いと思うよ」

　せっかくアイデアを出してくれて、やる気満々の彼女に悪いが、あのノイエが俺おれの仲間である人間の意見をまともに聞くだろうか？

　その点がちょっと不安なのだが……。

「リエルさん、いかがでしょう？」

　隣となりの席から聞いてきたのはメルルーナちゃんだ。

「うーん……」

　俺が答えを渋しぶっていると、彼女が、

「ノイエさんもこのギルドのメンバー全員がフィードバックプログラムの影えい響きようを受けて、自分を勇者王として崇すう拝はいしていると思っているはずですから、多分この作戦でいけると思いますよ」

　そう言われると、不思議とそんなような気がしてきた。

「まり緒はそれでいいの？　危険があるかもしれないよ？」

「リエルの為だったら、まり緒はなんでもへっちゃらだよー、うふふ」

　ありがたいんだけど……なんかちょっと素す直なおに喜べない自分がいる。

　でも他ほかに頼たよる術すべが見つからないのも確か。

　俺は思い切ってその方法に賭かけてみることにした。

「じゃあそれで行ってみようか」

「おっけー、じゃあ、まり緒行ってくる！」

「えっ？　ちょっ、ちょっと!?」

　すっくと立ったまり緒は、そのままの足でギルドハウスを出て行ってしまった。

　はえーよ！

　材料の準備とか、心の準備とか、ねえーのかよ！

　文句を言えた義理じゃあないが、ちょっと心配になった。


・

・

・



　さて、勢い良く出て行ったまり緒。

　しかしあれからだいぶ経たつが、何の音おと沙さ汰たも無い。

　鳴らないギルドピアスを気にしながら、俺達ギルメンはテーブルに肘ひじを突ついてぼーっとしていた。

　いいのかこれで？

　何もしないでいる時間が不安で仕方が無い。

　そんな時、ふと姫ひめが口を尖らせて呟つぶやいた。

「っほんと、遅おそいわね……何やってるのかしら」

　これにリコッタとましゅーが続ける。

「目的を忘れちゃったとかじゃないかにゃー」

「さすがにそれは無いと思いますよー」

　みんなの気持ちも分かるが、俺は自分自身を落ち着かせる為にもこう言う。

「まあ、もうちょっと待ってみようよ」


・

・

・



　更さらにあれからゼクス内のヴァーチャル時間にして三日が経過していた。

「いい加減、何かあったとしか思えないわね」

「ですねー」

「にゃん」

　姫、ましゅー、リコッタは顔を見合わせて頷うなずき合っていた。

　俺とメルルーナちゃんも同じ見解だ。

　やっぱりノイエにバレてしまったのだろうか？　それなら新たな対策を考えなくてはならない。

　雫だけでなく、まり緒の救出も盛り込んだ作戦を――と思っていたら、銀色の猫耳がピコッと立ち上がった。

「じゃあ今度はリコッタが行ってくるにゃん」

「なぜにっ!?」

「リエルの役に立ちたいからにゃん。その代わり、うまくいったら頭をいい子いい子してにゃん♪　ほいじゃあにぇー」

　リコッタもまた止める間も無くすぐにハウスを出て行ってしまった。

「ええっ!?　ちょっまっ……!?」

　一体、どうする気なんだ？　何か策でもあるのか？

　いやー……無いだろうな……。ただ勢いで行ったとしか思えないし……。

　それからまた少しの時間が過ぎ――――


・

・

・



「やっぱり応答無いし！」

　案の定というか、なんというか……待てど暮らせどリコッタからの連れん絡らくは無かった。

　これでギルメンが二人も帰ってこなくなってしまった。

「どうすんのよ、これ」

　腕うでを組んだ姫が苛いら立だちを露あらわにしていた。

　そこでましゅーがゆっくりと椅子から立ち上がった。

「リエルちゃんに褒ほめられたいという下心が災わざわいをもたらしたのだと思いますよ。わたしは下心なんて微み塵じんもありませんし、純じゆん粋すいにリエルちゃんのお役に立ちたいと思ってますので、今度はわたしが行ってきますね。もちろん、上う手まく事を成した時の感謝のハグとか、愛ある口づけとか全然いりませんからね？　本当に全然ですよ？」

「思い切り下心あるじゃないのよ！」

　そこで姫の苛立ちが爆ばく発はつしていた。

「でも、この作戦はもうここで打ち止めですね」

　しばし黙もくしていたメルルーナちゃんがそう言った。

「どうしてよ？」

「これ以上やっても、こちらの戦力が減っていくだけですから」

　彼女の言う通りだ。それに要救出者がこれ以上増えるのもどうかと思うし。

「でも、これからどうしよ……」

　俺はテーブルに視線を落とす。

　また振ふり出だしに戻ってしまったからだ。

「あ、あのー……」

　そんなふうに遠えん慮りよがちに口を開いたましゅー。

「どうしたの？」

「あのー……一応、どうかなー？　って思ってる案が一つあるんですがー」

「何それ？　言ってみてよ」

「そうですか？　あのですね……わたしがお城周辺を偵てい察さつに行った際に、城内部から続いていると思われる水路を発見したんです。人目に付きにくい北側の城じよう壁へき付近でしたし、そこを通れば恐おそらく内部に侵入できるかと……」

「どうしてそれを最初に言わないのよっ」

　姫はテーブルに両手を突いて立ち上がっていた。

　俺おれも同感である。

「それにはちょっと問題がありましてー……水路の幅はばが物もの凄すごく狭せまいんですよー」

「え？　それだけ？　でも人が通れるくらいの幅はあるんでしょ？」

「ええ、もちろん人は通れますー」

「じゃあ、なんで？」

「わたしとリエルちゃん、そして小こ柄がらなメルルーナちゃんはいいのですが、どう考えても姫ちゃんは厳しいのではないかと……」

　ましゅーは悲痛な面おも持もちで姫の体を下から上から繰くり返かえし視線を這はわせた。

　彼女は本気で姫の事を心配しているようだったが……。

「ちょっ!?　失礼ね！　あたしだって通れるわよ！」

「そうですかー？」

「そもそもあんたが通れるなら、あたしも通れるでしょ！」

「でもー……もし中で詰つまってしまったら姫ちゃん苦しくて泣いてしまうんじゃないかと思って……わたしはそれが気き掛がかりなんですー」

「あんた……それ以上言うと、どうなるか分かってるわよね？」

「え？　どういう事ですか??」

　頭の上に〝？〟をいっぱい浮うかべるましゅー。

　そんないつもの天然っぷりの前で、姫は拳こぶしをワナワナと震ふるわせていた。

　そんな中、俺はましゅーに向かって言う。

「ましゅー、その水路に案内してくれる？」

「え……？　ええ、いいですけど？」

　きょとんとする彼女。

　そして俺は隣にいるメルルーナちゃんにも尋たずねる。

「それでいいよね？」

「ええ、いいと思います」

　彼女の了承を取った俺はましゅーに伝える。

「ましゅー、お願い」

　それで彼女はすぐにやる気を見せた。

「じゃあ、わたしにしっかり付いてきて下さいね♪　しゅたっ」

　ギルドハウスの入り口の壁に、まるで忍にん者じやのように背中から張り付いて外の様子を探り始めた、ましゅー。

　俺も真ま似ねした方がいいのか……？

　そんな事を思いつつ彼かの女じよの後に続くのだった。




×　×　×




　俺達は人目を避けるように、ましゅーが選んで進む道筋を緊きん張ちようしながら付いて行った。

　裏道から裏道を辿り、何度も発見されそうな危機を乗のり越こえ、やっとの思いで今は水路のある北側の城壁へと到とう着ちやくしていた。

「あれがそうです」

　ましゅーが指差したのは城壁下部に丸く口を開けた穴だった。

「え……これ？」

　示されたものに彼女以外の人間が呆ぼう然ぜんとなる。

　その穴は直径一メートルにも満たないもので、城の外に掘ほられた浅い溝みぞに繋つながっていた。

「これは……水路は水路でも…………排はい水すい路ろ？」

　しかも目の前で待ち構えているのは排水口だった。

　恐らくこれは城の内部に溜たまった雨水とかを外に排出する為のものだろう。雨の降ふっていない現時点では溝には水の一滴てきも流れていないから。

　しかし想像していたものと全然違ちがってたから、しばらく固まってしまった。

「さっき偵察の際にちょっと中を探さぐってきたんですが、お城の中庭にちゃんと繋がってましたー」

「そ、そうなんだ……でもこれ、かなり狭いね」

　この経の小ささでは無論、立って入ることはできないので中を這って進むことになるだろう。中は真っ暗だし、苔こけっぽいものも生えてるし、不安であることは確かだ。

　でも、逆に考えれば誰だれも考えつかないような経路でもある。

　それにヴァーチャル世界の天候はリアル以上にころころと変わる。雨が降ってきたら水路が水で溢あふれてしまうかもしれないので、行くなら今が丁度良い。

「じゃあ行ってみようか」

　中に入る覚かく悟ごを決めたそんな俺とは正反対に……案の定というか、姫が文句を言い出した。

「うそ、こんな所に入るの!?　あたしは嫌よ！　汚よごれるじゃない！」

「そうですかー……やはり姫ちゃんでは中で詰まってしまいますかー。残念ですねー」

「誰もそんなこと言ってないでしょ！　行くわよ！　行けばいいんでしょ！」

　彼女はぷりぷりしながらも先せん陣じんを切って排水口の中に入って行く。まさにそれは自分の細さを真っ先に証明したいが為のようにも見える。

　さて、彼女の後に続いたのがメルルーナちゃん。頭から中に入り、四よつん這ばいになって進んで行く。小柄の彼女でも結構ギリギリな感じだ。

　そしてその次に俺、しんがりはましゅーだ。

　水路は水平方向に向かって延びていた。先に明かりは見えない。

　俺達はそのまま縦一列となって細いチューブ状の中を這って進む。

　経路はじめじめとしていて、掌てのひらや膝ひざ小こ僧ぞうには粘ねん性せいのある何かがまとわりついて気持ち悪い。それに内部には陽ひの光が全く入らず、闇やみの中をただ触しよつ覚かくを頼りに進んでいるだけの状態。

　これに先頭を行く姫が懸け念ねんを感じたらしく、一いつ旦たん進行を止めると後ろに向かって何か言ってきた。

「いくら水路に沿って……って言っても、これじゃ暗すぎて何にも分からないわ。ちょっとリエル、燭光ライテイングの魔ま法ほうをお願い」

「あ、うんいいよ」

　俺は狭い空間で杖ワンドを構え、燭光ライテイング用の呪じゆ文もんを唱える。するとすぐに、杖ワンドの先から掌サイズの光球が飛び出して辺りを煌こう々こうと照らす。

「まあまあな明るさね」

「……」

　素直に礼を言えない姫。ここからじゃ表情はうかがえないが、その口調から強がりな感じが伝わってくる。

「じゃ行くわよ」

　姫の号令によって一行は再び狭い中を四つん這いで進み始める。

　だがここで先さき程ほどまでとは違う状じよう況きように気づいた俺は、体が固まってしまった。

　燭光ライテイングの魔法により周囲の状況が鮮せん明めいになったことで安心度は増したのだが……同時に俺の前を行くメルルーナちゃんのお尻しりが鼻先三寸の場所にあることに気が付いてしまったのだ。

　前に進む度に短いスカートがふりふりと揺れて、その薄うすい布の向こうにある見てはイケナイ白いものがチラチラとしていた。

「ああ……あわわ……」

　俺が慌あわてた声を漏もらしていると、先頭の姫が訝いぶかしげに聞いてくる。

「リエルはさっきから、何あわわわ言ってるの？」

「えっ、いや、これは、その……前を向いて進み難がたいというか、なんというか……」

　それでようやく俺が言いたいことをメルルーナちゃんは悟さとったらしく、スカートの裾すそを押おさえながら赤い顔を後ろに向けてくる。

「いっ!?　ちょっ、みないで！」

「そ、そうは言っても、下向いてると上手く匍ほ匐ふくできないし……」

「でも、何かしら？　この久しぶりに感じるこの迸ほとばしるような気持ちは……！」

「え??」

「いや、なんでもないです！　ひ～ん……！」

　目め尻じりに涙なみだを浮かべて恥ずかしがるメルルーナちゃんがなんとも可愛かわいらしく……ってそうじゃなくて！　どうすりゃいいんだこれ？　目の毒すぎる！

　だが困ってる俺に対して姫ひめが言った言葉はこうだった。

「二人共そのくらいで騒さわがないでよ、女の子同士なんだから別にいいじゃない」

　今、姫達はそういう事になってるのかもしれないけど、メルルーナちゃんはプログラムの影響を受けていないわけで……。

　それはそうと、今は目の前の問題をなんとかしなきゃ。

　そう思っていたら、俺の後ろから来ているましゅーが、

「大だい丈じよう夫ぶですよー。メルルーナちゃんの代わりに、わたしがリエルちゃんのスカートの中をのぞいてますからー。これでプラスマイナスゼロですねー、えへへ」

「その道理が分からないよ!!　ってか、見ないでよっ!?」
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　俺は杖ワンドを持っていない方の手でスカートを押さえる。

　なぜかちょっと顔の辺りが熱い気がする。

　女の子はスカートの中をのぞかれたらこんな気分なのか!?

　後方でニヤニヤしているましゅーが凄すごく気になるが、ここはさっさと進んじゃったほうがいい。

　前方のメルルーナちゃんも同じことを思ったようで、急に進行が早くなる。

　そこから進むこと数十メートル。

　俺とメルルーナちゃんはスカートを押さえながら、なんとか水路の出口へと辿り着いたのだった。

　最後に垂直方向に延びた穴を上るとそこが外だった。

　天に青い空が見える。

　周囲を見回すと、手入れの行き届いた花か壇だんが並び、井い戸どなどもある。

　どうやらここは、ましゅーが言っていた通り、中庭のようだ。

　例によって見た目は多少異なる景色だが、配置はほぼ一いつ緒しよ。クエストやらミッションやらで何度も出入りしているから間ま違ちがいない。

　幸い、ここには人ひと気けは無いようで慌てて身を潜ひそめる必要も無かった。

「で、ここからどこへ向かえばいいの？」

「あそこです。あの一番大きい塔とうの真下に雫さんが捕とらわれているはずです」

　メルルーナちゃんが中庭から見える一際背の高い塔ベルクフリートを指差す。

　そこはこの城のシンボルとも言える場所だ。

「よし、見つかる前に急ごう」

　全員で再確かく認にんするように頷き合う。

　塔の入り口に小走りに駆かけ寄より、近くに人の気配が無いことを確認する。

　城内と同様、この塔の内部についても俺は普ふ段だんのプレイで熟知している。

　上階へはひたすら階段が続き、天辺てつぺんには物見台があるだけ。逆に下には地ち下か牢ろうがいくつか並んでいる。そんなシンプルな構造だったはずだ。

　核コアはマップ外の深部という事だから、とりあえずは地下牢へ下ってみるか。

　そう考えながら中に足を踏ふみ入いれる。

　すると――

　そこには予想だにしなかった光景が広がっていて、思わず息を呑のんでしまった。

　俺はこんな場所、知らない。

　今までの街並みを見ていれば、見た目のテクスチャーは変わっていても、構造や配置はたいして変化していないと予測するのが当然だった。

　でも、この塔の内部は、全すべてが丸々改変されていたのだ。

　薄うす暗ぐらく、空気が淀よどみ、そこにいるだけで不快な感覚が肌はだを撫なでる。

　塔の形に合わせた円形のフロア。

　その中心で蒼あおい炎ほのおが不気味に揺らいでいた。

　しかもその周りを周回するように無数のモンスターが徘はい徊かいしていたのだ。

　モンスターの種類は統一性が無く、死し霊りよう系もいれば魔ま獣じゆう系もいたりとまちまち。

　そんなモンスター達が、中央の蒼い炎の中から次々と生み出されては、周回する魔物の列に加わってゆく。

　それはまるで何かの儀ぎ式しきを行う祭さい壇だんのようだった。

「なによこれ!?　なんでお城の中に魔物が!?　いつもはいないのに！　ふがっ……」

　おどろおどろしい有様に姫が驚きよう愕がくの声を上げたもんだから、俺は咄とつ嗟さに彼女の口を塞ふさいだ。こちらに気づかれたらヤバイからだ。

　すぐに姿勢を低くして物もの陰かげに身を寄せる。

　まず小声で口を開いたのはメルルーナちゃんだった。

「どうやらお城の内部はノイエさんの手によって改変されてしまってるみたいですね」

「うん、もう何が起きても驚おどろかない自信がついてきたよ」

「良かったですね」

「良か……うん……まあ。それにしても、これじゃ今までのマップじゃ役に立ちそうにないね」

「それは仕方がありませんね。でも核コアのある場所は城の地下だって事は間違いないですから、ひたすら下に向かいましょう」

「そうだね」

　互たがいに納なつ得とくし、二人で地下に向かおうと動きだした時だった。

「ちょっと！　二人だけで勝手に納得しないでよ。これってどうなってるの？　ちゃんとあたし達にも説明しなさいよ」

　不機嫌な態度でそう言ったのは姫だった。

　そりゃ城に入ってモンスターがいたら誰でもおかしいとは思うわな。

　でも俺がここでノイエのせいだよーって言っても、どうせ受け入れられないだろうし、だからここは都合のいいように言いい換かえることにした。

　えーっと、そうだな……。

　そこで俺はつい最近読んだマンガの事を思い出す。

　うん、これで行こう。

「丁度良い機会だから真実を教えてあげよう。勇者王とか名乗っているあのノイエだけど実は彼かれの正体は全ての魔物を従え、人々を脅おびやかす諸悪の根源――〝魔ま王おう〟なんだよ」

「なっ、なんですって!?」

「それホントですかー!?」

　姫と一緒にましゅーも驚きの声を上げる。

　これは良い食い付きｗ。

「ノイエは勇者王としての信しん頼らいを得て王都に入り込み、内部から人々を滅ほろぼそうと企たくらんでいるんだよ。この魔物を生み出している炎なんかまさに魔王の所しよ行ぎようそのものじゃない？」

「言われてみれば……」

　姫はゴクリと喉のどを鳴らす。

「そんな魔王を人知れず倒たおす特命を授さずかったのが、このリエルとメルルーナちゃんなのです！」

　わざとらしくならないように胸を張った。

「ええ!?　それならそうと早く言ってくれればよかったのにー」

「そうですよー。でも、そう言えばリエルちゃん勇者ですもんねー。お笑い芸人のメルルーナちゃんも実は世を忍しのぶ姿だったんですねー」

　なんか、もっともらしい事を言ったら二人共、本当に信じてしまったようだ。

　彼かの女じよ達たちを騙だましているようで悪いけど、でもこれの方がこの先、都合がよいだろう。

「で、どなたからの特命なんですー？」

　ましゅーが鋭するどい質問をしてきて戸と惑まどった。

「え……と、それはちょっと……あの」

「なるほど、特命ですものねー。極ごく秘ひに決まってますねー」

「そ、そうそう！　内ない緒しよなの。あは、あはは……」

「でもそうなると雫ちゃんを救出しなければならない理由が不明ですがー？　普通、雫ちゃんよりもまず魔王討とう伐ばつが先ですよね？」

「う……」

　一番肝かん心じんな所をマズった！

　なので急いで適当な事をでっち上げる。

「えーと……彼女は実は物凄い魔ま力りよくを体内に有していて、それをノイエが狙ねらっているんだよね。だからノイエがパワーアップする前に彼女を取り返さないといけないんだよ」

　我ながら無む理り矢や理り感溢あふれる嘘うそ設定を口走ってしまったなあと後こう悔かいするも……。

「そういう事でしたかー。なら急がないといけませんねー」

　いけちゃった！

　そんなわけで、思わぬ所で納得しちゃった彼女らと共に地下へと降りる階段を探す。

　その場所は意外にあっさりと見つかった。

　近付いて下を見ると、人一人が通れるくらいの極狭な階段が地下へと延びている。

　俺達は徘徊するモンスターに気づかれないように、足音に気を付けてその階段を降りた。

　以前ならば地下には牢ろう獄ごくがあったはずだが、自分達が目にしたそこは案の定、全く違う空間になっていた。

　細い通路が左右へと延びている。

　どっちがどこへ向かうのかは全然見当も付かない。

「とりあえずマッピングしないと始まらないわね、これは」

　そう言い出した姫だが、自分ではマッピングする気はさらさら無いみたいで、腰こしに手を当て立っているだけだった。

　こっちは手伝ってもらっている身だから、もちろん俺がやるけどね。

　考えても分からないので、俺達はとりあえず適当に右を選んで進む。

　そこから先の道程は通路が幾いく本ほんも複雑に絡からみ合あう、迷めい路ろのような場所になっていた。

　この感じは先日の迷めい宮きゆう遺い跡せきを彷ほう彿ふつとさせる。

「こういう場所ってあれですよねー」

　通路の石壁を見回しながらましゅーが何か言い出した。

「あれって？」

「罠トラツプとかありそうな雰ふん囲い気きですよねー。床ゆかのスイッチを踏むと横から槍やりが飛び出してきたりとかー、扉とびらが閉じて水攻めに遭あうとかー、大きな鉄球が転がって追ってくるとかー」

　確かに彼女の言う通り、なんとかジョーンズみたいな雰囲気はあるな。

　そこでましゅーは近くの壁に手を置いて言う。

「ほら、こことかー。こういう所の石とか押したりすると、足あし下もとの床が抜ぬけて下に落ちたりとかす――」

　カチッ

　何かのスイッチが入った音がした。

　次の瞬しゆん間かん、足下の床が抜け、彼女はにこやかに語っていた笑え顔がおのまま暗くら闇やみに落ちていってしまった。

　それはもう……悲鳴を上げることも無く、静かに。

　ましゅーを呑み込んだ仕し掛かけ床は、音も無く蓋ふたを閉じる。

　しばし目が点になっていた俺は、突とつ如じよ我に返り、

「え…………ええええええっ!?」

　なんかもう、そんな声しか出なかった。

　お約束にも程があるだろ！

　だがそんな俺をよそに、メルルーナちゃんと姫は、

「落ちちゃいましたね」

「下に落ちたんだから、下に行けば見つかるんじゃない？」

　と、なんとも淡たん泊ぱくな反応だった。




×　×　×




　姫、メルルーナちゃん、そして俺の三人になってしまったパーティだが、だからといって目的が変わるわけでもない。今はましゅーの捜そう索さくも兼かねてさらに下層へと歩みを進めていた。

　罠トラツプが張はり巡めぐらされた迷路のような通路は、深部を目指すように下へ下へと続いていた。どれだけ深いんだというくらい。
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　その道すがら何度か罠トラツプを発動させてしまって死にかけたり。

　その先ではモンスターが出るようになり、結構な数の戦せん闘とうを繰り返して、やっぱり瀕ひん死しになったり。

　かなりヘトヘトでボロボロな状態になっていた。

　それもこのパーティの職業ジヨブバランスが悪いせいだ。

　聖職者クレリツクである俺は、ほぼ攻こう撃げきはできないに等しいし、死霊使いネクロマンサーであるメルルーナちゃんは遠えん距きよ離りからの攻撃のみ。

　残るは唯ゆい一いつの前衛系職業ジヨブ、盗賊シーフの姫だけど、持っている武器が弓ゆみなのでどうにも上手く立ち回れない。

　ここにましゅーがいればもうちょっと楽だったかもしれないが、それは今さら言ってもどうしようもない。

　まあ、そんな感じでも、俺達三人はなんとか無事に少し広めのフロアに辿り着くことができた。

　ここはちょっとした小部屋くらいの広さがあって、周囲にモンスターの気配も無い。いわゆる、安全地帯というやつである。

　俺達は誰からというわけでもなく床に座すわり込み、休息を取り始めた。

「あーしんどい……ちょっと休ませて」

　最初にそう嘆なげいたのは姫だ。

「というか、もう休んでるしね」

　すでに俺も床に両足を投げ出しへたり込んでいた。

「でもそろそろ休きゆう憩けいを取りたいと思ってたから、こんな場所があって助かったー」

　そこへメルルーナちゃんが、

「そうですね。モンスターもこの部屋には入ってこれないみたいですし、この機会に休んでおきましょう」

　と言ったが彼女はそこへ突っ立たったままだった。

「メルルーナちゃんも座って休んだら？」

「いえ、私はいいです。ちょっとそこら辺を見てきますから」

「えっ、一人じゃ危ないよー。それにそんな危険を冒おかしてまで何しに行くの？」

「手持ちのアイテムが心こころ許もとなくなってきたので現地調達です。ＭＰが結構きつくなってきましたからー。丁度そこにそれ系のアイテムをドロップするモンスターを見かけましたのでリエルさんの分も取ってきますね」

「いやいや、それなら一緒に行くよ」

「大丈夫ですよ、あれはあんまり強くないですから。それにリエルさんはお疲つかれのようですし」

「そうは言ってもここに来るまでに何回も死にかけたでしょ？　たとえそれが弱い奴やつでも別のモンスターがからんでくるかもしれないんだから危ないよー。それにアイテムだって絶対にドロップするわけじゃないんだから。ただ消しよう耗もうするだけかもしれないし……」

　すると、なぜだかメルルーナちゃんは急にモジモジとし始めた。

「リエルさんはこんな私でも心配してくれるんですか？　優やさしいんですね……ポッ」

「へ??　い、いや別に当たり前の事を言ってるだけだよ」

「またまた謙けん遜そんなんかしないで下さいよー」

「そんなつもりは無いんだけど……」

　なんてやり取りをしていたら、今までダウンしていた姫が急に立ち上がった。

「あたしが行ってくるわよ」

「えっ!?」

　突とつ然ぜん、彼女までそんな事を言い出したもんだから、俺はただ驚いただけだったのだが、姫は訝しげな目でこちらを見ている。

「なあに？　その目は」

「い、いやー……危ないよ？」

「心配してくれるの？」

「も、もちろん……」

　そこで彼女の表情が少し弛ゆるんだように見えた。そして、

「あたしの職業ジヨブをなんだと思ってるの？　盗賊シーフよ？　戦わずしてアイテムだけ掠かすめ取とる事だってできるし、危なくなったら誰も追いつけない速さで逃にげることだってできるんだから」

　そういえば盗賊シーフの職業ジヨブスキルである略奪ステイールなら戦闘状態に入らなくてもアイテムを奪うばえるし、モンスターに気づかれても遁走エスケープを使ってこの安全地帯まで逃げ帰かえってくれば結構いけそうだ。

「あんた達二人は防ぼう御ぎよ力りよく低いんだから、無む駄だに危険に晒さらされることは無いわ。ここで待ってなさいよね」

　そうは言っても一人で行かせるのはやっぱり心配だ。「ここはみんなで」そう伝えようとしたのだが……妙みようにやる気を出していた姫は、

「じゃあ行ってくる」

　と言い残し、俺おれが止める間も無く、遁走エスケープを使って物凄い速さで消えて行ってしまった。

　そのスキルを使われては、こっちはどうにも追いつくことはできない。

　しょうがないので俺達は彼女の帰りをここで待つことにした。

「さて、この間にアイテムの整理でも……」

　ステータス画面を呼び出そうと宙に指先を向けた時だった。さっきまでそこにいたメルルーナちゃんが壁に向かって何かやっているのが視界に入ってきたのだ。

「そんな所で何してるの？」

　そこには石壁くらいしか無いのに何を見ているのだろう？　そう思って背後から近付くと彼女がある場所を指差していた。

「リエルさん、これ見て下さい」

　メルルーナちゃんが示す壁。そこから白くて長いウサギの耳のようなものが二つ生えていたのだ。

「なっ、何これ……？」

　そのウサ耳は半はん透とう明めいで、一見して質量が無いように見える。それは……そう、映像的な感じ？

　まあとにかく、石壁から生えたウサ耳はちょっと不気味……というかシュールだった。

　なんなんだこれは？　もしかしてこれも罠トラツプの一種？

　触ふれない方がいいよ。

　そうメルルーナちゃんに言おうとした次の瞬間――

　耳が動き出した!?

「うわぁっ!?」

　俺とメルルーナちゃんは思わず後あと退ずさる。

　前に進み出てきた耳にはちゃんと持ち主がいて、壁の中をすり抜けてきた人物にしっかりと繋がっていた。

　それは長い耳の生えたネズミ顔のフード。その下には黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみを持った儚はかない感じの顔がある。だぼだぼなパジャマパーカーの上からでも分かる小柄で折れそうなほど華きや奢しやな体を持つ少女。

「って――雫!?」

　ぼーっとした目でそこに佇たたずんでいる彼女は確かに雫だった。しかもその姿はゴロチュウの格好をしたリアルの雫だ。

「こ、ここってオンラインだよね？　なっ、なんでここにリアルの雫がいるの!?」

　有り得ない光景に戸惑っていると、目の前の雫がゆっくりと顔を上げる。その表情はなぜか恥はじらいに満ちていた。

　そして手には、いつものホワイトボード。

『さて、どうしてでしょう？　答えは以下の選せん択たく肢しから。

　１、リエルが好きすぎて思わずヴァーチャルに転生してしまった。

　２、前の雫は今の私の３２６番目のバックアップでしかないわ、とかいう中二病的展開。

　３、気のせい。

　しんきんぐたーいむ！』

「うーんとそうだなーこれは３ば…………って、どれもおかしいし！」

　核コアに取り込まれて以降、ずっと心配してたってのに顔を合わせた早々いつもの感じで調子が狂くるう。

　そういや彼女とまともに話すのは、美み咲さきさんとのキス現場を目もく撃げきされてしまって以来だ。顔を合わせれば何か気まずい雰囲気になるのかと思っていたが、今はそうでも無い様子。

　ちょっとホッとしていいのか？　これは。

「こっちは真ま面じ目めに聞いてるんだけど？」

　俺は腰に手を当て、ちょっと怒おこった態度を見せてみた。すると彼女は少しだけ応こたえたようで目を伏ふせシュンとした。そして、

『この姿は私が作った暫ざん定てい的てきなアバター』

「作った？　でも今、雫は核コアの中に取り込まれている状態じゃ……？　どうやってそんな」

『核コアの中にゼクスヴェルトオンラインのプログラムをオンライン上から閲えつ覧らんできる内部インターフェースを発見した。それを利用して核コア内からこの仮アバターを操あやつっている』

「え？　なに？　どういうこと??　もっと簡単に説明してくれるとありがたいんだけど……」

『端たん的てきに言うと、核コアの中にプログラムを弄いじれるキーボードがあった』

「なんでそんなものが……!?」

『分からない。でもこれは、このプログラムを作った人間が意図的に仕込んだものだと言える』

「だとしても、それはフィードバックプログラムの制作者からすれば何の得も無い機能のように思えるけど……」

「あの人ならあり得るかもしれません」

　そこへ割って入ってきたのはメルルーナちゃんだった。

「え、メルルーナちゃんは制作者の事知ってるの？」

「あ……っと、その……すごく前にちょっとだけ会って話した事があるんです。比ひ婆ば誠せい一いち、あの人ならそういう事しそうな感じがしただけです……」

　比婆誠一、それがこのゼクスにこんなプログラムを仕込んだ張本人の名前か。

　でもメルルーナちゃんは、どこでその人と会ったんだろう？

　そこでふと雫がボードを見せる。

『試ためされているのかも』

　試されている？　何を？

　良く分からないな。

「でも、その内部インターフェースってこちらに取って朗報じゃない？　内側からこの状況をなんとかできるかもしれないし」

　ハッキングの本とかが部屋に並んでいる雫はそういうのは得意だろう。

『そう簡単にはいかなそう。かなりの制限が掛かけられているし、このアバターも実体が無く、行動範はん囲いに限界がある』

　そういえば彼女の体は向こうの壁が透すけて見えるほどだった。

　もし幽ゆう霊れいとかが本当にいたらこんな感じじゃないのかな？

「そうかー……でも、今みんなでそこに向かってる最中だから安心して。すぐ助けに行くから無理しないで待っててよ」

　俺おれがそう言うと、彼女はなぜだか頬ほおを赤らめた。

　しばらくモジモジしていた彼女。しかし、ふと思い立ったようにキョロキョロと辺りを見回した後、最終的に俺を見る。

『すあまは大だい丈じよう夫ぶ？』

　ここにきて急に自分が使し役えきしていたモンスターの身を案じる雫。

「へ？　すあま？　あ、ああ、それならここにいるけど？」

　視線を足下にやる。すると白い毛玉が俺の足の陰かげから顔をのぞかせた。

　あんまり静かにしてるから存在を忘れがちだ。

『よかった』

「よかったって、そりゃあ確かに珍めずらしい種類のモンスターだから大事にしてるのかもしれないけど、今はそれよりも雫とこの世界を元に戻もどす事の方が大切だよ？」

　俺がそう言うと雫は頬を膨ふくらませ、むくれる。

『すあまも大切。すあまには私とリエルの初めてが詰つまっているのだから』

「意味深ですね」

　傍そばで話を聞いていたメルルーナちゃんが不ふ審しんそうにこっちを見てくる。

「あ、あわわ、違う違う、そ、それは多分アレの事だよ」

『初めてのアレ』

「ちょっと!?　そうやって書くともっと意味深になるでしょが！」

『初めてのレア』

「そういえばステーキをレアで食べるの初めてなんだよねー。生肉わっしょい！」

『恥じらいのレア』

「あの子が恥ずかしがるところを見られるなんて、超ちよう貴き重ちようじゃない？」

『腹巻きのケア』

「最近、マイ腹巻きをちゃんと手入れしてないから毛玉がすごくて……」

『孕はらませた結果』

「そうそう、二人で初めて子作りした結果がこのすあまちゃんでーす！　ってそんなことあるかあああああああぁっ!!」

　こんな状況でもいつものやつをやるんだな……。まあ元気そうで何よりだけど。

　とかなんとかやっている内に、メルルーナちゃんが得とく心しんが行ったという感じで深く頷うなずいていた。

「なるほど、そういう事だったんですね」

「メルルーナちゃんも、そんな事無いの分かってるでしょ!?」

『ちなみにお腹なかには二人目が』

　と言って雫は自分の腹をさすって見せる。

「な・ん・で・す・と!?　って、やめい！」

　ゼェハァ、ゼェハァ……なんか久しぶりに戦闘以外で息が荒あらくなってしまったぞ？

「雫が言いたいのはアレの事でしょ？　ゼクスで初めて出会った時、獣使いビーストテイマーなのになんにもモンスターを使役してなくって、だから捕ほ獲かくを手伝ってあげた時があってさ。その時に一緒に捕つかまえたのがすあまで、しかもそれが初めての使役だったんだよね。それが言いたかったんでしょ？」

『覚えててくれたの？』

「普通に覚えてるけど……？」

　そう答えると彼かの女じよは視線を俺から外してはにかむ。その姿が……。

　なんか違い和わ感かんあるなあ……。

　恐おそらくこの違和感は、それがオンの雫じゃなくて、オフの雫だからだ。

　そういえばこの雫、アバターにしてはリアルの雫を忠実に再現してるなあ。一体どうやって作ったんだろう？

　そんな雫をまじまじと見み詰つめていると、彼女も俺の注目に気が付いたようで、視線を泳がせながら顔を火ほ照てらせていた。

　そんな時だった。

「あれ……？　雫??」

　俺は彼女の体に起きた変化に気づいて声を掛けた。

　雫の体にノイズのようなものが走ったのだ。

　状態を理解した彼女は意外にも冷静にボードを掲かかげる。

『強ごう引いんに割り込みをかけてアバターを表示させているので状態が安定していない』

　技術的な事は分からないが、核コア内部から無理矢理に行っている行こう為いなので、こういう事が起こるのも仕方が無いのだろう。

『ちなみに今の私は現出した場所から半径３メートルの範囲しか移動できない』

「狭っ！」

『それと実体が無いので物に触れる事ができない』

「ホログラフィーみたいなものかー」

『そうとも言える。と、言っている間に限界がきた模様』

「え？　げ、げんかい??」

　雫の体がチリチリとブロックノイズを撒まき散ちらして、さっきよりも大変な事になっていた。手足の一部が静止画像のように固まって彼女が彼女としての形を保てなくなっていたのだ。どうやらそんなに長くは現出していられないらしい。

『消える前に一言』

「なっ、なに??」

『すあまは、あと経験値１０ｐｔポイントほどでレベルアップする』

「はあっ!?　今、そんな事言ってる場合じゃないでしょ!?」

『きっと……た……に……なって……れ……ず」

　彼女の体が映像がブレたかのようになっていてボードの文字が上う手まく読み取れない。

「えっ、何??　読めないよ」

　プツン

「……あ」

　ちゃんと理解できぬまま、雫はテレビを消すようにフッといなくなってしまった。

「消えちゃいましたね」

　メルルーナちゃんが淡たん々たんとした感じで言った。

「だね……」

　雫は結局、限りある時間を使って何を伝えたかったんだろうか？

　相変わらず謎なぞなヤツだ。

　なんとなく溜ため息いきを吐ついたその時だった。




「きゃああっ!?」




　遠くの方から悲鳴が聞こえてきた。

　この声は、

「姫ひめっ!?」

　彼女の身に何かが!?

　遁走エスケープに失敗してモンスターにからまれたのだろうか!?

　やっぱりスキルを過信して一人で行かせたのは誤った判断だった！

　俺は真っ先に悲鳴の上がった方に向かって飛び出していた。

「待って下さい、リエルさん！　ソロだと危ないです！」

　メルルーナちゃんの声が背中からするが、足は止まらない。

　幸い、姫の声が聞こえてきた方向は一本道の細い通路で迷うことは無かった。

　そのままそこを駆け抜けると、かなり大きく開けた場所に出た。

　そのフロアの中心には、地下に向かって口を開ける巨きよ大だいな穴があった。

　直径にして三十メートルほど。

　下をのぞいてみると、ただ闇やみが広がっているだけで底なんか全然見えない。

　結構降りてきたと思っていたが、まだ下があるのか？

　その深さに呆ぼう然ぜんとしていると、

「ちょっと、何なの!?」

　そんな姫の声が聞こえてくる。見れば穴を挟はさんだ向こう岸に彼女の姿を見つけた。

　状じよう況きようからしてモンスターに襲おそわれているのかと思ったのだが、実際には違ちがっていた。

　彼女を襲っていたのは人だった。

　彼女を取り囲む三人の男。全員が端はし々ばしに真しん鍮ちゆう色の彫ちよう金きんが施ほどこされた揃そろいの鎧よろいを身につけている。

　こいつらの姿はどこかで見かけた記き憶おくがあるな……。

　そうだ！　これはあの王国騎き士し団だんだ。

　城内広場での演説の際、端はしの方で整列していたのを俺は見ている。

　その騎士達が今、姫に対して剣けんを向けていた。

　ノイエの手下に成り下がっているのか？

　そう判断した俺は大穴の縁ふちに沿って彼女の下へと走る。

　と、そこへ俺の行く手を阻はばむ者がいた。

「おっと、君の相手はこの僕ぼくがするよ」

　余よ裕ゆうのある口調で現れたのは、プラチナブロンドが麗うるわしいイケメン。淡あわく微ほほ笑えんだ口元で歯が無駄に光る。

　彼の姿には見覚えがあった。

　他ほかの男達と同じ王国騎士団の鎧を身に付けてはいたが、アバター自体は変わっていなかったから。

「ナ、ナルミ!?」

「おや？　僕の事を知っているのかい？」

　目を丸くする彼。

【ナルミ】はゼクスでは男キャラだがリアルでは女の子という、いわゆるネナベプレイヤーだ。それでいて、ましゅーの元夫とかいうややこしい人物。

　そんな彼（彼女）もその様子からしてプログラムの影えい響きようを受けてしまっているようだった。

「でも、なんか君と会うのは初めてじゃない気がするんだよね？　異様に親近感が湧わくというか」

　青い瞳を近付けてくる。

「わっ、湧かなくていいから！」

「うーん……良く分からないけど、ま、いっか」

　あっさりとしてんな……。

　そんなナルミはこちらに向き直り、胸に手を当て、丁てい寧ねいに一礼する。

「僕は王国騎士団団長ナルミ。国王の命により、勇者姫リエルをお迎むかえに上がりました」

「そのまま回れ右してお帰り下さい」

「いやあね、僕もそうしたいところなんだけど、どうにもこの命令に刃は向むかってはいけないような気分に支配されてしまってね」

　ここはもう、思い切って刃向かってみたらいいんじゃないかなあ？

「そんな訳だから、おとなしく捕まってえりゃあああっ！」

「ほおわっ!?」

　頭こうべを垂れていたと思ったナルミが、急に俺に向かって矛ほこを抜き払はらってきたもんだから俺は咄とつ嗟さに飛とび退のいた。

　それでなんとか避よける事ができたからいいものを、直ちよく撃げきを受けていたらどうなっていたことやら。

「お迎えにっていう感じじゃ全然無いと思うんだけど！」

「そうかな？　捕ほ縛ばくできる程度には痛めつけてもいいと言われてるんで問題は無いと思うよ」

「問題大ありだよ！」

　文句を言った俺に対して、ナルミはニヒルな笑えみを浮うかべながら構えを整える。

　手にあるその矛は以前ナルミと相対した時に彼が使っていたものと同じ、三つ叉の矛トライデントだ。それは竜騎士ドラグーンしか装備できない専用の武器。

　って事は、外見は王国騎士団の格好をしているけど、中身は竜騎士ドラグーンのナルミのままって事か。

　まあ、それが分かったところで彼に太た刀ち打うちできるはずもない。

　暁天の鍵デイブレイク・キーもフィードバックプログラム発動の際に消失してしまったから、前の時みたいに騎士様の力を借りることも出来ないしね。

　ナルミは矛先を俺に向けたまま、やる気満々の状態。

　話も通じなさそうだし、どうしたらいいんだ？

　対策を考えていると、ナルミの背後から姫の声が聞こえてくる。

「ちょっと！　危ないでしょ？　その物ぶつ騒そうなもの引っ込めなさいよ！」
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　見れば姫が、三人の男に壁かべ際ぎわに追おい詰められていた。

　強い口調ながらも表情は脅おびえている。

「引っ込めてもいいが、その代わり俺達といい事しようぜ。ぐへへへ」

「なっ!?　何言ってるの？　こないでっ！　こっちこないでよ！」

　にやけ顔の男達がじりじりと彼女との距きよ離りを縮めてゆく。

　そこで俺は叫さけんだ。

「姫っ!!」

「リエル!?」

　こちらに気づいた彼女は、救いを求めるような目を向けてくる。

「ナルミ、彼女は関係無い。自分が無理に頼たのんで手伝わせているだけなんだ。だから見逃してあげて」

　俺がそう言うと、姫は心底驚おどろいた顔をした。

　姫が何かを言いかけたが、その前にナルミが言葉を被かぶせる。

「いいよ」

　意外にもあっさり承しよう諾だくしてくれた。

「だけど条件がある。このままリエルは僕ぼく達たちと来てくれるかな？」

　交こう換かん条件というやつか。

「分かった」

「何言ってるの、リエル!?」

　姫の言葉を無視するように俺はナルミの下へと歩み寄る。

　だがその時、俺の神経は背中に隠かくし持もっていた杖ワンドに集中していた。

　事を起こすなら相手が油断している今がチャンスだ。

　ギリギリまで近付いて、そこでスキルを――

「おやおや、これは何のつもりかな？」

「っつ!?」

　気がつけば、いつの間にかナルミが俺の背後に回り込んでいて、俺の杖ワンドを手で押おさえ付つけていた。

　止められた!?

「何か企たくらんでたの？　悪い子だねー」

　ナルミは乾かわいた笑みを浮かべながらそう言った。

　まさにナルミの言う通りだった。俺は密ひそかに覚え立ての職業ジヨブスキル【戒いましめの光輪】を使おうとタイミングを計っていたのだ。これは魔法使いウイザード系の職業ジヨブが使う【拘束バインド】に似た効果がある。それでナルミの動きを封ふうじる事ができると思ったのだが……実際にはそう上手くは行かなかった。

「やっぱり悪い子にはそれ相応のお仕置きをしないと駄だ目めかな？」

　背中越ごしに不ふ穏おんな声が聞こえてくる。

　まずい、やられる！

　その刹せつ那なだった。

　無数の火球フアイアーボールがこの場に降り注いだのだ。

　雨のように頭上から落ちてくる炎ほのおの塊かたまりに騎士団員達やナルミも堪たまらず回かい避ひ行動を取る。

　下に落ちた炎は燃え上がるのではなく、石の床を食い破るように朽くちさせていた。

　このただの火ではない紫むらさき色いろの炎の使い手は彼女しかいない。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　通路の入り口に立っていたのはメルルーナちゃんだった。どうやら俺を追ってきたらしい。

　彼女はそのまま俺の傍まで駆かけ寄よってくる。

「メルルーナちゃん！」

「えへっ☆」

　彼女は舌を出して照れた。

「なるほど、リエルに荷か担たんしている死霊使いネクロマンサーか」

　ナルミはチッと舌を鳴らした。

　メルルーナちゃんも来てくれたし、これで多少は対等にやり合えるのか？

　これからここで繰くり広ひろげられるであろう戦闘に向けて、覚かく悟ごを決めた時だった。

「もらったわ！」

「なっ!?」

　ナルミが驚きの表情で固まる。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、姫がナルミを縛しばり上あげていたのだ。

　彼女は、メルルーナちゃんが巻き起こした混乱に乗じて職業ジヨブスキル【不意討うち】を使用。素す早ばやく背後を取り、捕縛スキル【投なげ縄なわ】を使用したのだ。

　ちなみに彼女を取り囲んでいた他の騎士団員達はというと、全員両目を手で押さえ、苦く悶もんの表情を浮かべながら床ゆかをのたうち回っていた。

「団員達に何をした!?」

「ふふっ、ちょっとこの【ボロボロの実】で涙なみだもろくさせてあげてるだけよ」

　ほくそ笑む姫の手には、ごつごつとしたクルミ大の実があった。それは盗賊シーフが好んで良く使う撹かく乱らんアイテムの一つだ。

　使用すると相手に催さい涙るい効果をもたらし一定時間行動不能にする。

　ちなみに捕縛スキルと二重掛かけ可能なので、相手はかなりの時間行動できなくなる。

「さあ、あんたも泣いてみる？」

　姫は縄を締しめ上げながら、ボロボロの実をナルミの顔に近付ける。

「やっ、やめろ……はっ、離はなせ！　涙は女の武器だからここぞという時にしか使っちゃいけないって、死んだ兄さんが！」

　ここで現実での事情を持ち出してくるナルミ。リアルの記憶が混在しているからか？

　これに姫は、

「まあ、遺ゆい言ごんならしょうがないわねえ……って、離すわけないでしょ？　残念でしたー、ぷっぷぅー」

「くっ……」

「あ、そんな事よりリエル、今のうちよ、早く行って！」

「えっ……？」

　俺に対して、姫は足あし下もとにある大穴を目で指し示す。

　先に行けってか？

　そうは言うが……。

「姫はどうするの！」

「いいから早く行きなさいよ！　やらなきゃいけない事があるんでしょ！」

　不意に彼女が見せた真しん剣けんな相そう貌ぼう。

　俺は彼女の瞳を見み据すえる。

　そしてこう言った。

「後でなんか埋うめ合あわせさせてもらうから」

　すると姫は頬を紅潮させ、

「なんか良く分からないけど、期待してるわ」

　微笑んだ。

　ここは彼女の厚こう意いに甘あまえさせてもらおう。

　すぐに俺とメルルーナちゃんはフロアの中央にぽっかりと口を開けている大穴の縁に駆け寄る。

　核コアが最深部っていうんなら、やっぱここだよな。一番深そうだし。

　しかし、周囲に階段や伝うものがあるわけでもないし、こんな場所どうやって降りればいいんだ？

　せっかく姫が足止めしてくれているというのに、これじゃどうしようもない。

「リエルさん、あそこに」

　何かに気づいたメルルーナちゃんが、真下を指差した。

「ん？　あれは……」

　足下をのぞき込むと、一・五メートルほど真下にロープで吊つるされたリフトのようなものがあった。

　箱形のそいつは三人くらいがやっと乗れるくらいの大きさだったが、全部木で出来ていて見るからに貧弱な造りだった。

　物もの凄すごく不安だが、アレしか頼たよるものはない。

「使うしかない……か」

「ですね……」

　俺とメルルーナちゃんは恐こわ々ごわと、そのリフトに飛び乗った。

　手元にあるロープを弛ゆるめるとフロアの縁に固定されている滑かつ車しやが回り、巻き付けられていたロープが少しずつ伸のび始める。それでリフトがゆっくと降下を始めた。

　その様子を見ていたナルミが、拘束されながらももがき始めた。

「くっ……行かせないよ！」

　動き難にくそうにしながらも、なんとかアイテムを手の中に取り出したナルミ。

　それは卵大のボールで、そいつを不自由な状態であるにもかかわらず、俺達のリフトに向かって上手いこと転げ落としてきたのだ。

「ニャン太くん、君に決めたっ！」

　ボールを放ちながらそんな台詞せりふを言い放つ。

　ニャン太くん？　なんだそりゃ？

　考える間も無く、落下してきたボールはリフト上に転がって、俺とメルルーナちゃんの間の足下で割れた。

　途と端たん、悲劇が起こった。

　割れたボールの中から猫ねこが飛び出したのだ。

　それだけならただ可愛かわいいだけだが、その数が尋じん常じようじゃなかった！　小さな卵の容積を無視して次から次へと溢あふれ出だしてくるもんだから、あっという間に視界が塞ふさがれてしまったのだ。

「ぬわっ!?　なっ、なにこれ!?　もふもふで気持ちいい……けど、苦しいっ!!」

　大量の猫がにゃあにゃあ言いながら俺にのしかかってくる。

　メルルーナちゃんは!?　彼女は大丈夫なのか？　そう思って隣となりに意識を向ける。

　すると、

「うひっ!?　いやああああっ！　わ、わわわたし、猫は苦手なのよぉぉ!!」

　彼女はもふもふの中に埋もれ、涙を流しながら錯さく乱らんしていた。しかも純情キャラが結構崩くずれた感じに……。

「あっちいけ、そぉい！　えっ、ぎゃあ!?　にゃんにゃん、にゃんにゃんがくるよほぉぉぉぉぉっ!?」

　こんな時に意外な弱点が判明したメルルーナちゃん。なんか猫にまつわるトラウマでもあるのか!?

　そんな彼女は猫を押し退けつつ、俺に抱だきついてくる。

　うはｗ、これはｗｗｗ。

　でもそんなことを思ってる場合じゃなかった。

「このっ！　このこの！」

　俺は手足や肩かたに乗ってくる猫型モンスターを払い除のける。

　すあまも近くの一匹ぴきに噛かみ付いたりして反はん撃げきしていた。

　でもメルルーナちゃんだけが恐きよう怖ふに脅えて、その場に屈かがんでしまっている状態。

　元から実装されてたのか、プログラムの影響なのか知らないけど、誰だれだよ！　こんなとんでもないアイテム考えたの！

　このアイテムを使ったナルミも、中身がこんなだとは思っていなかったようで……。

「うわあぁぁああぁ、何これ!?　でっ、でででで出すぎ!!」

　狼狽うろたえる声が猫に覆おおい尽つくされた頭上から聞こえてきていた。

　どうやらナルミ達たちがいるフロアまでニャン太くんが溢れかえっているようだ。

「うひっ!?　な、縄ほどいて！　はっ、早く！　はわっ!?　しっ、舌が!?　ザラザラした舌で舐なめ回まわさないでぇぇぇっ!?」

「そ、そんな事言っても、いっ、いやっ!?　舐めないでぇっ！　そこは……あんっ、いや……ぁぁんっ！」

　姫の悲鳴もここまで響ひびいてくる。

　なんだか艶なまめかしい感じがするのは気のせいか？

「だっ、大丈夫!?　今、そっち戻るから！」

　俺はまとわりついてくる猫の塊を掻かき分わけ、穴の壁をよじ登って再び元のフロアに戻ろうとする。しかし猫は増える一方で、かなりの重さと圧あつ迫ぱく感がのしかかってくる。

　そこで、リフトがガクンッと大きく揺ゆれた。

　それが切きっ掛けだった。

　ブチンッ

　そんな音がして、リフトを吊つっていたロープが全すべて切れたのだ。

　恐らく、大量の猫の重みに耐たえられなくなったのだと思う。

「っふぇ!?」

　気づいた時には足下を支えていたものが無くなっていた。

　そんな所だけ妙みようにリアルじゃなくてもいいのに！

　俺とメルルーナちゃんは重力に引かれて落下する。

　大量の猫型モンスターも空中に投げ出されていた。

「うっそおおおおおおおおおおおおぉぉおぉおっうおえいえっっ!?」

　大穴の中に絶ぜつ叫きようが木霊こだまし、魂たましいだけが置いてけぼりにされてしまったような感覚に陥おちいる。

　真下に広がる闇に吸い込まれるように落ちて行くが、一向に底が見えてこない。

　というか落ち続けるこの状態がなまじ時間がありすぎて恐こわくて仕方がない。

　気が変になりそうだ。

　くっそ、どうしたらいいんだ！

　底に激げき突とつするまでに助かる方法を思い付かなくては！

「メルルーナちゃ――」

　何か知ち恵えを貸して貰もらおうと落下中の彼女に尋たずねたのだが、

「ぼえー……」

　猫のショックで失神気味だった。

　これじゃ彼女に頼ることもできないし、手持ちのアイテムや魔ま法ほうでこの危機に対処できそうなものも無い。

　万ばん事じ休きゆうすなのか!?

　そう思った矢先だった。

「ふきゅぅぅぅ！」

「ん??」

　緊きん迫ぱくの場面で気の抜ぬけた鳴き声が俺の耳元を駆け抜けて行く。

　それは一いつ緒しよに落下していた雫の使役モンスター、すあまだった。

　白い毛玉は体を鋭えい角かくにして俺おれ達たちより先へ落ちて行く。

　何してんだ？　あいつは??

　奇き異いな行動に首を傾かしげていると、突とつ如じよすあまが目ま映ばゆい光を放ち始めた。

「なっ!?」

　眩まぶしさに思わず目を細める。

　光に包まれたすあまの体は見る見るうちに膨れ上がり、大穴を塞がんばかりの大きさにまで変へん貌ぼうを遂とげる。

　絨じゆう毯たんを敷しき詰めたような巨大な背。そこから延びた二枚の大たい翼よく。手足は木の幹よりも太く、鋭するどい爪つめが生えている。

　長い首と牙きば。

　そして獰どう猛もうさの中に優やさしさを含ふくんだような青色の瞳ひとみ。

　それらを備え持つ生き物に変貌を遂げたすあまの姿は、誰が見てもこう言うだろう。

「ホワイト……ドラゴン!?」

　あの可愛らしかった小さな毛玉モンスターは、わずか数秒で荘そう厳ごんな出いで立たちの竜りゆうへと成長していたのだ。

　そういや、あと経験値１０ｐｔポイントほどで、すあまがレベルアップするとかなんとか、さっき雫が言ってたなあと思い出す。

　猫に噛み付いてたし、恐らくそれで経験値が入ったんだろう。

　すあまはそのまま翼つばさを広げて減速する。

　すると大きな背中がぐんぐんと近付いてきて、落下中だった俺とメルルーナちゃんはその背に取り付くことができた。

　すあまドラゴンの背中にはよくある爬は虫ちゆう類るい的な鱗うろこは無く、ふわふわとした毛で覆われていて、とても柔やわらかかった。

　つまり、乗り心ごこ地ちが良い。

　そんな背中で揺られながら、俺達は穴の底に向かってゆっくりと降下して行くのだった。







＃04【メルルーナちゃんの現実リアルがヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　大穴の最深部と思われる場所に降り立った俺とメルルーナちゃん。

　そこは石壁に囲まれただけの特に何も無い場所だった。

　あるのはどこかへと続く通路の入り口が一つだけ。

　必然的にそこへ足を向かわせるより他無い。

　しかしながら、人の背せ丈たけほどの高さしかないその通路は、巨大なドラゴンになってしまったすあまには通とおり抜けることは不可能だった。

　とりあえず、ここで待っていてもらうしかないな。

「えっと、これから先は無理そうだから、ここに居てくれるかな？」

　伝わるかどうか不安だったが、すあまは長い首を垂れ、低い声でグルルと鳴いた。

　そのまま柱のように太い脚あしを折おり畳たたみ、地面に伏ふす。

　どうやら分かってもらえたっぽい。

　さて、ここから先はメルルーナちゃんと二人っきりだ。どんな事が待ち受けているのか分からないが、俺おれ達たちだけでなんとかしていかなければならない。

「じゃあ行こうか」

　当然のようにそう言ったのだが、メルルーナちゃんの反応が無い。

　どうしたのだろうと思って見たら、彼女は地面に突っ伏ぷしてダウン中だったのだ。

　まだ猫ねこの恐怖を引ひき摺ずっているみたい。

　だって、さっきから小声で、

「猫こわい、猫こわい……猫こわいおー……」

　と呟つぶやき続けているし。

　ここで何か気の利きいた言葉でも掛かけてあげられればいいんだけど、なんにも思い付かない。

　猫嫌ぎらいに対するフォローの仕方なんてどうすればいいんだ？

　一緒に落下してきた猫達は地面に激突する前に全部消失してしまったみたいだし、

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、〝猫〟なんてもういないよ」

　なんて言ったらいいんだろうか？

　いや、それじゃ思い出させてしまうだけだろうな……。猫というキーワード自体がヤバそうだから。

　あんなに可愛くて、もふもふのどこに嫌きらいになる要素があるんだろう？　でもまあ猫好きの俺でも押し潰つぶされんばかりの量はちょっと勘かん弁べんかな？

　とりあえずここは、時が解決してくれるのを待つしかないか。

　彼女が落ち着くまで様子をみよう。

　そんなわけでしばらく時間がかかりそうだ。

　なので俺は、少しだけ通路の先を一人で確かく認にんしてみる事にした。

　アーチ状に空いた横穴的通路の入り口に向かって歩くと、この広い円えん筒とう形けいの空間にカツーンという靴くつ音おとがかなり大きく響く。

　なるべく音を立てないように近付き、入り口横の壁に張り付いて通路の奥おくをのぞいてみると、先は真っ暗で何も見えなかった。

「結構、長そうだなあ」

　独りごちてしまった時だった。

『そうでもない、区画にしてあと２ブロックほど』

「へーそうなんだーってうわあっ!?　雫しずく!?」

　いつの間にか、またもやあのゴロチュウ雫が目の前に立っていたのだ。

　彼女に気づく前にナチュラルにボードを読んでしまってたよ。

「なっ、なに？　どうやってここに??」

『ポイント座標を指定すればどこでも現出は可能』

「意外に便利なんだね」

『そうでもない、ここまでやるのに相当の手間が掛かる。なのにもかかわらず不安定＆行動制限有り。これでは割に合わない』

「なるほど……」

『それにこれでも一応囚とらわれの身』

「そういえば、そうでした」

　言ったらムッとされた。

　いやあ、こうして目の前にいられると、そんな気がしてこなくなってしまうから不思議だ。

「で、どうしたの？　何かあったとか？」

『強しいて言えば、リエルに会いたくて』

「……」

『リエルを舐めたくて』

「余計酷ひどくなった!?」

『リエルを――』

「それ以上、言わなくていいからっ!!」

　この場合、正確には書かなくていいからか？

　とにかく何を言い出すか分からないし、どんどんエスカレートしていくのは目に見えていたから、その前に止めといた。

『かーわーいーいー』

「うっさい！」

　ちょっと顔が熱い気がするが気のせいだ。うん、気のせい。

『ところで、すあま、役やくに立った？』

「え？　ああっ、助かったよ！　超ちよう役に立った！　ありがとう」

　急に話が飛んで一瞬なんの事だか分からなくなったが、ピンチを救ってくれたすあまの事を思い出して素す直なおに礼を述べた。

　そうしたら今度は雫のほうが照てれ臭くさそうにしていた。

『お礼は？』

「いや……だから今、ありがとうって……」

『お礼を要求する』

「要求って……なんだか嵌はめられたような気がするんだけど……。それで、お礼って何が欲ほしいの？　あげられるものっていったらアイテムくらいしかないけど」

『キスが欲しい』

「っと!?　そ、そそそれは無理!!」

『チュウが欲しい』

「言い方換かえただけだから！」

『接せつ吻ぷんが欲しい』

「だから！　換えただけだと……」

『美み咲さきとはしたのに？』

「う……」

　痛い所を突かれて、ぐうの音も出なくなる。

「でも」

　そう言いかけたところだった。彼かの女じよが言葉を被せてくる。

『でも本当に欲しいものは、ただ一つ』

「な、何？」

『リエルの心です』

「うおいっ！　……って、ボケが微び妙みようすぎて反応に困るなあ……」

　そう言いながら苦笑いをしていると、雫が真剣な目で俺を見ていることに気がついた。

　いつも伏し目めがちの彼女が、真まっ直すぐに視線を合わせてくるなんて、とても珍めずらしい事だからすぐに分かった。

　不ふ審しんに思った俺は、

「どうしたの？」

　と尋ねる。それでようやく彼女は元の彼女に戻もどって、ゴロチュウフードの端を両手で引っ張って顔を隠してしまった。

　なんだこの反応は。俺はどうしたらいいんだ？

　この状態が長く続き、対応に倦あぐんでいると……そういえば雫は何か用があったんじゃないかと思い出した。

「それはそうと……結局のところ何か用事があって現れたんでしょ？」

　俺が聞くと、彼女は顔を上げた。

　だが、その表情は先さき程ほどより少し硬かたくなったように見える。

『現在とある作戦を進行中』

「作戦？」

『この世界を元に戻す為ための作戦』

「えっ、何か良い方法があるの？」

『ノイエがこのまま易やす々やすとリエル達を核コアの場所まで辿たどり着つかせるはずが無い』

「それはまあそう思うけど……」

『最終的にはリエルの前に必ずノイエが現れるはず』

「そんな気はする……」

『その時にリエルにお願いしたい事がある。作戦はそれだけ』

「それだけって……どうしろと??　具体的に言ってくれないと」

『現在、内部インターフェースを使用してフィードバックプログラムを解かい析せき中。その結果次し第だい』

「ほう」

『時がきたら私が合図する』

　何を画策しているのか気になるが、彼女も彼女なりにこの世界を元に戻そうと頑がん張ばってくれているんだな。

　メルルーナちゃんもそうだけど、俺以外に正常だった頃ころのゼクスを知る者がいるだけで心強いし、少し安心する。

「じゃあその時の合図の方法を決めとく？」

『その時間も無いみたい』

「え？」

　見れば、また雫の体がノイズをまといながら消え始めていた。

　この状態を長く保つのも結構大変らしい。

『また不安定に』

「うん分かった。あと無理しないで」

　手短に伝えると、彼女は乾いた笑みを残して――すぐに消えてしまった。

　消失する寸前に見せた、寂さびしげな瞳が少し気き掛がかりだったが、思い過ごしだろうか？

　さて――

　とにもかくにも俺達も先を急がなきゃ。

　雫が待っている。

　ああ、そういえば……そろそろメルルーナちゃんも落ち着いたかな？

　そう思って、すあまが伏している傍そばに目をやると、体をもたげて辺りをキョロキョロと見回している彼女が目に入ってきた。

「メルルーナちゃん、大丈夫？」

　俺はすぐさま彼女の下に駆け寄った。

「えっ？　ああ……もう平気です」

　彼女はまだ座すわり込んだままだったが、完全回復といった感じで朗ほがらかな笑みを見せてくれた。

「でも、ここまでに色々あって、ちょっと疲つかれちゃいました。もう少しだけ休ませてもらっていいですか？　五分くらいでいいですから」

「それは別に構わないけど」

「じゃあ、リエルさんも隣にきて少し休みませんか？　この先そういう事も出来なさそうですし」

　彼女の言う通り、もう少しで目的地に辿り着こうとしているが、多分そこには簡単にはいかない何かが待ち受けていると考えるのが普ふ通つうだろう。

　だったらここで少し気力を回復しておかないと。

「そうだね。じゃあちょっとだけ」

　そう言って、俺は何気なく彼女の隣に腰こしを降ろした。

　ここは城の最深部なだけあって、とても静かだった。

　薄うす暗ぐらく、何も無い殺風景な場所。

　そんな石壁だけの空間に、ゼクスのアイドルと呼ばれるメルルーナちゃんと二人きり。（すあまがいるけど）

　それだけでも、なんだかちょっと意識してしまうというのに、彼女はあろうことか俺の方に体を寄せてきた。

　肩と肩が当たる。

「ごめんなさい」

「え？　何??」

　唐とう突とつに彼女に謝あやまられたものだから肩が触ふれてしまった事に対してだと思ってしまった。

　でも、そうではなかった。

「私、まだちゃんとリエルさんに謝ってないと思いまして。巻き込むつもりでやったのになんだって話ですが……巻き込んでごめんなさい」

　彼女はフィードバックプログラムを発動させてしまった事を言っているのだろう。

「でも、それってノイエに騙だまされてたんでしょ？」

「ええ、結果的にはそうなんですが……でもリエルさんに迷めい惑わくをかける事を前提に行ってたってことは確かですから……」

　そこで俺の中に疑問が生じた。

「そういえば前にも聞いたかもしれないけど、メルルーナちゃんて、どうしてそのプログラムを発動させようと思ったの？」

「……えっ!?」

　彼女の体がビクンとなったのが触れている肩を通して伝わってきた。

「それは……ですね……」

　なんだかとても言いにくそうにしている。

「別に言いたくなかったら無理には聞かないけど」

「いえ、大丈夫です。ここでリエルさんにそれを言わないと、ちゃんと反省していることにならないですから」

　誠実なんだね。とは口にはしなかった。

　僅わずかな間が空いて、意を決したのか彼女は口を開く。

「えっとですね……自分の思考を操作してまで私がヴァーチャル世界に没ぼつ入にゆうしたかった理由は…………〝働きたくなかった〟からです」

「ん？　え？　なんて??」

　何かの聞きき間ま違ちがいかと思って聞き返してしまった。

「働きたくなかったんです！　世間では〝働いたら負け〟とか良く言うでしょう？」

「いや、どうかな……？」

　メルルーナちゃんは恥はずかしそうに頬ほおを染めていたが、俺はふと思った。

「あれ？　でも〝働きたくない〟とか言うってことは、メルルーナちゃんて、もしかして……社会人!?」

「えっ？　ええ、そうですよ」

「なっ、なんですとっ!?」

　俺はてっきりアバターの見た目通り、リアルのメルルーナちゃんもロリロリの女の子かと思っていたのだが、違ちがうのかぁぁぁっ!?

　でも、きっと社会人は社会人でも、見た目は超ちよう幼おさない感じのロリＯＬさんだったりするんだ、きっと。

　うん、そうだ、そういう事にしておこう。

「おかしいですか？」

「いや、おかしくはないけど、こっちにもイメージというものが……」

「はい??」

「あっ……違う違う、なんでもない」

　メルルーナちゃんはきょとんとしていたが、すぐに気を取り直す。

「話が脱だつ線せんしてしまったので元に戻しますね」

「うん」

「えっと、なんでしたっけ？　あ、そうだ。こんな私でも昔はちゃんと会社に就職して働いてたんですよ」

　昔ってのがいつなのか気になるが、まあいいか……。

「でも、そこにむかつく上司がいたりとか、人間同士の摩ま擦さつとか、仕事も何の為に毎日こんなことしてるのかなーなんて思い始めちゃいまして、思い切って辞やめたんですよ。それで働いていた時に貯ためたお金で一いち念ねん発ほつ起きしてお店を開いたんです。自分のお店なら自分のペースで自由に仕事ができると思って……でもそれは甘い考えでした」

「えっ、自分のお店なんて持ってるの!?」

　メルルーナちゃんのやってるお店ってどんなのだろう？

　イメージ的にはお花屋さんとか？

　ケーキ屋さんとか？

　色々想像して楽しんでいた俺とは逆に、当の本人の表情は暗い。

「カフェを少々……」

「カフェ？　それは普通にすごいと思うよ」

「そんな事ないですよ。だってなんにも知らない素人しろうと同然の人間が始めたお店ですよ？　そんなのお客さんだってわざわざ来たいとは思わないですし、お店として存在してないのと同じです」

「どんなお店なのかは知らないけど、何もそこまで卑ひ下げすることはないと思うよ？」

「現状を見れば分かります。実際、お店の売り上げはずっと底辺を這はっている状態で運営も厳しいです。どうしたら良いのかも分からないし、頼れる人もいない。そのうちに現実リアルから目を背そむけるようになって、ゲームに逃にげる毎日が続いてました。特にゼクスヴェルトオンラインは私の逃とう避ひを受け入れてくれる最良の存在で、すぐに入いり浸びたるようになったんです。そんな時でした。ノイエさんに会ったのは」

　彼女は脚を自分の方へ引き寄せて膝ひざを抱かかえる。

「その時彼かれに、嫌いやな現実を忘れてしまえる素す晴ばらしいプログラムがゼクスに隠かくされていると教えられたんです。私はそれにすぐ飛び付きました。ゼクスの世界に没入できれば苦しい現実を見なくて済むと思ったんです」

　偉えらく重い話になってきて、俺はどうフォローしていいのやら悩なやむ。

「でも結果は知っての通りです。まんまと騙されてしまいました。馬ば鹿かですよね」

「いや、メルルーナちゃんは悪くないと思うよ。苦しいところにつけ込んできたあいつが悪いんだし」

　そこでなぜか、今まで消しよう沈ちんしていた彼女の顔に僅かな笑えみが灯ともった。

「ふふっ」

「えっ、何？　どうしたの??」

「いえ、ちょっと思い出したのです。うちのお店にいるバイト君もそういう優しい台詞が言える人間だって」

「バイト!?　バイトが雇やとえるくらい余よ裕ゆうがあるなら大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？」

「そうでもないです。これでも結構ピンチなんですよ。でも、彼が居てくれたからここまでやってこれたんだと思います。良いバイト君に恵めぐまれたのは幸運でした」

　バイトと聞いて、俺は今自分が雇ってもらっている喫きつ茶さ店てんの事を思い出す。

「そうそう、自分もリアルでは喫茶店でバイトをしてるんだけど、そこのマスターのちゃらんぽらんさときたら酷いもんだよ？　いっつも仕事を押おし付つけてくるし、本人は遊んでばっかだし。でも、あんなお店でもちゃんと常連さんとかいて、食べ物もすごく美味おいしいし、それなりになんとかなってるから、だからメルルーナちゃんの所もきっと大丈夫だよ」

　俺がそう言うと彼女はしばらく沈ちん黙もくした後、こちらに淡あわい笑みを向けてくる。

「ありがとう」

「ん？」

　礼を言われたが、なんか変な感覚がした。気のせいか？

「ああ、そうそう、自分も結構マスターにあれこれ頼たのまれて大変な思いをしてるけど、それなりに楽しくやってるんだよね。メルルーナちゃんは、うちのマスターと違ってそのバイト君を超ちよう信しん頼らいしてるみたいだし、それなら口にしなくても相手にもその思いはどこかでちゃんと伝わってるはずだから、頼れる所はそのバイト君に頼ってもいいんじゃないかな？　きっと力になってくれるはずだよ」

　そこで急にメルルーナちゃんは自分の膝に顔を突つっ伏して動かなくなってしまった。

「どうしたの……？」

　心配になって背中から声を掛けると、彼女はかなり間を置いてから顔を上げた。

「ううん、なんでもない……」

　何かを隠すように俯うつむき加減だったが、その顔は確かに微ほほ笑えんでいた。

「じゃあ、頼ってみましょうかね」

「うん、そうしてみるといいよ」

「そういえば私、今はノイエさんへの復ふく讐しゆうに燃えているのでした！　この復讐心があれば何でもできる気がします！」

　彼女は胸の前で拳こぶしを握にぎり締しめた。

「なんか違う気がするけど……まあ、いっか。それはそうと、休きゆう憩けいも取れたと思うし、そろそろ出発しようか？」

「そうですね」

　俺達は揃そろってその場から立ち上がる。

　少しばかり衣服の乱れを整えると、核コアへと続く通路に向かって歩みを進める――はずだったのだが、一歩足を出したところで呼び止められた。

「ちょっと待って下さい」

　振ふり返かえるとサクランボみたいに赤い顔をしたメルルーナちゃんがいた。

「ん？　まだ、何か？」

「ええ、ちょっと忘れ物を」

「忘れ物？　そんなのどこにふぅっ!?」

　不ふ意い討うちは何度訪おとずれても対処できるものじゃあない。

　だから不意討ちなのだ。

　端はなからそんな事、考えもしてなかった。

　彼女が可愛らしく顔を前に突き出してきたと思ったら、そうなっていたんだから。

　ここがヴァーチャルだとは思えない。それほどまでに感じる柔らかい感かん触しよく。

　それが唇くちびるにあった。

　眼前には瞼まぶたを閉じた幼顔と、鮮あざやかな碧みどり色を湛たたえる前まえ髪がみが数本、揺れていた。

　そう、俺とメルルーナちゃんはキスをしていたのだ。

　塞がれた口元から僅かに漏もれる吐と息いき。

　余よ韻いんを残して、俺達はどちらからともなく離はなれる。

「っと……メ、メルルーナちゃん？　こ、これは……??」

「ふふっ、忘れ物ですっ☆」

　口元に人差し指を当てて悪戯いたずらに微笑む彼女。

　どんな忘れ物だっ!?

　ってか、あれ？　そういえば俺の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳが反応しないぞ？

　これはどういう事だ？

　ヴァーチャルだから？　それとも、見た目には女の子同士のキスだったから??

　理由は分からないが、俺はゼクスのアイドルで憧あこがれである彼女と……その……あの……してしまった!!
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「どうしたんですか？　リエルさん。ぼんやりしちゃって」

「い……いや、ぼんやりもするでしょ！　メルルーナちゃんこそ、どういうつもり!?」

「どういうつもりって、見たまんまですよ。私の気持ちを伝えただけですっ☆」

　うおーなんだこれは！　嬉うれしいはずなのに、そうじゃないような……良く分からない変な感覚。

「あんまり伝わりませんでした？　それならもう一度しますけど？」

「ふぇっ!?　いいっ！　もういいからっ！」

「遠えん慮りよしなくていいんですよ？　ほら」

「ええぇっ!?」

　メルルーナちゃんのちっちゃな口元がまた近付いてくる。

　対した俺は、避よけるように後あと退ずさり、手を前に伸のばして彼女を制止する。

「今はそんな事してる場合じゃないでしょ！　もうっ、先行くよ」

　俺はくるりと身を翻ひるがえし、スタスタと早足で歩き始めた。

「ああっ、リエルさん!?　まっ、待って下さいよー！」

　慌あわててメルルーナちゃんが追ってくるのが分かったが、俺は歩む速度を弛ゆるめはしなかった。







＃05【勇者王がヤバすぎてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　大穴の底部から横に延びた通路。

　そこを核コアを目指して進んでいた俺とメルルーナちゃん。

　狭せまい通路は一本道で迷いようが無く、また罠わならしいものも全く無かった。

　上にはあったモンスターの気配もここには無いし、その静けさが逆に不気味だった。

　通路は二度ほど大きめの空間を通過したが、まだ突き当あたる気配が無い。

　雫しずくが言ってた通り、２ブロックほど先に目的地があるのだとすれば、もうそろそろ何か見えてきてもおかしくは無いのだが……。

　そう思っていた時だった。




「これどうなってんの!?　誰だれかいないの？　早く出してよ！」




　突とつ然ぜん、通路の先からそんな声が響ひびいてきたのだ。

　しかも、この声は――

「まり緒おの声だ！　この先にいる！」

　それで俺達の足取りは自然と速まった。

　通路を走ると、ものの数十秒で開けた場所へと出た。

　そこには地下とは思えない巨きよ大だいな空間が広がっていた。

　入り口から繋つながる壁は緩ゆるやかに弧こを描えがいているが、伝った先が闇やみに消えていて全体を見通せない。

　ただフロアの中心と思おぼしき場所にぼーっと淡い光を放つ物体があった。

　俺とメルルーナちゃんは用心しながらその光源に近付いて行く。

　すると次第にその光の正体が露あらわになってくる。

　そいつは地面に突き立てられた、柱のように太い水すい晶しよう石だったのだ。

「ここが……核コアなの？」

「これより先には道は無いみたいですし……そうかもしれません」

　彼女がそう囁ささやいた直後、

「もーうっ、いつまでこうしてればいいの？」

　どこからともなく、さっきの声が聞こえてきた。

　俺とメルルーナちゃんは背中合わせになり、辺りを警けい戒かいする。

　するとまた、

「まり緒、足痛い！」

　俺は声のしてくる方向を捜さがす。

　そのうちに別の声も混ざってきた。

「さっきから、うるさいにゃん！　ちょっとは静かにしてられないのかにゃ！」

「は？　この状じよう況きようで静かにしてればなんとかなるとでも言うの？　それに、うるさいっていうのなら、あんたの《にゃんにゃん》言ってる声の方がうるさいよ」

「にゃ!?　これはリコッタの普通のしゃべりにゃりよ！　そんな事言うならそれはニャニャ星人全体を侮ぶ辱じよくしたことになるにゃん」

「何がニャニャ星人よ。ニヤニヤ星人の間違いじゃないの？」

「ニヤニヤって、なんだにゃん？」

「あんたいつも何か思い出しては一人でニヤニヤしてるでしょ？　そういう事。キモいんだよねアレ」

「そんな事してないにゃ！」

「あーわたし、リコッタちゃんのそれ、よく見かけますよー。ちょっと引くくらい恐こわいですよねー」

「にゃにゃ!?　ましゅーまでそんにゃ！」

「そんな事どうでもいいから、あんた達たちあんまり動かないでくれる？　ただでさえ狭いんだから。特にましゅー、あんたのそのデカイ胸が超ちよう邪じや魔まなんだけど？　どうにかしてくれる？」

「えええっ!?　ひっ、姫ひめちゃん酷いです！　そんな自分が負けてるからって……あんまりですー」

「っ!?　そんな粗そ末まつな肉、全然羨うらやましくなんかないわ！」

「粗末って何ですかー？　これの事ですかー？」

「近付いてこなくていいから！　押し付けないで！　苦しいでしょ!?」

「にゃぎゃあ潰れるにゃん！」

「馬ば鹿か猫ねこうるさい！　耳元で叫さけばないで！」

「うるさいのはまり緒のほうにゃり！」

　何やってんだ……あいつら。

　俺は頭上に声の主を発見した。

　天てん井じようがあるのかさえ分からない深い闇が広がっているだけの上方の空間。

　そこから鎖くさりで吊つるされた立方体の檻おりがあった。

　一辺が２メートルあるかないかのその檻の中にまり緒、リコッタ、ましゅー、姫の四人が寿す司し詰づめ状態で押し込まれていたのだ。

　とても身動きできる状態でないのはここからでも見て取れる。

　そしてなぜか、その檻の上にロープで体をぐるぐる巻きにされたナルミが括くくり付けられているのも確認できた。

「くそ、なんで僕ぼくまでこんな事に！　意味が分からないよ」

「うわ、しゃべらないでよ！　男おとこ臭くささが飛んでくるでしょ!?」

　まり緒が過か剰じよう反応して檻の上のナルミに文句を言う。

「失礼な！　これでも僕は女だ！　……って、あれ？　今なんでそんな事を口にしたんだ僕は」

「いいから黙だまってて！」

「なっ!?」

　みんな元気そうだが…………捕とらわれてしまったんだな……。

　そんな彼かの女じよ達に向かって、

「おーい……」

　口元に手を添そえて、上に向かって囁く。

　すると最初に気づいたのはまり緒だった。

「あっ、リエルだ！　おーい！」

　それはすぐに連れん鎖さして、

「えっ、どこどこ？　どこよ？」

「にゃ!?　ほんとにゃん、リエルにゃん！」

「リエルちゃん、お久しぶりですー」

　なんてな感じでみんな緊きん張ちよう感無く、俺に手を振っていた。

「とりあえず、みんな無事で良かった」

「そうでもないですよー？」

　そう答えたのはましゅーだ。

「落とし穴に落ちたと思ったら、それがまたものすごーく長い落とし穴だったんですよー。何しろ今の今まで落ち続けてたんですからー」

「そ、それは大変だったね……」

「大変って言ったらあたしの方が大変だったわよ！」

　割り込んできたのは姫だった。

「あの後、猫ねこに舐なめ回まわされて大変だったんだから」

「うんうん」

　ナルミも檻の上で同調するように頷うなずいていた。

「甘あまいにゃん。リコッタ達なんかもっと大変だったにゃりよ。ねえ、まり緒」

「そうそう、まり緒達は城に入った所でもう王国騎き士し団だんが待ち構えていて、死ぬほど料理作らされて大変だったんだから」

「なぜかリコッタも手伝わされたにゃり」

　こんな所で〝大変だった自じ慢まん〟が始まってしまったので、ここらで話をまとめよう。

「で、みんななんで、今はこんな事になってんの？」

「「「「「さあ？　気づいたらこんな事にｗ」」」」」

　声を揃えて同じ答えが返ってきた。

「まあいいや……とにかく今助けるから、ちょっと待ってて」

　俺おれはどうにかしてあの檻を下に降ろせないものかと、辺りを探さぐる。

　と、そこに傍にいたメルルーナちゃんが声を掛かけてきた。

「リエルさん、あれ」

「え？　何？」

　彼女が指差したもの、それはこのフロアの中心に立っている水晶石の柱だった。

　そこにそれがあったことは、ここに来てからずっと気づいていたが、その水晶の中に封ふうじ込められているものの存在までは気づいていなかったのだ。

　改めて水晶を見直すと、透とう明めい度どの高いその石英の柱の中に人の姿が浮うかび上あがった。

　バランスの取れた、すらっとした躯体くたいと長い黒くろ髪かみ。

　少しきつめだが均整の取れた面おも立だち。

　それらが水晶石の中で時を止めたように静止していた。

「まさか……雫!?」

　俺は慌てて柱に駆かけ寄よった。

　獣使いビーストテイマーの装備を身に付けたままの彼女は、瞳ひとみを閉じて眠ねむるようにそこにいた。

　それはまるで氷付けにされた、眠り姫のようだった。

　さっきまでゴロチュウ姿の彼女と呑のん気きに会話をしていたから、眼前の姿とのギャップが埋うめられないでいる。

　核コアっていっても、隔かく離り部屋みたいな所で、淡たん々たんと内部インターフェースのキーボードを叩たたいている。そんな雫の姿を勝手に想像していたから。

　現実は身動きさえ出来ない、石の牢ろう獄ごくに捕らわれていた。

　その無む惨ざんな姿に俺おれは息が詰つまりそうになる。

「今、出してあげるから！」

　返答があるわけがないが、中の雫にそう伝える。

「……」

　そういえば、どうやってこの中から救い出せばいいんだ？

「メルルーナちゃん、これの解放の仕方って？」

「それが……私にも分かりません」

　もしかして……と思ったが、やはり予想していた通りの答えが返ってきて俺は愕がく然ぜんとした。

　ここまできて、そんなオチか……。

「すみません、お役に立てなくて……」

「いや、メルルーナちゃんは悪くないよ。それより今はこれをどうするか……」

　何か手立てはないのか？

　もういっそ、単純にこの水晶ごと打うち砕くだいたらいいんじゃないか？

　それで行けそうな気もするし。

「よし、試ためしてみよう」

　俺は手持ちの杖ワンドを水晶柱に向かって構える。

「リエルさん!?　何を!?」

「メルルーナちゃん、ちょっと下がってて。破は壊かいしてみる」

「それは――」

　彼かの女じよが俺に何か言おうとした時だった。

「それは、止めておいたほうがいいですよ」

　メルルーナちゃんの声に被かぶせるように別の声――しかも男の声がした。

「!?」

　俺達は声のした方向へ振り向むく。

　そいつはこのフロアの奥おくに広がる深しん淵えんの闇から現れた。

　薄暗い中で鎧よろいの端はし々ばしが歩みを進める度たびにキラリと光る。

　その姿は、兜かぶとから足先までを覆おおうＧＭ専用アーマー。

　頭上には無論――ノイエヴェルトのネームが浮いていた。

「……ノイエ！」

　必ず出てくると思っていたが、いざ相対してみると戸と惑まどいは隠せない。

「ピキピキピキーン！　そろそろ来る頃かと思ってましたよ。ああ、そういえばそれ！」

　ノイエはＧＭの時とは違う軽い口調で俺の杖ワンドを指差す。

「そんな事したら大変なことになってしまいますが、いいのですかな？」

　彼の表情は鉄仮面で覆われていて見えなかったが、軽かろやかなそのしゃべりから半笑い気味であるように思う。

「大変なこと？」

「そうですよー。核コアを叩き壊こわそうものなら、中にいる雫氏まで砕け散ちってしまいますからねえ。それはもう大変ですよ？」

「なっ!?」

「アレは見た目アバターの形を取ってはいますが、今は世界を安定させる為の精神の塊かたまりみたいなものになっているわけで、破壊などしたら、リアルの雫氏の心が破壊されてしまいかねないですから。くくく……」

　なんてこった！　もうちょっとで攻こう撃げきを加えてしまうところだったじゃねえか！　危ねえ！

　しかし、これからどうする？

　雫をあそこから救出する他ほかの方法は無いのか？

　ノイエならそれも知っているのかもしれないが、だからと言って問とい詰めたところで奴やつが口を割るとは到とう底てい思えない。

　どうしたらいいんだ？

「ふふふ、今、必死にどうやったら僕から情報を引き出せるか考えていますね？　リエル」

「……むっ」

「そういうところがまた可愛かわいいのでありますー！　でも無む駄だですから。諦あきらめて私のモノになればいいと思いますよ。さあ、もっとこっちにきて――」

　その彼が手て甲こうに包まれた手を伸ばしつつ、近付いてくる。

　俺はそれに合わせて、ジリジリと後退した。

「ちょっと！　そこの腐くされ色いろボケ魔ま王おう！　止まりなさいよ!!」

　突とつ如じよ、上方からそんな声が上がった。

　見上げると、先さき程ほどの吊された檻の中で姫が吼ほえていた。他のみんなも鋭するどい眼光をノイエに向けている。

「なんですか？　騒そう々ぞうしい。邪じや魔まをしないでくれますかねえ？　しかもこの僕を魔王呼ばわりとは聞き捨てならない」

「とにかく、あたしのリエルに近付かないでって言ってんの！」

「ガハハ、そんなこと言ってもそこに居てはどうにもならないでしょう。まあそこでゆっくり見てて下さいよ」

「むっ……リエルの髪かみの毛け一本でも触れてみなさい？　あたしが許さないわよ！」

「ほう、どう許さないのか教えてくれませんか？」

　すると苛いら立だちが頂点に達した姫が訳の分からない事を言い出した。

「許さないというか、あんたはもう死んでいるのよ」

「それはどういう意味でありますか！」

「リエルに手を出そうとした時点で死を覚かく悟ごしたものと見なされるってこと」

　これに他のメンバーも触しよく発はつされたのか意い気き揚よう々ようと続ける。

「そうだよ！　まり緒が今から、ぎったんぎったんにのしてやるんだからっ！」

「死亡確定にゃりー」

「ですねー。でもーどんな殺し方がいいですかねー？　私は一番苦しいのがいいと思うんですがー」

「そんな事はどうでもいいから、ここから降ろしてくれるかなー？　記き憶おくが確かなら僕って王国騎士団だよねー？」

　みんなそれぞれにギャーギャー喚わめき立たてるもんだから、檻が空中でぶらんぶらん揺ゆれていた。

　これに業ごうを煮にやしたノイエは、少し低い声で言う。

「ほんと、うるさいですなあ……これはちょっと黙っていて貰もらいましょうかね？」

　彼は右みぎ腕うでを軽く横に振った。

　途と端たん、彼女達の声が消失した。

　檻の中が大量のスライムで満たされたのだ。

　やがて無数のスライムは檻の形に合わせて一つに融ゆう合ごうする。それはまるで巨大なゼリーのよう。彼女達はその中に埋められてしまっていた。

（（（（（ぐぼぼ……）））））

　呼吸がままならないのか、みんな息苦しそうに悶もだえている。

「いやー静かになった。黙らせるのにはこれが一番でありますなあ」

「何をやったんだ!?」

「ああ、この力ですか？　この世界では僕が神ですから、なんでも思うようにできますよ」

　そういえば、ここに来るまでの道程も城の中だというのにモンスターで満たされていた。彼は魔ま物ものまでも自在に操あやつれるらしい。

　それはともかく、今は姫ひめ達たちを助けなきゃ。

　俺は手にある杖ワンドを見み詰つめてから檻を見上げ、悩む。

　遠えん距きよ離り系の攻こう撃げき魔ま法ほうを持たない聖職者クレリツクにはあの高さにあるスライムを打ち払はらうことができない。

　何か良い手は……。

　急がないと……！

　そこで唐とう突とつにノイエが俺の背後を指し示した。

「あと、そこ。おいたはいけませんね」

　なんだ？　と思った次の瞬しゆん間かん、耳元で空気が震しん動どうするような音がした。

　ブンッ

　彼が手を前にかざした直後、俺の後ろで悲鳴があがった。

「きゃっ!?」

　振り向けばメルルーナちゃんの小さな体が宙を舞まっていた。

　彼女は地面に叩き付けられ、同時に持っていたステッキから魔ま法ほうの光が泡あわのようになって消失するのが見えた。

「メルルーナちゃん!?」

　俺は彼女の下に駆け寄り、抱だき起おこす。

　するとメルルーナちゃんは、か細い声で、

「すみません……あのスライムに攻撃を仕し掛かけようとしたのですが……失敗です」

「いや、いいんだよ。それより大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ」

　そう言って、彼女は自分の足で立った。

　そこへノイエが解げせないといった様子で肩かたを竦すくめてみせる。

「二人共、何をそんなに必死になってるんでありますか？　彼女達は死んでも、どうせすぐに生き返るのは知っているでしょう？　ここはそういう世界ですよ？」

　彼の言う通り、ここはヴァーチャル世界だ。たとえフィードバックプログラムの支配下であったとしても、死ねば記録した復活ポイントに飛ばされるだけ。そこでまた生き返る。

　でも、そんな簡単な事じゃないんだ。

　今のこの世界はみんなが現実リアルだと勘かん違ちがいしている。

　だから苦しみ方だって、現実のように辛つらく、必死で……だから、とても見ていられないのだ。

「ほら、そんな事している間にそろそろですよ」

　ノイエは楽しげに檻を見上げていた。その相そう貌ぼうは分からないが口調から愉ゆ悦えつが滲にじみ出でていた。

　姫、ましゅー、リコッタ、まり緒、そしてナルミ。

　スライムに包まれた事による継けい続ぞくダメージにより、彼女達の頭上に表示されているＨＰゲージがレッドゾーンに至り、今まさに尽つきようとしていた。

　そして遂ついにＨＰが――ゼロに。

　檻の中に霧む散さんする光の欠片かけら。

　ボス部屋などで発動する強制退出が働いて、彼女達の体は粒りゆう子しとなって砕け散ったのだ。

「……くっ」

　俺は思わず目を背けた。

　そしてそのまま跳はね返すようにノイエを睨にらみ付ける。

「今すぐプログラムを停止させて、この世界を元に戻もどすんだ。ノイエ！」

　仮面の下から嘲あざ笑わらうような声が聞こえてくる。

「くくく……リエル、この状況で君が僕に命令できるような立場にあると、本気でそう思っているのですか？」

　俺だって素す直なおに奴が言うことを聞くだなんて端から思っちゃいない。

　だったら――

「そうは思ってない……。でも――抗あらがうことはできる」

　俺は傍そばにある水晶柱に――杖ワンドの先を突き付けた。

「おやおや？　自分で何をしているのか分かっていますか？」

「もちろん」

　無論、こいつをこのまま砕けば、中の雫も無事では済まされない。でも、それはノイエにとっても避けたい事。

　なら、こうするより他は無い。

　これは駆け引ひきだ。

「雫一人の犠ぎ牲せいで他の多くのプレイヤーが助かるなら、この際それもありだと思う。お前の選せん択たく肢しは無血の解放か、一人の犠ぎ牲せい者しやを出して解放か、そのどちらか。リアルでの罪の重さを考えれば迷う理由も無い」

「ほほう、ならどうぞ」

　ノイエは水晶柱に宛あてがった俺の杖ワンドを顎あごで指し示しながら言った。

　杖ワンドを掴つかむ俺の指先は、あまり力が入らない。

「どうしました？　やらないのですか？」

「……」

「できるわけないですよねー。リエルは優やさしいですからねえ。本気でないのはバレバレですよー」

　全部見み透すかされていた。

　沈黙がよぎる。

　思い切って行動を起こしてみたが、何の役にも立たなかった。

　それに相手の表情が読み取れない。こういう時に仮面ってのは邪魔だ。

　俺はノイエに詰きつ問もんする。

「ここは、そこまでして保ちたい世界なの？」

「それは前にも言ったじゃないですか。この世界は僕の理想の女性であるリエルたんと添い遂とげる為ために必要なんですよ。彼女はゼクスにしか存在しないのですから、この世界を現実にするしかないじゃないですか！」

「ほっ……本当にそれだけの理由で……ここまでの事をしたの??　他に何か理由が有るんじゃないの？　リアルの人間だってもう気づき始めている人達がいると思うよ。そうなったら大おお騒さわぎじゃない。ただ事では済まされないよ？」

　僅きん少しようの間。

「だからなんだと言うんだ？」

　ノイエの口調がその一いつ瞬しゆんだけ硬こう質しつなものになる。

「何かしらの才能や境きよう遇ぐうを最初から持っている人間はいいですよ？　でも、何も持っていない人間にとっては現実リアルなんてクソゲーなのでありますよ。リエルだってそうでしょう？　女性耐性不全症候群ＦＥＤＳなんていう厄やつ介かいな体質のせいでリアルなんてもうこりごりなのではないですか？　口ではなんだかんだと文句を言いますが、リエルも本心ではこのような世界を望んでいるはずなんですよ。クソゲー人生を歩んでいる者にとってこのプログラムは最高のプレゼントに成り得るんですからねえ」

　俺は頷いた。

「確かにゼクスの世界は最高だよ？　ずっとここに居たいくらい。でもね、自分が大好きなゼクスはみんなが笑え顔がおでいられる、そんな世界なんだ。こんなのはノイエ、お前だけが望んでいる世界でしかない」

「ぶはっ、ぶははは」

　突如、笑い始めた彼かれ。

　なんだ？　どうした？

「いや、すまないのであります。リエルの言う通りです。そもそもこの計画は僕が望む世界を好きなように、身勝手に作つくり替かえる事が目的。君のリアルの事情など、どうでもよかったのです。元はといえばそこの核コアにはリエルが入っているはずだったのですから。端から君が望む、望まないは関係無いのでした。僕はリエルを一方的に愛めでられればそれでいいのでありますから」

　こいつ……どうかしてる。

　体の芯しんに悪お寒かんが走った。

　そうこうしている間に鎧をカチャリと鳴らしながら、ノイエが一歩一歩こちらに向かってきていた。

「さて、どんな方法で可愛がってあげましょうかねえ」

　彼の手には何の武器も無い。腰こしにある幅はば広ひろの剣けんも鞘さやに収まったままだ。

　それでも俺は本能的に危険を感じて身構える。

　だがその瞬間、背後に気配を感じた。

　見ればそこにはステッキを構えたメルルーナちゃんがいて、今まさに魔法を発動させようとしているところだった。

　すでにステッキの先には、円えん陣じんを作るように宙に灯ともる七つの炎ほのおがあった。不気味に揺らめく、その紫むらさき色いろの炎の中でドクロがケタケタと顎の音を立てて笑っている。

　死霊使いネクロマンサーを体現したような魔法だった。

「炎霊イートアツ七餓プブレイズ！」

　彼女がそう叫ぶと同時に、七つの紫し炎えんがノイエに向かって放たれた。

　飢うえたシャレコウベ達が彼に喰くらい付かんと大口を開けて迫せまる。

　しかし――

「ふふ」

　ノイエは微かすかに笑うと、右手を前にかざす。

　それだけで、七つの炎は音も無く、彼の手先で光の欠片になって飛び散った。

　見た目、受け止めたというよりも、無効化したという感じだった。

　さっきもこれと似たような目に見えない力で、メルルーナちゃんを突つき飛とばしたのを覚えている。

　技スキルでもなければ魔法でもない気がするし……そもそもこんな力、ゼクス上のどの職業ジヨブでも見たことがない。

　メルルーナちゃんが呆ぼう然ぜんとする中、ノイエは手を下げながら言う。

「先程も言ったはずですよ？　この世界では僕が神であると」

　彼は一呼吸置き、

「しかし、まあいいでしょう。なんなら、やってみるでありますか？」

「何を？」

「リエル達に希望を与あたえようと言ってるのです。僕に勝ったら雫を解放してもいい」

「!?」

　それは願っても無い申し出だった。

　そんな事を言い出すってことは絶対やられないという確証があるからだが、雫を救出し、この世界を元に戻す為の具体的な方法が分からない今、その提案に乗るしか俺達に手立てはない。

　しかし、その約束をノイエが守る保証も、あの反則に近い力に対処する方法も、勝算も何も無い。

　でも、チャンスをくれるというのなら――やってやろうじゃないか。

　俺は杖ワンドをしっかりと握にぎり直し、メルルーナちゃんも我に返って構えを取る。

　それだけでノイエはこちらの意志を理解したようだった。




　すぐさま戦せん闘とうが開始された。




　俺は杖ワンドを握り締しめ、地面を蹴けった。

　攻撃系魔法を一いつ切さい持たない俺は、手持ち武器による打だ撃げきでしか相手にダメージを与えられない。だからノイエに向かってそいつを振ふり下おろしたのだ。

　案の定、彼はその攻撃を柳やなぎのようにさらりと避よける。

　無論、こっちだってそれで当たるとは思っちゃいない。これはあくまで隙すきを作る為の陽動作戦。本命は俺よりもずっとレベルが高い、メルルーナちゃんの方だ。

　彼女はすでに召しよう喚かん魔ま法ほうを唱え終え、スケルトンを二体とゴースト一体を呼び出していた。これで一気に手数が増える。

　そして自らも、触ふれたものを腐ふ食しよくさせる死霊の炎を放った。

　しかも彼女は俺がかけた付与エンチヤント魔法によって、ＤＥＸ器用さとＡＧＩ敏捷力がアップしている状態。これで命中力と攻撃回数が格段にアップする。

　いくらノイエでも、これだけのもので一いつ斉せいに襲おそいかかられたら逃のがれられないだろう。

　――が、しかし。

　彼は手を横に振り、まるで蝋ろう燭そくの火を払い消すような容た易やすさでメルルーナちゃんの放った炎を消し去る。そしてそのまま自分に向かってくるスケルトンとゴーストに手を触れるまでも無く、炎を払い除のけた掌てのひらをかざすだけで滅めつした。

　すかさずそこへ俺がもう一度、杖ワンドを叩き付つけるが、彼の残像を掻かき消けすだけだった。

　そして彼は未いまだ剣を抜ぬいていなかった。

　俺達は改めて認にん識しきする。

　彼は明らかにゲームシステムを無視した〝チートキャラ〟だと。

　こんなのどうあったって勝てはしない。

　こういう時に騎き士し様が使えれば……とも一瞬思ったが、そんなレベルの強さじゃなかった。

　反則をしている。それはノイエ自身が一番分かっている事だった。

　仮面の下で嘲あざけり笑う声がする。

「ふふ、もう終わりですか？　諦めが早いですね」

　蔑さげすむ彼を前に心の中で頭を抱かかえる。

　そんな時だ。

　ふと、ノイエの背後にある水晶柱に目が行ったのは。

　何気なく目を向けたそこには当然、囚とらわれの雫が眠っている姿がある。

　しかし、それだけじゃなかった。

　なんと、水晶柱の前にゴロチュウ姿の雫がこちらを向いてたたずんでいたのである。

　どうやらそれは、今まで俺達の前に姿を現してきたアバターと同じものらしく、不安定なのか体の向こうがかなり透すけて見えていた。

　そんなゴロチュウがホワイトボードを掲かかげて何か伝えてきていた。

『準備が整った』

　準備？

　そうか！　雫はフィードバックプログラムの解かい析せきをしていると言っていた。時が来たら合図をするとも言っていたが、もしかして……

　それが今なのか!?

　ちなみにこの状況に気づいているのは俺とメルルーナちゃんだけ。ノイエにはまだ勘かん付づかれてはいない。

　なので視線でバレないように、さり気なくノイエの頭の横辺りに目線を置く。これで彼の肩かた越ごしにボードが見えるはずだ。

　そうしているうちにボードが書かき換かえられた。

『プログラム中に他の二つのアイテムとリンクする第三のアイテムの存在を発見した』

　第三のアイテム……ってなんだ？　もしかしてあれか、暁天の鍵デイブレイク・キーと逢魔時の錠前ピリオド・ロツクの他に三つ目のアイテムがあるってことか？

『勇者の紋もん章しよう』

　紋章……。そいつが三つ目のアイテムの名前か。

『それがノイエにこの世界での特権を与え、勇者たらしめている。同時にプログラム停止のスイッチの役割を兼かねている』

　なるほど、そんなもんを隠かくし持もってたわけね。

『今からこちらでフィードバックプログラムをハックする。その際にノイエの体のどこかに浮き出た紋章を破壊せよ。グッドラックｂ』

　雫はサムズアップポーズを決めた後、すぐ煙のように消えてしまった。

「あっ、ちょっと！」

　グッドラックって……そりゃその情報はありがたいけどさ、あのチートキャラ相手にどうやってその紋章とやらを破壊すればいいんだよ。

「なんです？　どうかしたのですかな？」

　やべ、ノイエに気づかれた!?

「い、いや別に、なにも？」

　慌あわてて取り繕う、俺。

　不ふ審しんに思ったノイエは辺りをキョロキョロと見回している。だが、もう雫は姿を消しているし、それ以上は気づかれることも無いだろう。

　と、そこで俺はあるものを目にした。

　周囲を見回していたノイエの首の後ろに、両りよう翼よくを広げた鳥の紋章が浮かび上がったのだ。

　丁度、コップを置くコースターくらいの大きさで円形。

　そいつが首筋で淡あわい光を放っているが、場所が場所だけに当の本人は気づいていない様子。

　あれさえ破壊できれば、フィードバックプログラムは停止し――

　この世界は元に戻る。

　やってみるか。

　俺は隣となりにいたメルルーナちゃんに目配せした。彼女も雫のメッセージを読んでいたらしく、軽く頷き返してくれた。

　俺達は阿あ吽うんの呼吸で動き出す。

「ん？　まだやる気ですか？」

　ノイエは大して構えも取らず、余よ裕ゆうの態度で立っていた。

　しかし俺達は全力だ。

　メルルーナちゃんはフェイントをかけるべく、二手に分かれてノイエの後ろに回り込む。そこから魔ま法ほう攻こう撃げきでは無く、ステッキでの通常攻撃を放つ。

　ノイエはこれに対処すべく片手をかざし、彼女を見えない力で突き飛ばす。

　それで俺がいる側にノイエに背中が露あらわになった。

　首筋にはっきりと紋章の形を捉える。

　もらった！

　心の中で叫さけぶが、ノイエもすでにこちらに気づいていて体勢を戻し始めていた。

　そこで焦ってしまったのが悪かったのだろう。

　俺はあろう事か……

「っふひゃやっ!?」

　間抜けな声を上げて足を滑らせてしまったのだ。

「いつつつ……」

　せっかくのチャンスに尻しり餅もちを突いてしまうなんて、俺は何をやってるんだ……。

　あ、そういえばノイエ……！

　追おい討うちの攻撃を覚悟して、へたり込みながらも防ぼう御ぎよ姿勢を取ったのだが……当の彼は俺の目の前で蝋人形のように動きを止めていた。

　どうしたんだ??

　仮面に覆われていて彼の表情は分からないが、その視線がなんとなく俺の足あし下もとにあるのは理解できた。

　その視線は俺のふくらはぎを辿って上に向かい、むき出しの白い太ももを――って、

　ん??

　見れば、かなりスカートの裾すそが乱れていて、太ももよりもかなり上の方まで捲めくれ上がってしまっていたのだ。もしかしたら、ちょっとだけパンツも見えちゃったかもしれない!?

「ちょっ!?」

　俺は慌てて裾を直し、立ち上がる。

　ノイエはこれに見み惚とれていたらしい。

　俺のなんか見てどうすんだよ！　とも思ったが、恥はずかしがる自分もなんだか変な気分だ。

　そんな最中だった。

　ポコッ

　間の抜けた音が、近くで上がった。

　前を見ればそれが何の音だかすぐに分かった。

　メルルーナちゃんがステッキで、ノイエの後頭部を殴りつけた音だったのだ。

　ノイエが俺おれの太ももに見惚れている隙に、背後から忍び寄って一撃を加えたらしい。

「よくも今まで騙だましてくれたわね、リアルに戻ったら後でたっぷり仕返しをしてあげるわ」

　メルルーナちゃんは達成感とこれからの事、両方の意味を含ふくんだ愉悦の笑えみを浮かべていた。

　俺はグッジョブ！　と、言おうとしたのだが……そこで彼女の笑顔が固まる。

「あ、あら??　しっ……しまったのです！　意外に耐久値が高かったようです……」

「ええっ!?」

　ここからでは紋章を視認できないが、周囲に変化が無いので恐おそらくまだ破壊できていないっぽい。

　これに対し、今まで硬直していたノイエがようやく動き始める。そして、

「今、素す晴ばらしいものを見た余よ韻いんに浸っていたというのに……邪魔をするような奴は万ばん死しに値あたいします！」

　彼は腰にあった剣を初めて抜いた。

　ほぼ同時にメルルーナちゃんの体に横一文字の光の線が刻まれる。

　あまりに速い太刀筋に、何がどうなってそうなったのか、まったく分からなかったが、彼女のＨＰが一瞬にしてゼロになった事だけは頭上のゲージで理解できた。

　斬られた側の彼女も、すぐには自分の状じよう況きようを把は握あくできていない様子だったが、程なくして、

「リエルさん……あとを頼み……ま……」

　全すべて言い切らないうちに彼女は光の粒となって消し飛んだ。

　俺は手を伸ばすが、そこにはもう彼女の姿は無かった。

「さて、これでようやく二人きりになれましたね。ぐふ」

　間を持たせずにノイエがこちらに向き直って言った。

「僕ぼくはずっと考えていたのですよ。リエルを僕だけのものにする事を――」

　彼は一人で何か語っていたが、俺はあの紋章を破壊する算段だけを練っていた。

　勇者の紋章がいくら耐久値が高いといっても、武器や防具と違ちがってアイテムがそんなに頑丈だとは思えない。あと一回のダメージ、多くても二回攻撃が当たれば、破壊できるはずだ。事実そんな硬いアイテムはゼクスで見たことは無い。

　だがその紋章もチートレベルの硬さを誇っていれば、もう為す術は無いが。

　あとは如い何かにして、あの紋章にダメージを与えるかだが……メルルーナちゃん亡き今、この場で戦えるのは俺しかいない。

　俺だけで奴の隙を突く方法、それを考えなくては……。

　あ……。
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　すぐに思い付いてしまった。

　でも、こんなアホな方法でいいのか？

「やはりここは調教するしかないと思うのですよね。リエルにはちょっと痛い目に合わせてしまうようで申し訳無いのですが――」

　まだ自分の世界に入ってしまっていて戻ってこないノイエ。

　そんな彼を前にして俺は、作戦を実行する。

　両手をおもむろにスカートの裾に持って行き……。

「チラッ」

「ふ!?」

「チラチラッ」

「ぬふぉ!?」

　俺は自分のスカートの裾を指で摘つまみ、太ももをチラチラさせて見せたのだ。

　案の定、ノイエは反応を示した。

　というか、すごい食い付きっぷりだった！

　俺も自分で何やってんだ……と現実に戻りそうになったが、ここは我が慢まん……。

　思い切って、限界までたくし上げる。

「ふおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　ノイエは興奮して奇声を上げていた。

「もっと近くで見せて欲ほしいであります！」

　そう言って鼻息も荒あらく、近付いてくる。

　彼の意識が太ももに向いている今、チャンスはここしかない！

　俺はスカートから手を離はなすと、すかさず杖ワンドに持ち替え、近寄ってくるノイエの首筋に向かって、バッティングよろしく思い切りひっぱたく。

「がはっ!?」

　ジャストミートの感覚。

　ノイエは衝撃で前屈みになり、両膝ひざを地面につく。

　そして杖ワンドがヒットした勇者の紋章は、彼の首筋の上でひび割れ、すぐに細かい欠片になって飛散した。

「やった！」

　俺が小さくガッツポーズを決めると同時にノイエが着ていた鎧よろいが砕くだけ始めた。

　どうやら紋章がその姿を形作っていたっぽい。

　硬質な鎧がまるで崩くずれたパイのように地面に降り積もり消える。

　全身を覆っていたものが全て剥がれ落ちると、中から現れた素顔に俺は驚きよう愕がくした。

「お、お前は……カ、カール!?」

　緑の短いベストに、やたらとフリフリが多い服。そしてそこかしこがカールした明るい茶ちや髪ぱつの彼は、間ま違ちがいなく吟遊詩人バードの【カール】だった。

　しかも中の人は、たまにオタ話で盛り上がることもあるクラスメイトの鴨かも河がわ京きよう也やだ。

「えっ？　うおっ!?　なんでこの姿になっているのでありますかっ!?」

　彼は自分の体を確かく認にんしながら狼狽うろたえていた。

「それはこっちが聞きたいんだけど！　なんでお前が……」

「僕だと何か悪いでありますか！」

「ってか、そもそもフィードバックプログラムの情報なんてどこで手に入れたのさ？」

「んあ？」

　カールはまだ落ち着かない様子だったが、そのうちに淡たん々たんとした口調で答えてくれた。

「ふっふっー、僕の親戚にゼクスの開発元であるドレイクソフトに勤めている人間がいましてね。その人から除去しきれていない隠しプログラムの情報をリークしてもらったんですよ」

「だからってお前……こんな事をしたら……」

　まだまだ彼に聞きたい事や、言いたい事がたくさんあったのだが、それをこの世界が許してはくれなかった。




《フィードバックプログラム上において相互リンクの切断を確認。システム保守の為、全プレイヤーの強制ログアウトを実行します》




　突如、周囲に流れたシステムメッセージ。それに促うながされるようにカールの足下から光の粒子が溢あふれ出す。そいつの正体はいつも見慣れているから分かる。ログアウト時に発生するエフェクト光だ。

　どうやらフィードバックプログラムが停止した事により、全プレイヤーの意識が正常に戻り、安全にログアウトできるようになったようだ。

「ちょっ!?　僕はまだ、この世界に残――」

　未練の言葉と一いつ緒しよにカールの体はその光に包まれ、そして消えて行く。

　この場に動くものは俺以外いなくなってしまった。

　ここからでは外がどうなっているのか確かめようがない。

　本当にこれで元に戻ったんだろうか？

　試ためしにメンバーリストの画面を開いてみると、ギルメンのネームがオンライン状態からオフラインを表すグレーの文字に次々に切り替わって行くのが見て取れた。メルルーナちゃんもログアウトしたようだし、みんな無事にリアルに戻ったようだ。

　恐らくシステム再起動の為の強制ログアウトだろうから、とりあえず今はこれでいいのだろう。

　これでようやく元のゼクスに戻る。

　一仕事終えたなっていう充実感に満たされ、それを噛かみ締める。

　すると、ふと視界の端はしにあの水すい晶しよう柱が入ってきた。しかもその袂たもとに人影がある。

　ゴロチュウ姿の雫がこちらを見詰めて立っていたのだ。

「あ、雫。やったよ！　おかげでなんとかプログラムを止める事ができたみたい。ありがとう、雫のおかげだよ」

　そう告げると彼かの女じよは無言でコクリと頷く。

　なんだか反応が薄うすいなあと思っていると、すぐにまたシステムメッセージが流れる。




《全プレイヤーのログアウトを確認後。システムの初期化フオーマツトを開始します》




「フォーマット!?　まさかこのゼクスが消えちゃうとか？　なんでそんな事になってんの!?」

『フィードバックプログラムを停止させると初期化が開始されるよう、初めからトラップが仕掛かけられていた。多分、証しよう拠こ隠いん滅めつの為』

「なんと！」

　大好きなゼクスがこんな事で消えて無くなってしまうなんて……。

　かなりショックだ！

　どうにかならないものかな？

「でもこの場合は仕方が無いよね……みんなが無事だっただけで良しとしよう。とりあえずここはログアウトして……じゃあ雫、もしゼクスが復活したらまた！」

　俺もそろそろ強制ログアウトされそうだったんで忙せわしなくそう伝えると、彼女は思いの外ほか、暗い表情で答える。

『無理』

「へ？　なんで？」

『ご覧の通り、私は仮アバター。本体はシステム内に隔かく離りされていてログアウト不能』

　そういえば、彼女のアバターは水晶柱の中にいまだ囚われたままだ。

「て……このままだと、どうなるの？」

　とても嫌いやな予感がした。

　だから聞いたのだが、彼女は何も答えてくれない。

「雫！」

　どうして何も言ってくれないんだ！

　不意に、ある推測が俺の中でむくむくと起き上がる。

「もしかして……こうなる事を知ってて……」

　沈ちん黙もくが答えだった。

　俺は怒りにも似た感情をぶつける。

「みんなを助ける為に自分だけ犠牲になろうなんて、雫らしくないじゃないか！」

　それでようやく彼女は反応を返してくれた。だが――

『そんな殊しゆ勝しような考えは無い』

「え？」

『私は自分の意志で現実リアルに戻りたくないだけ』

「何を言ってるんだ……」

　そこで唐とう突とつに、俺の足下から目ま映ばゆい光が溢れ出だした。

　まずい！　ログアウト処理が始まった！

　光は瞬またたく間まに広がり、俺の体を包み始める。

　待ってくれ！　俺はまだ雫に！

　指先を宙に向け、ステータス画面を開いて処理を止めようとしたが、そもそも画面自体が開かなかった。

　下方からの眩まぶしい光の向こうに、寂しげにこちらを見詰める雫の姿がある。

　彼女の背後では改変されていた城の書き換えが始まっているようで、空間のテクスチャーが剥がれ落ち、崩壊の様相を呈ていしていた。

　壊れた隙すき間まからは見慣れぬコードや記号が孵ふ化かした虫のように溢れ出している。

「雫！　一緒に！」

　俺は光の中に目一杯手を伸のばした。

　だが、それで届くはずもない。

　彼女も棒立ちの状態から指先一つ動かすことはなかった。

　悲しい目をした彼女は、これだけを告げてくる。

『あなたと結ばれないリアルなら、いらない』

　結ばれないなら!?

　まさか…………俺と美み咲さきさんがキスしていた現場を見てしまった事を、まだ引き摺ずっているのか!?

　そんな事で……そんな事で！

　俺はありったけの力を振り絞り、エフェクト光の中から抜け出そうとするが、一ミリたりとも足が前に進むことは無かった。

「なんでだ!!」

　心の中で叫んだ次の瞬しゆん間かん、雫の姿が目の前から消え去った。

　いや、そう見えただけで俺の方が消えたのだ。

　視界は真っ白になり、やがて黒みの空間に切きり替わる。

　そこには簡素な白文字だけが浮ういており、こう書かれていた。




《現在、メンテナンス中につきログインできません》




　所しよ詮せん、システムに抗えることなど出来はしなかった。







＃06【データ漂ただよう海の中で……ヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　ゼクスの世界から帰還した俺はＥＳＧを頭から外し、ベッドの上から起き上がる。

　自分の部屋を見るのも随ずい分ぶんと懐なつかしい気がしたが、時計を見ると翌日の朝五時。

　ゲームの中ではあれだけの事があったというのに、たった一晩の出来事だったらしい。

　カーテン越ごしに青白んだ光が部屋の中に差し込んできていた。

　なんだかまだ頭の中がぼんやりとしている。

　まるで今まで悪い夢でも見ていたかのようだ。

　しかし微睡まどろんでいる場合ではなかった。

「行かなきゃ」

　俺は着の身着のまま家を飛び出した。

　向かったのはもちろん、雫しずくの家だ。

　ログアウト出来なかった（しなかった）雫がどうなっているのか？

　それだけが気がかりだったから。

　家から十分程ほどで俺のバイト先、喫茶ロープレに到とう着ちやくする。

　雫の家はこの店の上にあるマンションの五階だ。

　階段を駆け上がり、五〇二号室のドアを叩く。

　だが中からの反応は無い。

　僅わずかな希望を抱いだいてドアノブに手をかけると、なぜか鍵が開いていた。

　どうしてだ？

　不審に思いつつも、ともかく俺は中に入る。

「雫！」

　叫びながらドカドカと奥おくまで進むと、一部屋しかない室内にポニーテールの女の人が、Ｔシャツに短パンという非常にラフな格好で座すわっていた。

「って……マスター!?　な、なんでここにいるんですか!?」

　ちょっと悪あく癖へきがあるお姉さんって感じのこの人は、俺のバイト先の店主で、マスターって呼んでいる。本名はいまだ不明。

　そんな彼女は俺を見るなり、

「きたわね」

　と、俺おれがここに来るのが分かっていて待ち構えていた様子だった。

「雫ちゃんの様子を見に来たんでしょ？」

　さっそくマスターが手招きするので、促されるように奥に進む。

　什じゆう器きに載のった、たくさんのＰＣとモニターが部屋を囲う、相変わらずの部屋。その端にベッドがある。

　俺は無数に床ゆかを這う配線を踏み分けながら、そのベッドの袂に立った。

「これは……」

　ゼクス崩壊の時、俺の問いに口を噤つぐんだ彼女の姿を思い出す。

　感じていた嫌な予感が的中したのだ。

　そこには雫が仰向けになって寝ていた。

　いつものゴロチュウ姿で、パーカーのフードを脱いで頭にＥＳＧを装着している状態。その表情はバイザーに覆おおわれていて、うかがうことはできなかったが、小さな顎あごと口元だけは露わになっている。

　通常フルダイヴ型のゲームをプレイする場合はこうして横になったり、座った状態で行うのが普ふ通つうだが、今のゼクスは知っての通り、メンテナンス中のはず。

　もう起きていてもおかしくない。

　なのに彼女はいまだ目を開ける気配が無い。

　寝ているのかと思ったが、それも違うようだ。

　ＥＳＧの側面にあるアクセスランプが細かな明滅を繰くり返かえしているということは、彼女の意識がどこかへアクセスしている証拠だった。

「どうやら、まだ意識があちら側の世界にとどまったままみたいね」

　雫の顔に視線を落としながらマスターが呟つぶやいた。

「それって、どういう事ですか？　もうゼクスは消えてしまったはずだし、それなら俺みたいに強制的にログアウトされるんじゃ……？」

「多分、彼女は核コアに取り込まれた時に、同じサーバー内の別の領域に移動させられたんじゃないのかしら。なのでフォーマット後もサーバー内に意識が取り残されている状態」

「取り残される……って、そんな事があり得るんですか？」

「私も技術者じゃないから、詳しい事は分からないわよ。でも通常のゲームプレイ時でも少なからず現実から意識を切り離して、架空の空間で遊んでいるわけだから、あり得ない話しでも無いでしょ？　雫ちゃんが核コアに取り込まれながらも内部インターフェースでプログラムを解析できたのも、アバターとは別の精神体みたいなものがあるからかもしれないし」
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「……てことは、今の雫は精神と肉体が切り離されている状態……」

「そうなるわね」

　そこで急に「現実リアルに戻りたくないだけ」と言った雫の言葉を思い出す。

　彼女の意識は今、どこにあるんだろうか？

　何も無い闇やみをただ漂っているんだろうか？

　悲しんでいないだろうか？

　苦しんでいないだろうか？

　そしてこのまま、リアルの雫は眠ねむり続けるのだろうか？

　様々な不安が俺を包み込む。

「今はまだいいけど、このままの状態が続けば、リアルの肉体は食事も取れないわけだから、いずれ衰弱して行くでしょうね」

　心臓が針で刺されたようにチクリと痛む。

「でも、なんとかなりそうね」

「えっ？」

　俺の心配をよそに、明るい口調でマスターが言ってのけた。

「雫ちゃんのＥＳＧに直接リンクして辿れば、すぐに彼女の意識を捕つかまえられると思うのよね。ただ彼女が戻もどってくる気が無ければアウトだけど。それはまあ、少年次し第だいね」

「え、俺!?」

「少年以外、誰だれがいるっていうのよ」

「いやまあ、そうなんですけど……彼女に〝戻りたくない〟って言われて……」

「ん？」

　もちろん、彼女を連れ戻す為ためだったら俺はなんだってするさ。

　でも俺が不安に思うのは、彼女をちゃんと説得できるのかって事。あんな寂さびしげな瞳ひとみで「現実リアルに戻りたくない」と言われて、俺はどう答えればいいんだ？

「ま、いつもやってるギャルゲーの調子でＯＫなんじゃない？　雫ルート攻こう略りやくってな具合でメロメロにさせちゃえば戻ってくる気にもなるでしょ」

　マスターは俺の反応を楽しむようにニタニタと笑っていた。まったく嫌な人だ。

「んな、簡単に言わないで下さいよ……って、そういえばまだ答えてもらってないのを思い出した！　マスターはなんで雫が大変な事になってるの知ってるんですか？　しかも妙みように事情に詳しいし……」

　そこでマスターは虚きよを衝つかれたような表情を見せた。

「あれ？　まだ分からないの？　鈍感な男の子はモテないわよ？」

「べ、べつに……モテたくはないです……って、そうじゃなくて！」

　突とつ然ぜんそこでマスターが片目を瞑つぶって、こちらにありったけの笑え顔がおを振ふりまいてきた。

「もうっ、私の事を忘れたのですか？　リエルさんっ☆」

　ウインクした彼女の背後で、ゼクス内で良く見ていたモーションエフェクトの星が飛んだような気がした。

　そしてなぜだか緑髪の小さな女の子と、似ても似つかないはずのマスターが重なって見える。

「ま……まさか…………そ、そんな馬ば鹿かな……いや、でも……」

「うふっ、メルルーナちゃんですよーっ☆」

「ぎゃあああああああああああああああああああぁあぁぁっ!?」

　嘘うそだ！　嘘だと言ってよバーニィ！

　あの純情可か憐れんなメルルーナちゃんが、こんな腐れゲーオタ店長だなんて！

　そんな！　そんなはずは!!

「ぶほっ、ぶほっ！」

　あまりの衝撃に俺は噎むせてしまった。

　でも、悲しい事に、オンラインで聞いた彼女の身の上話は、改めて考えるとマスターの境きよう遇ぐうに酷こく似じしていた。

　メルルーナちゃんはカフェとか言ってたから、当然のようにお洒落なお店を想像してて、実際のあのうらぶれた喫きつ茶さ店てんとは全然重ならなかったのだ。

　あううっ！

「もうっ、まだ信じてくれないのですか？　私、悲しいですっ☆」

「まず、そのしゃべり方をやめてくれ！　あと、全然悲しそうに見えないから！」

「チュウした間柄じゃないですかー。水臭いですよー」

「ぬほっ!?」

　城地下での出来事を思い出して身み悶もだえする。

「あれはヴァーチャル！　ヴァーチャルだからいいの！」

　ここにきて、なんで今までメルルーナちゃんに対して俺の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳが反応しないのか分かってしまった。中の人がマスターだったからだ。

　でも、あのキス以降、なんだか体の様子がおかしい。

　適当に理由をつけて自分を保とうとするが、体は正直で、ちょっとクラクラしてきてるし。

「あら、思い出して体質が反応しちゃった？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　額に手を当て屈かがんだ俺の顔をマスターが心配そうにのぞきこんでくる。

　ちょっとは気に掛けてはくれるんだな……。

「でもこれって、少年の体がちゃんと私も女性って認めてくれてる証拠じゃない!?　わっほーい！」

「おいっ!!」

　少しでも見直した俺が馬鹿だった！

「そんな事より、雫の救出を進めたいんですけど」

　俺が真しん剣けんに言うと、彼女の表情もそれに呼応するように引き締まったものになる。

「そうね」

「で、俺思ったんですけど、遅かれ早かれサーバー管理会社とかソフト開発会社がこの異常事態に気づいて動き出すんじゃないのかと。だったらそっちに任せたほうが雫にとっても安全な気がするんですが」

「私も最初はそう思っていたわ。でも、それもどうなるか分からないわね。今はまだ朝早い事もあって表だっては騒ぎになってないみたいだけど。もし、なんらかの対応が始まったとしても、雫ちゃんの存在に気づいてもらえない可能性があるわ。一応これから事情を管理会社に報告するつもりだけど……どのみち本人が帰ってくる気がなければ外部から何をしても無む駄だなんじゃないかって思うわ。だって〝戻りたくない〟って言われたんでしょ？」

「ええ」

「そうなると最終的には気持ちの問題をクリアしないとどうにもならないわね。結局は雫ちゃんの事を一番理解できる人間しか彼女を連れ戻すことはできない。ということは、その役割を担うのは少年しかいないでしょ？」

「俺……」

　俺が雫の事を一番理解できているだなんて、そうは思わない。それを言うなら彼女の両親とかの方がずっと分かっているかもしれないし。一いち概がいには言えないけど。

　でも――

　彼女を救いたい気持ちには偽いつわりは無い。

　それは確かだ。

「分かりました。俺、やってみます」

「そう」

　マスターは普ふ段だん見せた事のない柔やわらかい笑みで答えてくれた。

　不覚にもちょっと可愛かわいいと思ってしまった。ぐっ……。

「で、どうすれば？」

「そうね、まずは配線回りを整えちゃいましょ。幸いここは機材が充実しているし、特に何か持ち込まなくても事足りそうだわ」

「てか、設定とか分かるんですか？」

「これでもＯＬ時代はコンピューター系の企業に勤めていたのよ」

「マジですか！」

　まあ、良く考えたらマスターの部屋も、雫の部屋に負けず劣らずの電子要塞になってるからなあ。

　そんなわけでマスターは部屋の中から必要な機材を見みつ繕くろい始める。

「じゃあ、それとそれと、それね」

　彼女の指示通りに何台かのＰＣをベッドの横に運び、配線を繋ぐ。

「そういえばマスター、どうやってこの家に入ったんですか？」

　作業をしながら、ふと疑問に思ったんで聞いてみた。

「ああ、それはね、元々はこの部屋、私がＯＬ時代に住んでた部屋なのよ。その時の合い鍵かぎをまだ持ってたから中に入れたってわけ」

「え!?　どういう事ですか？」

「それがね、ある時からこの辺にあの……ねっ、ねねねね、猫ねこがうろうろするようになって……多分、五階の誰かが飼ってるのよね。ペット禁止だけど。それでちょっと住み心ごこ地ちが悪くなったものだから、雫ちゃんに貸してたの。私はお店の方に住居があるからもう必要無いし。それにその猫もメスらしくって……ほら、メスってテリトリーが狭せまいらしいじゃない？　だから一階までは降りてこないみたいでね……ひとまずは安心というか……」

　そんな事情があったとは……。

　そういやその猫って、前に電子ロックでこの部屋に閉じ込められた時に網膜と指紋の登録に使ったって雫が言ってた、宮尾ミヤオさんとかいう猫のことかな？

　実在していたんだな……。

　あれ？　ってことは、電子ロックに付け替えられている今、マスターの合い鍵は使えないんじゃ？

「おかしいな……マスター、部屋の鍵、変わってませんでした？」

「そんな事はなかったわよ？」

　俺は玄関まで小走りで行って確認する。ドアを見たら、そこでようやく合点がいった。

　確かに電子ロックは付いていたが、そいつは内側にだけで、外側は普通の鍵穴だったのだ。そういえば、そんなアホな設置の仕方だったなーと思い出す。

「意味ねえぇ！」

「どうしたの？」

　そこへマスターが様子を見にやってくる。

　俺はドアを開けて、「内側と外側の鍵が～」とか彼女に説明を始めた時だった。玄関の前に人ひと懐なつっこそうな三み毛け猫ねこが、「みゃあ～」と現れたのだ。

「宮尾ミヤオさん？」

　俺がきょとんとしていると、横にいたマスターの顔色が変わる。

「ひっ!?　で、でででたぁぁぁぁぁぁあぁぉぉぉぉぉっ!?」

　彼女は悲鳴を上げ、そのままの勢いで俺にしがみついてくる。

「うえっ!?　ちょ、ちょっ!?」

　胸がっ！　豊満な胸が、色んな所に当たってまずいんですがっ!!

　こんな所で急にピンチな状態に追い込まれたが、宮尾ミヤオさんがすぐにいなくなってくれたことで事無きを得た。

　にしても、この猫嫌ぎらい……やっぱりメルルーナちゃんはマスターなんだなあと改めて思うのだった。

　そんな訳でちょっとした騒動を挟はさんだが、接続作業と設定は滞とどこおりなく終え、意外にも早く準備が整った。

　俺はマスターが店から持ってきた、もう一台のＥＳＧを頭にかぶる。

　後は横になっている雫のＥＳＧと外部端子同士で直結するだけだ。

　そこで不意にマスターが、

「あ、あれを言っておくの忘れたわ」

「なんです？」

「今、雫ちゃんの意識体はゼクスのサーバー内にいると思うけど、ネットワークで繋つながっている以上、サーバーの外へ流出してしまう恐れがあるわ」

「それって……」

「そう、早いとこ捕まえてこないと、広大なネットの海に流れ出てしまったら、見つかるものも見つからなくなってしまうって事」

「なんでそれ早く言わないんすか！　早く！　早くやっちゃって下さい！」

　俺が促すと、マスターは顎で指し示してくる。

「じゃあそこに寝て」

「え……ここに？」

　彼女が言った場所は……雫の寝ているベッドだった。

「いっ、いや、だって……ここは」

「何ブツブツ文句言ってんの！　しょうがないでしょ？　そこ以外、足の踏み場も無いんだから。ケーブルも短いし。さあ、とにかく急がないと」

　彼女の言う通りだった……。

「う……じゃあ失礼して……」

　俺おれは雫が寝る横に寄り添うようにして横になる。

　せ、狭いなあ……。

　肩かたと肩が触ふれているような気もする。

　ふと隣となりを見ると、物もの凄すごく近くに雫がいて、思わず、

「うはあ……」

　と声が漏もれてしまった。

　呼吸によって小さく上下する胸。

　吐と息いきが漏れる薄ピンク色の唇くちびる。

　陶磁器のように白く、そして柔らかそうな頬ほお。

　全すべてが精神安定上、有害だった！

　俺は慌あわてて正面を向き、バイザーを下げる。

「じゃあ繋ぐわよ」

　耳元でマスターが言った。

　直後、目の前が暗転した。

　意識がネットワークに繋がった瞬間だった。

　しかしそこに以前のようなゼクスのログイン画面は無い。

　あるのは簡素なウインドウと、意味不明なコード文字。

　それらを外部からマスターが操作しているのか、ウインドウは勝手に開いたり、閉じたりして、最終的に確認を取る為のダイアログだけが表示される。




《ネットワークに接続しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ》




　俺は迷うことなくＹＥＳをタップする。

　すると足あし下もとが突とつ然ぜん抜ぬけ落ちた。

　そのまま俺は、電子の光が星のように瞬くトンネルの中を、深く、深く、ダイヴして行くのだった。




《Wait till next login!!》







あとがき







　どうも、藤谷です。『ネトラれ』７巻をお届けいたします。

　さて、ようやく動き出したかのように見える本編ですが、何やら大変な事態になっているようで……。その中でも今回注目すべき点といえば、大陸一のお笑い芸人こと――

　メルルーナちゃんのギャグです。（え？）

　まだ本編をお読みでない方、あとがきから読み始めている方の為に詳しい内容は伏せますが、このダジャレ……恐ろしく寒いです。

　それにしてもギャグが滑った時にどうして〝寒い〟という言葉で表現するのでしょうか？　ちょっと考えてみました。

　たとえばメルルーナちゃんがダジャレを言ったとします。それを聞いた人はまず、

「えっ……今のまさか……ギャグだったの？」

　という今さら気づいた自分自身に驚きます。そして、そんなダジャレを吐いてしまった彼女に同情し、この先、本人に浴びせられるであろう罵ば倒とうや奇き異いの視線を想像します。すると彼女の身を案じるあまり涙が溢あふれ出てきて、その大量の涙によって体温が奪われるのではないかと思います。

　肌寒くなってきたから作さ務む衣えでも羽織りますか、〝さむい〟だけに。

　といった感じです。

　あ……今のはメルルーナちゃんより寒かったですね。

　ガンガンッ、ドンガンゴンッ（玄関のドアを激しく叩く音）

　おや？　誰かお客さんかな？

　インターホンのカメラで見ると背が低すぎて小さく縛った緑髪しか見えないけれど、まあとりあえず、今は謝しや辞じに移らせてもらいますね。

　イラストの三嶋さん、ハードスケジュールの中、いつもありがとうございます。今回、表紙でブーンしてるリエルがたまらなく可愛いです。

　担当さん、編集部の皆様、そして本巻が発売されるまでにお世話になった全ての方々に御礼申し上げます。

　さて、次巻はいよいよ彼女の出番!?

平成二十五年四月吉日
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／三嶋くろね先生
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